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　──その出会いは、本来ならばあり得ないものだった。



　降りしきる雪の中を、一人の女性が歩いている。

　一糸まとわぬ姿。肌の表面には薄氷が張り付き、長い黒髪は固く凍っている。

　裸体で極寒の中を歩くだけでは、こうはならないだろう。まるで、全身が水浸しになった後、滴る水もそのままに飛び出してきたような姿だった。

　目の焦点は定まらず、足取りもふらつき、背後に点々と続く足跡は蛇だ行こうしている。

「わたし……みんな……守らないと……」

　彼女が途切れ途切れにつぶやくと、凍り付いた唇がぱりぱりと音を立てた。

　そんな彼女を覆うように、巨大な影が近付く。

　本能的なものか、身体からだに染み着いた習性なのか──彼女は、緩かん慢まんな所作で身構える。

　やがて、それは雪の幕の向こうから、ゆっくりと姿を現した。

「ゼ……ノ……？」

　全高10メートルにも達たつする巨人。その表面を覆うのは、細かな六角形のパネルを張り合わせた、圧雪複合装甲。

　要よう塞さい都市『アカツキ』の主力兵器。ゼノ・トランサーだった。



　──一方。

「理解不能。人、雪原……？」

　圧縮言語によるつぶやきをもらしたのは、機体ゼノ・トランサーのコクピットに座るゼノイドの青年だった。

　氷型のディスプレイ越しに、こちらを見上げる女性と視線が交こう錯さくする。

「……？」

　ほぼ無意識で脳内プログラムを組み立て、映像を拡大させる。

　はっきりと映し出された女性の顔。

　何な故ぜだろう。──その瞳ひとみから、目が離せなかった。

　青年はおもむろにコクピット・ハッチを開ける。

　理由もわからないまま、純白の雪原へと降り立ち──青年と女性が、対たい峙じした。



　要よう塞さい都市の人員を管理する綿密なスケジュールにおいて、本来ならばこの時間、青年は睡眠をとっているはずだった。

　だが、哨しよう戒かい任務に欠員が発生したため、補ほ填てんとして割り当てられたのだ。

　加えて、彼の機体は整備不良に悩まされている。滑走形態クローチング・フオームでの高速移動が不可能となっており、ただ一機、先行する僚りよう機きから大きく遅れていた。

　つまり──青年が今、ここにいるのは、まったくの偶然であった。

　そして女性もまた、放心状態で雪原をさまよっていただけだ。















　運命。

　人生におけるあらゆることは、すべてが定められている……という考え方だ。

　人との出会いや別れ。そして、その死すらも。

　転じて、普通ならば起こり得ない数奇な出来事は、こう呼ばれることがある。

　──運命的、と。

　ならば、この二人の出会いは、たしかに運命的だったのだろう。

　進む方向、もしくは進む速度が、ほんの少しでも違っていたら……。

　そんな二人が出会った。出会ってしまったのだ。

　青年の名は、リヒト・ベフライア。

　女性の名は、箕みの輪わ留る美み。

　だが、この二人の出会い。運命と呼ぶには、あまりに悲しすぎる。

　何な故ぜならば、この出会いの果てにある二人の非ひ業ごうの死まで、あらかじめ決められていたことになってしまうからだ。

　だからこそ、未来への希望を込めて、こう呼ぶべきなのだろう。



　──奇跡、と。
















　リヒト・ベフライア上級機士は、雪原で遭遇した女性を保護し、要よう塞さい都市に帰還した。

　このような事態への対処マニュアルは存在していない。リヒトは自分の意志で判断し、行動するという、はじめての経験を余儀なくされた。

　観察すると、女性は衰弱が激しかった。さらに全身に軽度の凍傷も負っていたため、まずは医療機関に搬送。機士団総司令部への報告を行った後、リヒトは本来のスケジュールである睡眠を取った。

　何もかも想定外の事態。これに対し、上層部の反応は迅速だった。

　睡眠状態から覚醒すると、リヒトの通信用Ｘ結晶は緊急召集命令を受信していた。報告から、わずか六時間後のことだ。

「伝令。交代」

「了解」

　起床後に行う予定だった正門警備を他者に引き継ぐと、リヒトは総司令部へと向かった。

　要塞都市『アカツキ』。

　絶対零度の吹雪ふぶきの障壁──ホワイト・ホライゾンを背にした、半円状の都市である。

　立ち並んでいるのは、生産効率性を極限まで向上させた、白い立方体の建物。

　そして、機体の跳躍発進に用いられる、尖せん塔とうと滑り台スロープだ。

　どこまでも同じ風景が続く白い都市を、リヒトは迷いなく進んでいく。地図は細部まで頭に入っており、寸分違たがわず現在地を把握できている。

　それは他の道行く人々も同様だった。

　感情を廃した新人類──ゼノイドは、脳を高速演算装置として運用し、その能力を最大限に発揮することができるのだ。

　原色の頭髪はその証あかし。遺伝子に手を加えたことによる変異であり、転じて、培養された時期と施設の場所を表す、管理タグとなっていた。

　やがてリヒトは、都市の中央区画へと足を踏み入れる。

　そこには無数の格納庫と兵装施設が点在していた。行き交う人々の数も余よ所そとは比較にならないが、それでも喧けん噪そうというものは存在しない。

　規則正しく静かな人の流れに乗り、リヒトは進む。

　その先にあるのは、機体発進用の尖塔よりも高く巨大な建造物。

　威容を誇る機士団総司令部だった。

　周囲にはゼノ・トランサー部隊が展開し、警備を行っている。だが、接近してくるリヒトたちに反応する様子はない。

　部隊が警戒しているのは同種のゼノイドに対してではなく、天敵たるＸＥＮＯゼノだからだ。

　さらに言えば、リヒトが総司令部の建物へ入る際に必要なチェックは、ただ一度。正面入り口の警備員──非武装の、それも年端もいかない少年へと、リヒトのＸ結晶に送られてきた命令書を提示することだけだった。

　だが、これは危機管理の不備などではない。

　ゼノイドにあるのは規律とスケジュールを守ろうとする思考のみ。そこから逸脱すること──例えば、機士団総司令部へ無断で忍び込む、などは、発想すらないのだ。

　この少年も専任の警備員ではなく、訓練課程の一環で携わっているにすぎない。

　要よう塞さい都市にとって同族への警戒というものは、つまりはその程度のことなのだった。

「命令、確認」

　少年の許可を得て、建物の奥へと進む。突き当たりのエレベーターに搭乗すると、リヒトは透明なパネルの上に手をかざし、Ｘ結晶機構による乗降装置を作動させた。

　行き先は最上階。リヒトはエレベーターを降りて廊下を歩き、司令室へと入る。

　そこで、リヒトは見知った顔に出会った。

「……ゾット」

「……リヒト」

　相対する銀髪の男が、つぶやきをもらす。

　彼の名はゾット・ジオフロスト。役職は執務官。司令へと送られる報告をまとめるのが、その役目だ。

　以前はリヒトと同じ隊に所属しており、能力を認められ総司令部へと転属していったのだが──わずか三年で、司令室付きまで昇進していたとは。

「緊急召集、受諾」

「了解」

　お互いの名を呼びこそしたものの、二人はそれ以上、なんの感慨も抱くことはない。

　だが、その圧縮言語による事務会話へと、リヒトは心の中で賛辞を送る。

「リヒト上級機士。君が雪原で女性を保護した件は了解している。これに関して、司令から伝達がある」

　──これだけの内容を、「了解」のたった一言に圧縮したゾットの手腕。

　それこそが、彼がここに配属された理由たる、能力の高さを物語っていた。

　ゾットの圧縮言語を脳内で展開したリヒトは、部屋の奥、壁に向かって歩いていく。

「司令」

　リヒトが、壁に向かって呼びかける。

　すると、壁に空いた細く小さな隙すき間まから、なにかが差し出された。

　からん、と乾いた音を立てるそれは、Ｘ結晶。司令からの命令書だった。

　──司令の姿を見た者は、誰だれもいない。

　名前も年齢も、性別すらも不詳。

　それでもこの要塞都市で「司令」と言えば、この壁の向こうの存在であると、みな共通した認識を持っていた。壁の向こうの存在が的確な指示を出していると、一様に納得しているからだ。

　その正体に価値はない。

　唯一無二の判断基準は、要塞都市というシステムが万全に機能するか否か。

　それこそが、彼らゼノイドの精神性だった。

「受領」

　リヒトはＸ結晶を受け取り、起動。中空に展開された氷のディスプレイに、その内容を表示させる。

　リヒトに課せられたのは、他言無用という条件付きの極秘任務だった。

　命令書に記載された、『ノア機関』という聞き覚えのない名称の施設と、その所在地。

　保護した女性が回復次第、その施設へと移送するように──と。

「……了解」

　リヒトは壁に背を向け、退出する。

　そのすれ違いざま、ゾットと視線が交こう錯さくした。

「内容確認」

「拒否。極秘任務」

　要よう塞さい都市において、司令の命令は絶対である。相手が執務官であろうと、極秘任務の内容は教えられない。

「了解」

　ゾットは即座に引き下がると、リヒトから視線を逸そらした。

　リヒトはそのまま司令室を後にして──扉が閉まると、ちいさく息をもらした。

　なぜだか身体からだが軽くなった気がする。

　この変化の理由を推測して、リヒトはそれらしき解答に行き着いた。

「……処罰、なし」

　それはつまり、自分の行動が正しかったということ。

　正否の判断がつかなかった問題に、ようやく終止符が打たれたのだ。

　──だが、しかし。まだなにか理由があるようにも思える。

　一抹の不可解さを胸に残しながら、リヒトは来たときよりもさらに足早に、保護した女性がいる医療施設へと向かっていったのだった。



※　　※　　※



　女性が負った凍傷は快方に向かっていた。

　しかしリヒトは、医療班から二点の特別事項を告げられた。

　第一が、生命反応の低下。細胞の劣化と言ってもいい。細胞分裂の回数を決定するＤＮＡテロメアが極端に磨ま耗もうしており、生物的限界──寿命が近付いているという。

　そして、二点目。当面の問題点がこちらだった。

　女性は、ゼノイドの生存に必要な雪、アウター・スノウを食べようとしないのだ。

　消化器官に異常が発生し、アウター・スノウを栄養素に変換することができない可能性があった。現在は栄養素の直接注入で生命活動を維持しているが、根本的な検査と治療が必要かもしれない。

　リヒトは再び司令に面会し、このことを報告した。

　だが、返答は──この件はノア機関で対処可能、命令に変更はなし、と。



　数日後。凍傷の回復した女性を伴い、リヒトはノア機関なる施設へと赴こうとしたのだが、予想外のところで問題が噴出した。

「これ……。やだ……」

　道すがら、女性は防寒服を脱ごうとしたのだ。

　この寒空に肌をさらしては、せっかく癒えた凍傷が再発してしまうかもしれない。

　リヒトは女性の腕を押さえつけて制止する。だが、女性は抵抗を始めた。

「質問。理由」

　問いただすも、返答はない。

　改めて質問を繰り返してみるが、やはり女性は暴れるだけだ。

　そこでリヒトは推測した。──この女性は圧縮言語が不得手なのではないか、と。

「質問だ。服を脱がねばならない理由があるのか？」

　通常言語で話しかけると、ようやく反応があった。

　ぼんやりとした女性の瞳ひとみが、リヒトへと向けられる。

「なんか、やだ……」

「……なんか？　なんかとは、なんだ？」

「なんかは、なんか……」

　要領を得ない返答だった。

　培養装置から生まれたばかりの幼児でも、もう少し的確に思考を言語化できるだろう。

　リヒトは彼女から理由を聞き出すことはあきらめ、こちらの意図を伝えることで、状況を打開しようとした。

「君の負った凍傷は、治癒して間もない。再発しないよう、防寒対策に留意すべきだ」

「……どうして？」

　逆に問いかけられ、リヒトは返答に窮した。

　言われてみれば、なぜだろうか。

　凍傷の再発防止。そこまではわかる。だがどうして、凍傷になられてはいけないのか。

「……任務、だからだ。ある施設まで君を移送するよう、俺おれは命令を受けている」

　リヒトは思いついた答えを口にしてみるが、違和感をぬぐいきれなかった。

　理由としては弱い。たとえ服を脱いで施設まで向かったとしても、生死に関かかわるような事態にはならないはずだ。

「……？」

　やはり女性も納得できなかったようだ。さらなる追及を行うように、リヒトの顔をのぞき込んでくる。

　リヒトをじっと見つめる漆黒の双そう眸ぼう。その奥に、強い光が宿る。

　それはあの日、理由もわからないまま機体を降りることを選択させた瞳ひとみだった。

　──瞬間、意識の奥底から、なにかが流出してくる。

「……苦痛を、感じてほしくない」

　口にした言葉は、彼自身も気付いていなかった、とても単純な答えだった。

　リヒトが女性の手をとる。雪原で出会ったあの日、凍傷により赤黒く腫はれていた手を。

「だから、服を着ていてくれ。それは君を寒さから守ってくれる」

　すると女性は、ぴたりと抵抗を止やめて。

「……うん」

　やわらかく、リヒトの手を握り返してきた。



　リヒトには経験のない感覚だった。

　理論や理屈ではない、漠然としたなにかで、会話が行われた気がしたのだ。

　二人はそのまま手を繋つなぎ、雪の降る中を歩いていった。



※　　※　　※



　ノア機関でリヒトたちを出迎えたのは、五代目ノアと名乗る金髪の女性だった。

「連絡は受けている。私は君たちを歓迎しよう。ようこそ、ノア機関へ」

　彼女が発したのは──通常言語。

　そしてリヒトは、ノアの口から数々の真実を知ることになった。

　その一つが、選別試験。

　感情という思考ノイズを有し、Ｘ結晶機構を扱えない欠陥人員に課せられる試験だ。

　不合格となった者は処分される──リヒトはそう聞いていたが、実態は異なっていた。

　選別試験で不合格となった者は、ここノア機関で保護されていたのだ。

　ノアが通常言語を発した意味を、リヒトは理解した。彼女は感情により脳の高速演算が阻害され、圧縮言語を扱えないのだろう。

「不合格人員の保護……。それは司令も把握しているのか？」

　ノアに合わせるため、リヒトは通常言語で問いかける。

　するとノアは即座に首肯した。

「無論だ。ここは選別試験の開始と同時に、司令が作られたものだと聞いている」

「では、雪原で保護した女性を、ここに移送する目的とは……？　彼女もまた、感情を有した欠陥人員なのか？」

「そうとも言えるし、そうでないとも言える」

　意図不明な発言だった。リヒトが返答できずにいると、ノアはようやく結論を口にする。

「旧人類プロト・カインド、という存在を知っているかね？」

「ああ。三百年前の夏世界に存在していたという、俺おれたちゼノイドのプロトタイプにして、感情を有していたという──まさか」

「そうだ。黒髪。そして、雪を食べない。……この特徴からして、彼女は滅んだと思われていた旧人類プロト・カインドの生き残りだ」

「……なるほど。彼女の存在を秘匿し、機密扱いにするためか」

　リヒトは、女性が旧人類であるという確信も、さりとて疑念も抱かなかった。

　一連の要素からして、女性が旧人類であると仮定した場合、もっとも状況の理解が容易になる。よって女性は旧人類である可能性が極めて高い──という、演えん繹えき的な思考である。

「そういうことだな。加えてここでは、旧人類の文明の研究も行っていてね。彼らは雪以外のものを食しており、その再現も試みている。彼女を匿かくまうには最適と言えるだろう」

　ノアはおもむろに女性へと近づき、肩に手を置いた。

「さて、いつまでも彼女や君では困るな。そろそろ名前を聞いてもいいかね？」

　しかし女性は、無言でノアの顔を見上げるだけだった。

「……聞こえていたかね？　君の名は？」

「…………」

　再度の質問も、結果は同様。ノアは小首を傾かしげた。

「妙だな。我々よりもはるかに豊富な感情を有していた旧人類が、こうも無反応ということはないのだが……」

「脳神経に異常があるのでは？」

「その可能性は高そうだな。彼女は三百年近く前の人間……。おそらく人工冬眠を行っていたのだろうが、その際にトラブルがあったのかもしれない」

　ノアが顔を近づけ、まじまじと見つめると、女性はわずかに距離をとった。

　最低限の反応は見せるが、意思の疎通を行うことは困難なようだ。

「仕方あるまい。名前は私たちでつけるとしよう」

　ノアはそう言って、服のポケットからＸ結晶を取り出した。

　すかさずリヒトが問いを投げかける。

「思考ノイズが発生していても使えるのか？」

「ああ。Ｘ結晶機構を扱う際は、脳神経の働きを切り替えている」

「まさか。そんなことが可能なのか？」

「私の個人的な特質だ。残念ながら、すべてのゼノイドが可能なわけではない。その特質を解析し、汎はん用よう化かする技術を確立することも、ここの研究の一環だ」

　リヒトが様子を見守っていると、ノアは当然のようにＸ結晶機構を起動させた。

「……ふむ。では、今日から君の名前はｑａｚ──クァズだ」

　ゼノイドの名前は、アルファベットの並び替えによるランダム生成である。

　彼らにとって名前に意味などない。個体識別の用途が果たせれば問題はなく、第二の管理番号という程度の認識だった。

　だが──。

「なまえ……？　わたし、の……？」

「そうだ。君の名はクァズだ」

　ノアが繰り返し告げると、女性は眉まゆ根ねを寄せ、ぶんぶんと首を横に振った。

「うー。なんか……やだ……」

　女性の反応に、ノアは肩をすくめた。

「これはまいった。どうやらお気に召さなかったらしい」

「オキニ……？　どういう意味だ？」

　リヒトには馴な染じみのない言葉だった。

「我々ゼノイド風に言えば……提案は却下された、ということさ」

「なるほど。理解できた」

　そしてリヒトは、女性を移送していた最中のことを思い出した。

　──なんか、やだ。

　あのときも女性は、そう言って提案を拒否した。結局よくわからないまま、どうにか問題は解決したのだが……。

　参考になればと、リヒトはその際の経緯をノアに伝えた。

「……ほぅ。君が、彼女を説得したと」

　すると、ノアの瞳ひとみがすうっと細まる。

「リヒト……だったか。君たち二人は、どうやら波長が合うのかもしれないな」

　波長。またリヒトの知らない言葉が出てきた。

　しかしノアは、一人で話を進めてしまう。

「ここはリヒトが名付け親になってみてはどうだろう。できることなら、君と関連性がある名前にして……」

　Ｘ結晶を操ると、ノアは候補の名前をリスト化し、リヒトへ見せてきた。

　ノアいわく、旧人類プロト・カインドたちが生きていた夏世界では、名前にも意味があったらしい。親と子で名前の一部を共有するのは、その代表例だと。

　リヒトという名は偶然にも、「光」を意味する単語だった。そこで女性にも、光にまつわる意味を持つ名をつけようと、ノアは提案してきたのだ。

　並んだ様々な名前を、リヒトは眺めていく。そして。

「……リュミエール」

　一つの名で、視線が止まった。

　すると、それまで反応の乏しかった女性の口が、つられるように動き出す。

「るみ……えーる？」

「少し発音が異なっているが……概おおむね正しい。リュミエールという名前は、どうだろう？」

「わたし……リュミエール」

　女性は──リュミエールは、反はん芻すうするようにつぶやいた。

　今度はあの「なんか、やだ」という却下の言葉はない。

「やはり、リヒトの付けた名前が気に入ったようだな。見たまえ。彼女の微笑ほほえみを」

「ホホエミ……？」

　リヒトはリュミエールを観察した。すると、目元や口元が、わずかに曲線を描えがいていた。

　これがノアの言う「微笑み」なのだろうか？

　リヒトが問いかけると、ノアはうなずいた。

「喜び、という感情だ。やはり君たちは、波長が合うようだな」

「喜び……」

　このときのリヒトは、自分自身でも気付いていなかった。

　リュミエールの微笑みを見つめるリヒトの顔にも、いつの間にか微笑みが浮かんでいたことに。



※　　※　　※



　その後、リヒトは旧人類プロト・カインドの監査任務を正式に与えられた。

　ＸＥＮＯゼノとの戦闘や哨しよう戒かいは一切なくなり、リュミエールの状況をつぶさに観察、報告することが、彼の新たな目的となった。



　こうしてノア機関で暮らすようになったリヒトは、リュミエールとの時間を重ねていく。

　ノアの推論は当たっていた。

　リュミエールはリヒトとの関かかわりの中で、失った感情を──心を、次第に取り戻していくことができた。

　だが、それはリヒト自身にも、ある変化をもたらしていた。

　わずかに、しかし確実に、感情を芽生えさせていったのだ。

　その因果関係を調査したノアは、リュミエールの心が放つ不可解な波動を感知し、旧人類の資料から「イデア」という失われた力に行き着いた。

「これは世紀の大発見だ！」

　ノアはそう言って、浮き足立っていた。イデアは、ゼノイドの眠っていた脳神経を揺り動かし、感情を呼び起こす作用がある──と。

　どの資料にもそのような記載はなかったが、彼女は確信していたようだ。

「今までゼノイドにとって、感情は不要なものとされてきた。だが、これならば……」

「どういうことだ？　感情があっては、Ｘ結晶機構を運用できないだろう？」

　リヒトは当然の疑問を差し挟んだ。だがノアは、まったく意に介さない。

「問題ないさ。イデアには、更なる大きな可能性がある……！」

　リヒトにはやはり、ノアの言葉は理解できなかった。

　だが、わずかな懸念をはらみながらも、リヒトとリュミエールは、まるで互いの心が響き合うように、日に日に豊かな感情表現を見せるようになっていった。

　自らの内に生まれた未知の感覚を、リヒトは戸惑いながらも受け入れた。リュミエールと共に変化していくのは、悪くないと思えたからだ。

　ゼノイドとして、感情は否定するものだと認識していたはずだったのに──それはとても、不思議な感覚だった。

　ノアは二人の様子を暖かく、また興味深く見守っていた。

　リュミエールの順調な回復。だが──ただ一点。失われたままの記憶は懸念材料だった。

　夏世界での暮らしぶりや文化は、感情の回復とともに思い出していったのだが……。

　彼女の身に、いったいなにがあったのか。それだけは謎なぞのままだったのだ。



　時間は、すべての命に平等に、容赦なく流れ続ける。

　そしてついに、それはやってきた。

　穏やかな日々が激動へと変わる、その瞬間が……。



※　　※　　※



　リュミエールが保護され一年ほど経たった、ある日のことだ。

　彼女の姿が消えた。ノア機関のどこにも見当たらなくなってしまったのだ。

　この頃のリヒトは、困惑や恐怖の感覚も理解していた。自身の精神状態が「焦燥」にあることを、ゼノイド特有の冷静さで受け止めつつ、リヒトは施設の探索を開始する。

　今や施設内は、「芸術」と呼ばれる制作物で埋め尽くされんばかりだった。

　リュミエールから得られた話を元に、ノアが再現を試みた文化の一つだ。

　絵画、彫刻、書道──。

　リヒトには未いまだ理解不可能なそれらをかきわけるように、リュミエールの姿を捜し求めていると。

「……あぁ、よかった。無事だったか」

　巨大な壷つぼの中に、彼女はいた。

　外傷は見当たらない。事故が起きたわけではなさそうだった。

　するとリュミエールは、慌てて口元に人差し指を当てた。

「リヒト!?　ダメだよ、かくれんぼしてるんだから!!　静かにしてて!!」

　そう忠告してくる彼女自身の声が、なによりも騒々しかった。

　それを聞きつけたのか、ノアもやってきた。

　彼女は今、長い金髪を束ねる器具を装着している。リュミエールが作り、ノアに渡したものだ。なんでも女性というものは、「オシャレ」なるものに留意する必要があるらしい。

　ノアは、束ねた髪が垂れないよう手で押さえながら、壷の中をのぞき込む。

「なるほど、こんなところにいたのか。これは見つからないわけだ」

「あー、もうっ！　リヒトのせいだよ！」

　リュミエールが口を尖とがらせ、壷つぼの中から出てくる。その身のこなしは軽い。

　心を取り戻していくとともに、彼女の動作にも変化が現れていた。今ではこんなにも、一挙一動がきびきびと活力に満ちている。

　きっとこの姿が、本来の彼女なのだろう。

　リュミエールはふてくされた表情をしていたが、それもわずかな間。すぐさまにこりと笑みを浮かべる。

「まぁ、見つかったものはしかたないか。じゃあ次はわたしが鬼ね！」

　リュミエールは背を向けると、顔を壁に向かって伏せた。

「……オニ？　それはなんだ？」

　リヒトが問いかけると、答えを得られるよりも早く手を引かれていた。

「それは私が説明しよう。では、リュミエール。今からリヒトも参加だ」

「オッケー！　簡単なとこにかくれたりしたら、すぐに見つけちゃうからね！」

　リュミエールは顔を伏せたまま、親指を立てて答えた。

　こうしてリヒトは、なし崩し的に「かくれんぼ」とやらに参加させられた。



　──今はこれが、彼の日常であった。

　ＸＥＮＯゼノとの戦いしか意味のなかった日々から一転。

　リュミエールを中心に、毎日のように未知の体験が巻き起こる、騒がしい日々。

　何ひとつ予想不可能な日々に困惑しながらも、心は感情という熱を持つ。





「えぇーっ!?　じゃあ二人とも、司令って人には会ったこともないの!?」

　かくれんぼを終えて、休憩中。

　三人はリュミエールの部屋で、飲み物を手に喉のどを潤していた。

「ああ」

「それがどうかしたかね？」

　リヒトとノアは、それが当然という風に答えた。

　リュミエールは信じられないとばかりに、座ったイスから腰を浮かせる。

「どうかするよ！　自分たちのトップがどんな人なのか、気にもしないなんて……！」

　うーん、と、うなるように腕を組んで着席するリュミエール。

　すると突然、ぱぁんと手を打ち鳴らした。丸い瞳ひとみが、らんらんと輝きを放っている。

「あっ、じゃあさ！　今から会いに行こうよ！　わたしを保護してもいいって言ってくれたのも、司令なんでしょ？　そのお礼もしたいし！」

　リュミエールは再び立ち上がる。

　なんとも落ち着きのない動きだが、いつものことだった。リヒトとノアはすっかり慣れた様子で、飲み物の容器を傾けながら言葉を交わす。

「……ノア。どうする？」

「許可できんな」

　ノアは即答した。声の調子もやや強い。譲歩や交渉の余地はない、とでも言いたげだ。

　それが気に入らなかったのか、リュミエールは頬ほおをふくらませた。

「むー。なんでよー」

「君の力、さ。イデアはゼノイドに変化をもたらす。それ自体は、とても素晴らしいことだと、私は考えている。だが──」

　ノアは先程よりも柔らかく、たしなめるような声で語りかける。

　そして、リュミエールを指し示した。人差し指と親指をそろえた、特徴的な仕草で。

「要よう塞さい都市の中ちゆう枢すうである司令が、もし感情に目覚めてしまったら……その混乱は未知数だ。最悪、都市の体制が崩壊する可能性すらある」

「うあー。それを言われちゃうとなぁ」

　留る美みはうなだれながら、イスに腰を下ろした。

　そして飲み物の容器を、細く、しなやかな指先で、つんつんといじる。

「なんかつまんない……。このお茶だって、好きなときに好きなだけ飲めないしさ」

　旧人類プロト・カインドの生命活動に必須となる食事。

　その調理には熱がつきものだが、そもそもこの要塞都市において、熱を発生させる機器は極めて少ない。

　夏世界の遺産技術ロスト・テクノロジーはわずかながら存在しているが、その使用は厳しく制限されている。大きなものではゼノイドを生み出す培養施設から、小さなものではノア機関の調理器具まで──。

　すべては熱に引き寄せられるＸＥＮＯゼノへの対策だ。

　Ｘ結晶機構が優れている点は、一切の発熱を行わないところにある。

「どうしてわたしにだけ、こんな力があるんだろう？」

「なぜそう思う？　私は君のイデアに、希望を感じているというのに」

　ノアは興奮するように、身を乗り出して語る。

　それは以前、彼女が語っていた、イデアのもう一つの可能性。イデアは、雪を莫ばく大だいなエネルギーに変換することができるのだ。

　その変換効率は、現存する唯一の電力──太陽光発電とは比較にならない。冬世界の微弱な日光では、なおさらだ。ここも当初は太陽光発電式の調理器具を使用していたが、ノアの研究開発により、今ではイデアで発電を行えるようになっていた。

　ゆくゆくは、究極の戦闘力にもなりえるだろう。たとえイデアの熱がＸＥＮＯを呼び寄せたとしても、なんら問題なくそれに対処できるほどの。

「君の力は、この閉塞した冬世界に変革をもたらすものだ。……だが、それゆえに、慎重にならざるを得ない。今はまだ、その時ではないのだ」

「……はいはい。わかってますとも。同じこと何度も聞いてるし、もう飽きちゃったよ」

　リュミエールは肩をすくめた。

　だがすぐに、なにかを思いついたのか、笑みを浮かべる。

「あっ、じゃあさ！　次に同じこと言うときは、口調変えてみてよ！」

「口調……？　と、言うと？」

　ノアが問うと、リュミエールはうなり声をもらして腕を組んだ。

「そうだねぇ。例えば……なんとかでございます、とか？　おっ、これいいかも。ノアは美人だし、きっと似合うよ！　お嬢様って感じで！」

「ふむ。生あい憎にくだが、そう急には変えられんと思うよ。今のこれが、身に染み着いてしまっているのでな」

　ノアはそう言いながら、イスから立ち上がる。

「まぁ、生まれ変わるときでもあれば、考えてみることにしよう」

「なによそれー。変える気ないってことじゃん」

　リュミエールが唇を尖とがらせた。

　はっはっは、と笑いながら部屋を出ようとするノアに、リヒトが問いかける。

「外出か？　最近、頻度が高いな」

「私は私で、いろいろと計画中なのだよ。リュミエールが自由になれるように、な」

「えっ、ホント!?　それ、期待しちゃってもいい!?」

　ふてくされた顔はどこへやら。リュミエールの目が一瞬で輝いた。

「もちろんだとも。一年後か、二年後か……。それはまだわからんがな」

「ちぇー。そんな先かー」

　リュミエールは落胆の色を露あらわにした。ひらひらとやる気なく手を振る。

「いってらっしゃーい。期待しないで待ってるよー」

「うむ。いってくる。それではリヒト。留守中、彼女のことを頼んだぞ」

　投げやりな見送りの言葉を背に、今度こそノアは出かけていくのだった。



※　　※　　※



　その後、残された二人も外出した。

　散歩、という行為だ。どうしても外を出歩きたいとせがむリュミエールに、ノアが条件付きで許可したのだった。

「毎日毎日、同じ景色かー」

　ノアが提示した条件は、行動範囲の制限だった。段階的に緩和が繰り返されてきたが、いまだに狭い。

　ノア機関を中心とした、半径五百メートル。それが、リュミエールに許された自由。

　イデアの影響を考慮してだが、彼女の生命力の低さを心配したものでもあった。

「飽きた、ということか？」

　リヒトはそう質問した。彼女の言葉の裏に、複雑な感情があるような気がしたためだ。

　するとリュミエールは、口元に立てた人差し指を当てた。わずかに考えると、口を開く。

「うーん。最初はね」

「では、今は違うのか」

「わたし、気付いたんだ。同じように見えても、よく観察すれば、ちゃんと変わってるんだって」

「そう、なのか……？」

　だが、どれだけ目を凝らしても、リヒトには差異が見つけられない。

　素直にそう伝えると、リュミエールは次々と指で示していく。

「例えばね。あの建物。一週間前にはなかったよ。あと、あの雪の山。あれは昨日までなかったし。それから……」

　リュミエールは──その指を、リヒトにも向けた。

「……俺おれ？」

「うん。少しずつだけど……ちゃんと見てるとさ。わかっちゃうんだよねぇ、これが」

　ほんのりと頬ほおを赤らめたリュミエールは、にこやかな笑みを浮かべる。

　しかし、それも一瞬。すぐに興味が別の対象に移った。

「あっ、見て見て！　雪の収集！　あれは何度見ても、おもしろいよね！」

　正方形の建物。その屋上が稼動し、傾斜した。降り積もった雪が建物の裏手に滑り落ちていく。そしてそれを、滑走形態のゼノ・トランサーがかき集める。

　建物を稼動させるのも、機体を操縦するのも、初等訓練生の任務であり、訓練だ。

「俺にとっては見慣れた光景だが、リュミエールには新鮮なのだったな」

　同意の言葉を口にしつつも、リヒトの思考は異なる対象を追っていた。脳裏では、先程の彼女の微笑ほほえみが、繰り返し浮かんでいたのだ。

　リュミエールはよく笑うが、時折見せるあの笑みは、なにかが特別だった。

　リヒトはそれを、うれしいと思っていた。

　だが、どうしてそう思ったのか、わからない。だから言葉にはしなかった。

　その代わりに。

「……見てみたくはないか。新しい景色を」

　彼女にも返そうとしたのだ。受け取った、うれしいという感情を。

「えっ、いいの!?」

　リュミエールが、驚きと喜びの入り交じった声で聞いてきた。

　リヒトがうなずくと、さらに、リュミエールの顔が喜色に染まる。

「じゃあ、じゃあね！　わたし、あそこにいってみたい！」

　リュミエールが指さした先にあるもの。

　機士団総司令部。中ちゆう枢すう区画に位置する一際高いその塔は、都市のどこからでも視界に収めることができた。

「司令に会いたい、なんて無む茶ちやは言わないよ。ただ、雰囲気を確かめたくて。そうすれば、司令がどんな人か、想像もふくらみそうだし」

　今にも駆け出しそうなリュミエールに連れられ、リヒトは搭へと歩みを進める。

　──規則を破る。禁きん忌きを犯す。

　ゼノイドにあるまじき、その行為が引き合わせたのか。搭の目前で、リヒトは見知った顔を見つけた。

「……ゾット」

「……リヒト」

　一年の時を経て。かつて同じ道を歩んでいた二人の青年が、再び出会った。

「え？　リヒトの知り合い？　そっか。ゼノイドにも人間関係ってあるんだねー」

　リュミエールが、二人の顔を交互に見やる。その視線は興味津々といった感じだ。

　対してゾットは、冷静な一いち瞥べつをリュミエールへと送り、そしてリヒトへと移した。

「任務」

　ただ一言。相変わらず高密度の圧縮言語だった。リュミエールは耳鳴りがしたのか、とっさに耳をふさいでいる。

　──今もまだ、極秘任務は継続中か？

　彼の言葉を展開すると、こうなった。だがノイズが混じり、一部は言語化できなかったようだ。

　リヒトは戸惑った。圧縮の失敗は初歩的なミスだ。あのゾットでは、ありえない。

　ならば、問題が発生しているのは……。

「ああ。そうだ」

　リヒトは圧縮言語を用いて返そうとした。だが、口から出たのは通常言語だった。

　やはり、なにかがおかしい。

　その異常に、ゾットも気付いたのだろう。彼の眉まゆが、ぴくりと動いた。

　続けて、なにか言葉を発しようとしたが──それよりも早く、リュミエールが口を開く。

「ねぇねぇ。わたしにも紹介してよ。二人はどんな関係なの？　友達？　同僚？」

　彼女が例として出した単語は、リヒトには二つとも聞き覚えのないものだった。

　ひとまずリヒトは、自身の異常への考察を、思考の隅へ追いやった。

　そしてわずかに思案すると、自分が理解できる言葉で答える。

「以前、同じ部隊にいた」

「以前？　じゃあ、今は？」

「少なくとも一年前は、執務官だった。今もそうだと思うが……今日は休養日か？」

　後半は、ゾットへの問いかけだった。

　ゼノイドには数日に一度、休養日がある。すべての任務から外され、丸一日を細胞活性液に浸つかって過ごすのだ。

「肯定」

　再びの圧縮言語による返答。

　やはり一部にノイズが発生したが、ゾットは依然として執務官であり、今日は休養日であることが確認できた。

「……ねぇ、リヒト。執務官って、なに？」

「単純に説明すると、司令の補佐役だ」

「ってことは、あなたなら司令のこと知ってるの!?」

　するとリュミエールは、ゾットに詰め寄らんばかりの勢いで、彼の顔をのぞき込んだ。

「司令ってどんな人？　男、女？　若い……ってことはないか」

　次々に質問を並べ立てるリュミエール。

　だが、ゾットはなにも答えない。代わりにリヒトが答える。

「それはゾットも知らないはずだ」

「ええっ、いっしょにいるのに!?　そんなの絶対おかしいよ!!」

　いつものように活力が満ちたリュミエールの口調。

　しかしこのときは、なにかが少し違っていた。

　リュミエールの瞳ひとみに、力と、意志の光が収束していく。

　興味がある、疑問に思う──そんな表層的な反応ではない、なにかを秘めるように。

　彼女の視線は、確かにリヒトに向けられている。だが、彼を貫き、どこか遠くまで見ているような気がして、リヒトは戸惑いを覚えた。

「…………」

　一方。ゾットはその様子を、無言で見つめていた。

　彼に感情はない。瞳に浮かぶのは、興味でも、疑問でもない。

　プラスとマイナスの間は、ゼロ。

　観察。主観なき絶対なる客観の瞳が、リュミエールを映している。

　リヒトの戸惑い、ゾットの視線。二人を余よ所そに、彼女の言葉はますます熱を帯びていく。

「だって二人は、力を合わせてるんでしょ!?　ＸＥＮＯゼノと戦うために!!　なら、お互いを信頼しないと!!　わたしと那な雪ゆきだって──」

　そこで彼女の言葉が止まる。

　発した誰だれかの名前。その真実を確かめるように、瞳がわずかに揺れた。

「え……？　わたし、今、なにを……？」

　そのとき。要よう塞さい都市を、けたたましいサイレンの音が包んだ。

《──緊急警報。ランク・ベータ。繰り返す。ランク・ベータ。包囲網から逃れたトリケラ級七体が接近中。第10小隊は迎撃にあたれ──》

　ほぼ同時に、リヒトたちの視界の隅で雪煙が巻き上がる。今まさに都市防壁が突破され、ＸＥＮＯが侵入してきたのだ。

　いち早く動いたのはゾットだった。きびすを返し、総司令部へと駆け出していく。

　それから一瞬だけ遅れて、リヒトはリュミエールの手を引いた。

「退避するぞ！」

「う、うん……」

　先程、様子がおかしかったことが原因なのか、リュミエールの反応は鈍い。そのわずかな遅れが、致命的だった。

　トリケラ級の突進力は驚異的である。都市の外がい郭かくに姿を現した敵の群は、瞬く間にその内部へと侵入してきた。

　すなわち──リヒトたちの目前へと。

　圧倒的な体たい躯くの差だった。鋭い角を生やした巨大な頭部の位置は、見上げるほど高い。

　人間の力で対抗するのは不可能。そう思わせる無言の威圧が、そこにあった。

　唯一、この脅威に立ち向かえるのは──。

「目標確認。各員、斉せい射しや」

　号令とともに弾雨が放たれる。

　要よう塞さい都市の主力兵器、ゼノ・トランサー部隊の攻撃だった。

　トリケラ級の側面へと無数の弾丸が叩たたき込こまれ、その巨体を傾かしがせる。

　だが、致命傷ではない。角と角の間に存在する中ちゆう枢すう結晶──ＸＥＮＯゼノの弱点は無傷だ。

　トリケラ級はすぐさま体勢を整え、その無機質な瞳ひとみをゼノ・トランサー部隊へと向ける。

「この隙すきに……！」

　リヒトたちは戦闘区域からの離脱を試みるが──。

　敵の群。その中の一体が、二人を捕ほ捉そくした。無機質な六角形の瞳と、リュミエールの視線が交こう錯さくする。

「これが、ＸＥＮＯ……？」

　つぶやいたリュミエールは、苦痛に顔を歪ゆがませた。

「あ、頭が、割れるように痛い……!?」

「どうした、リュミエール!?」

　だが、彼女の容態を気にかける余裕はなかった。トリケラ級が動く。

　繰り出される突進を避けるため、リヒトはリュミエールを抱え、横に飛ぶ。

　滞空時間が、長い。敵の突進が巻き起こす風圧に、身体からだがあおられているのだ。

　雪面に落下した二人は、そのまま転がり滑る。次いで、大きな破砕音と振動が響いた。

　リヒトたちを襲ったＸＥＮＯの突進が、建物の壁を突き破ったのだ。

　そこは格納庫だった。

　衝撃で、待機状態の機体が倒れ込んでくる。

　轟ごう音おん。雪煙が舞い上がる。その白い幕の向こうで、機体のコクピット・ハッチが開かれているのが見えた。

　リヒトは身を起こすと……リュミエールを伴い、機体へと乗り込んだ。

「リュミエールは、俺おれが守る」

「リヒト……」

　心配げなリュミエールの声が、背にかかる。

　リヒトはちらりと振り向き、うなずいた。そして正面に向き直ると、リング状の脳波センサーを頭部に装着する。

【main() { char c; int age, weight1, occupation_code; double standardScore = 0.0; }──】

　思考プログラムを生成し、機体を起動させる。

　だが──鈍い。すべてが。プログラム生成の速度、そして、精度も。

　違和感は、機体の挙動となって、如によ実じつに表れた。

　機体がふらつく。立ち上がらせるのがやっとだった。

「む……」

　リヒトは顔をしかめた。その機体の反応から、すべての原因を悟る。

　これが、感情を持つということ。

　Ｘ結晶機構の扱いに支障をきたし、最悪、起動すらできなくなってしまう。

　心を持つ者が集まるノア機関では、Ｘ結晶機構を扱うことが少ない。そこで生活していたリヒトは、今まで気付かなかったのだ。

「なるほど。そういうことか……。だが」

　それがなんだというのか。リヒトのやるべきことに、依然として変わりはない。

　今の自分にできる全力で、リュミエールを守る。ただ、それだけだ。

　ゼノイドの冷静な理論ロゴスで状況を判断しつつも、胸を焦がす熱い情熱パトスに突き動かされる。

　それが今のリヒト──感情に目覚めたゼノイド、リヒト・ベフライアの姿だ。

「リュミエール、俺おれにつかまっていろ」

「う、うん」

　ゼノ・トランサーは単座だ。座席の固定器具は一人分しかない。

　リュミエールは、リヒトにしがみつく。



　──それは結果だけを見れば、熾し烈れつと呼ぶにはあまりに一方的な戦闘だった。



　防戦。リヒトの攻撃はまったく通用せず、機体の損傷は刻一刻と積み重なっていく。

　それでも致命傷だけは負わずに、紙一重で持ちこたえていた。

「うぅっ!?」

　トリケラ級の回転衝角が、機体をかすった。コクピット・ハッチが吹き飛ぶ。

　露あらわになった眼前。敵の巨体が目に飛び込んでくる。

　視界のそこかしこでは、同様の戦闘が繰り広げられていた。

　敵の数が多い。どの部隊も苦戦している。増援は見込めない状況だ。

「はぁっ、はぁっ……」

　リヒトの脳神経は、今にも焼き切れそうだった。低下した処理能力の限界を超えて、思考プログラム生成を続けているのだ。

　目がかすむ。一瞬、敵の姿を見失う。

　しまった──そう思ったときには、トリケラ級の角が目の前に迫っていた。

　そのときだった。

「だ……だめぇぇっ!!」

　リュミエールの叫びが、コクピットに響く。

　そして、リヒトは見た。迫せまり来くるトリケラ級の角が、なにかに阻まれ停止したのを。

「赤い、光……。これは……」

　コクピットの前面に展開された、赤い光の防壁。これはイデアの光だ。

　だが、リヒトが知っているそれは、淡い光の粒子でしかなかった。実体を持ち、物理的な衝撃を受け止めるほど、高密度のエネルギーではない。

　リヒトは振り返る。見ると、リュミエールの全身を、噴き上がるような赤い光が覆っているではないか。

「リュミエール……。その光は……イデアは……」

「思い出したよ。ぜんぶ」

　リュミエールは、先ほどと同じ遠い目をしながら、どこか悲しげな顔を見せた。

「まさか、記憶が戻ったのか……!?」

　リヒトが問いかけると、リュミエールは表情の影を振り払うように、にこりと笑う。















「今まで守ってくれて、ありがとう。だからこれからは……わたしがリヒトを守るよ」

　そう言って、リュミエールはコクピットの縁に足をかけた。

　そして勢いよく飛び出す。それは跳躍という次元ではなかった。

　射出。リュミエールは赤い光の尾を引き、一直線にトリケラ級の頭部へ飛びかかる。

「だってわたしは……戦士だから!!」

　振りかぶった拳こぶしを叩たたきつけると、中ちゆう枢すう結晶が粉砕された。

　その直後、トリケラ級の全身は白い雪となり、ぼろぼろと崩れ落ちていく。

　人間のただ一撃が、ＸＥＮＯゼノを倒した瞬間だった。

「よっ、と」

　軽やかに着雪したリュミエールが、目にも止まらぬ速さで駆け出す。次の敵へと。



　こうして、要よう塞さい都市史上に残る記録的な大規模侵攻は、たった一人の女性──イデアの戦士の活躍により、救われたのだった。

　──だが、彼女の公式な記録は、そこで途切れる。

　リヒトとリュミエールは、要塞都市から忽こつ然ぜんと姿を消したのだ。

　そして一年の空白を経て、再び現れた二人は都市を強襲。ゼノ・トランサーを奪った後、ホワイト・ホライゾンに飛び込み、その生命を散らした。

　不可解な事態は、さらに続く。

　時を同じくして司令が失踪。執務官のゾットが新たな司令となり、要塞都市を統すべることになったのだ。



　混乱はなかった。

　ゾットは極めて有能であり、ゼノイドたちはなにひとつ変わらず、より効率化が徹底された日々のスケジュールをこなし続けた。

　その冷たい歴史の中では、リヒトたちの存在も、意図不明の襲撃も、瞬く間に埋没していった。





　それから二十年。

　歴史は、繰り返されようとしていた。
















　突如として出現した超巨大ＸＥＮＯゼノ──フォートレス級との戦闘から三ヶ月。

　アルツたちは今日も、戦いを続けていた。

　あれ以来、同種の敵は出現していない。

　だが、小競り合いとでも呼ぶべき小規模な戦闘は、依然として続いていた。むしろ頻度は増加している。

　今もまた、トリケラ級十体の群を駆く逐ちくしたゼストマーグが、戦艦「サウス・エデン」に帰投したところだった。

「これで今日は三回目か……」

　機体胸部のコクピットから出てきた、緑髪の少年──アルツが、ぼやくようにつぶやく。

　首元に浮かぶ汗。伸縮性のあるパイロット・スーツの襟を引っ張り、空気を送り込む。

　彼に続いて、三人の少女もコクピットから姿を現す。

　ナユキ、ミーネ、リステル。

　彼女たちも同様に、疲ひ労ろうの色をにじませていた。みな口数が少ない。

　それでもリステルだけは機敏だった。駆け足で飲み物を取ってくると、アルツに手渡す。

「はい。兄さん」

「ありがとう。助かる」

　アルツは一息で飲み干した。緊張状態の神経が解ほぐれていくのがわかる。

「……ふぅ。すまないな。おまえも疲労しているのに」

「ううん。僕は大丈夫だよ。今回はメイン・ドライバーじゃなかったからね」

　ゼストマーグはイデアで駆動しており、その出力調整者ドライバーによって武装が変化する。

　たしかに今回の戦闘では、ナユキをメインで運用し、他の二人はサブに回っていた。

　だが、リステルの額には、玉の汗が浮かんでいる。

　──疲労の度合いは、みな同じだった。

　しかし、戦闘によるものではない。現れた敵はどれも脅威と呼べるものではなかった。

　アルツたちが恐れているのは、目に見えない相手。

　あのフォートレス級のような強敵が、いつまた現れるか──と。

　警報が鳴るたびに緊張が張りつめ、いざ戦闘が始まっても、敵の増援に神経を尖とがらせる。

　それがもう、三ヶ月。時間と疲労の蓄積こそが、彼らを苦しめていた。

　未来を予測し、対策を練ることができるのは、人の知能がなせる業だ。

　だが、それゆえに恐怖がつきまとう。皮肉な話だった。

「あのパーツ、すぐに持ってきてくれ！」

「Ｂ系統の制御系には、61番のシリンダーが相性いいんだ！　次は間違えるなよ！」

　今や格納庫は、ゼノイドばかりとは思えないほど活気に満ちていた。

　整備スタッフの奮闘で、ゼストマーグは万全の状態を保っている。

　サウス・エデンの運用成功により強化されたのは、単純な戦闘力だけではない。後方支援バツクアツプの充実。これが大きかった。

　ろくな整備も行えずに戦っていたときと比べると、機体のあらゆる性能が向上している。

　ゼストマーグには白銀新生という奇跡じみた力がある。

　イデアという高エネルギーから質量を生み出し、機体の形状変化や修復を行える。失った腕部を再生させたことすらあった。

　だが、いくら機体構造を復元できたとしても、整備によって最大限の性能ポテンシヤルを引き出し、維持していくのは、人間の力しかない。

　声を掛け合い、忙せわしなく動き回る、整備員たち。

　その一人だろう。両腕いっぱいにパーツを抱えた少女が、アルツの前を駆けていき──ふと、よろめいた。落下したパーツが硬質な音を立てる。

「おっと。大丈夫か」

「す、すいません」

　アルツに支えられ、転倒を逃れた少女が顔を上げる。その目元には、くっきりとクマが浮かんでいた。明らかな疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

「体調が悪そうだな……。休んだほうがいいんじゃないか？」

「まだまだ平気ですよ。整備長チーフなんて、わたしの倍は働いてますし」

　少女はそう言って、声と手振りが一際大きな男性を見やった。彼が整備長だ。

　アルツは思い出す。たしかに彼は、いつでも格納庫にいるような気がする。いつだったかは毛布にくるまり、機体の足下で寝ていた。

「そうか……。わかった。俺おれに手伝えることがあったら、なんでも言ってくれ」

　少しでも彼女たちの力になりたい。そう思っての言葉だったが。

「いいえ。ダメです」

　思いがけない強さで拒否された。少女は首を横に振って、ぴしゃりと言う。

「せっかくわたしたちが機体を万全にしても、アルツさんたちが整備不良じゃ、なんの意味もないんです。パイロットは休むことも任務ですよ」

「う。だが、しかし──」

「わかったら、ちゃっちゃと部屋に戻ってください。ほらほら」

　少女はアルツの言葉を遮り、彼の腰を軽く叩たたいた。有無を言わせぬ勢いに、アルツは引き下がるしかない。

「……そうだな。ここはありがたく、休ませてもらおう」

　腰に残るかすかな痛みは、いつしか満足感に変わっていた。





　その頃、サウス・エデン中央部のＣ・Ｉ・Ｃ戦闘指揮所では。

「イデア・レーダー、全周囲クリア。敵増援なしと判断します」

　管制官オペレーターの報告に、張り詰めていた空気が和らいだ。

　中央座席に座った濃紺色の髪の少女──フランも、ぬいぐるみを抱える腕から力を抜く。

「了解。戦闘態勢を解除。これより艦は半はん舷げん休息。各員、交代で食事をとるのです」

　そして、髪を束ねていたリボンをほどいた。長くボリュームのある髪が背中に落ち、前髪も瞳ひとみにかかる。

　これは彼女の意識の切り替えだった。戦闘態勢から通常態勢へ。非日常から、日常へ。

「艦長」

　そこへ、管制官オペレーターの少女の呼び声が。フランはとっさに顔を背かせる。

「……今は艦長ではないのです。ただのフランなのです」

　フランは戦闘時以外、その呼称を禁じていた。

　艦長の役目は「しかたなく」やっているから──という理由だ。

　だが、彼女の赤く染まった頬ほおを見れば、真の理由は明らかだった。

　要は、照れているだけなのだ。信頼され、頼られることに。

　ナユキが艦長の概念と呼称を広めたときも、フランは最後まで反対していた。そして、戦闘時のみ艦長、という形で落ち着いたのだった。

　その経緯は管制官の少女も、当然知っているはずなのだが。

「いい加減にしてほしいのです、メリッサ。これで何度目なのです？」

「私が艦長と呼称したのは98回。その内、この問答が行われたのは27回です」

　毅き然ぜんとした態度と表情を崩すことなく、メリッサと呼ばれた少女が答えた。

　ゼノイドの感情の目覚め方には、個性があるらしい。

　彼女は珍しいタイプだった。心を持っても、あくまで表層的な面は変わらない。

　メリッサは淡々と続ける。

「ちなみに、そそくさと逃げ出したのが54回。現状、これが最多のケースです。また、あまりに私がしつこく呼ぶので、逆ギレされた稀き少しようなケースが３回。あのときの、目の端に涙を浮かべて逃げ去っていく艦長は、思わず撫なでくり回したくなりました」

　しかもどうやらメリッサは、かなり特殊な傾向の持ち主だったようだ。フランは艦長と呼ばれると照れて嫌がることを知った上で、あえてやっているのだから。

　フランはますます顔を赤くし、座席から腰を浮かせた。

「な、なにを言いやがるのです!?　もういいのです!!」

　逃げるようにＣ・Ｉ・Ｃを出ていくフラン。その背中を見ながら、メリッサはつぶやく。

「問答の後に逃走。このケースは新しいですね。記憶しましょう」

　そして、はてと小首を傾かしげた。

「……しかし、私はなぜ、艦長にこのような感情を抱くのでしょう？」

　自問自答だった。己の内なる衝動を、まだ完全には理解できていないのだ。

　このアンバランスさもまた、ゼノイドらしいと言えばらしかった。



※　　※　　※



　サウス・エデン居住区の食堂。そこも以前とは別の空間のようだった。

　食事こそ雪だが、それを口に運ぶ人々の顔が、交わされる声が、まったく違う。

　安あん堵ど。そして、喜び。今日も生き延び、食べることができた。

　命を繋つなげられる幸福に酔いしれるように、ゼノイドたちは雪を食らう。

　半はん舷げん休息により集まった乗組員は、およそ二十人。これだけのゼノイドが楽しげに食事をしている光景は、おそらく冬世界三百年の歴史においても初のことだろう。

　そんな中。アルツの周囲には、いつもの三人の少女と──もう一人。

「フラン。そのぬいぐるみは、大切なものなんだろう？　雪をこぼさないよう、気を付けたほうがいいぞ？」

「う、うるさいのです！　そんなの、言われなくてもわかってるのです！」

　フランも最近は、食堂に顔を出すようになっていた。

　以前の彼女は一人で食事をしていたので、アルツたちが気付くことはなかったが……フランは不器用だった。スプーンの持ち方も適当で、とにかく雪をこぼすのだ。

　アルツは何度か、もっとも食事作法の的確なリステルに頼み、正しいスプーンの持ち方をフランに教えようとした。だが、聞く耳を持ってくれなかったのだ。

　これでは改善の余地がない。困ったものだと思いながら、アルツはふと隣を見る。

「…………」

　ナユキは、無言で食物を摂取していた。

　その様子は、まるで旧人類プロト・カインドとゼノイドが逆転したかのようだ。

　フランの食事作法に関しても、ナユキはなにも言わなかった。

　こういうときに率先して動き、最後まで面倒を見ようとするのは、ナユキのはずなのに。

　こちらはこちらでどうしたものか。アルツが逡しゆん巡じゆんしていると、うつむいたミーネがため息をついた。彼女の前に置かれた器の雪は、まったく手がつけられていない。

「リィザさん……。だいじょうぶかな……」

　ミーネがつぶやいたのは、彼女にとって姉のような人物の名だった。

　リィザ・マルシャル。感情を持つゼノイドであり、ノア機関の所長を務めていた女性だ。

　ナユキのため、留る美みの情報を探し出し、その後は食料の支援も行ってくれた。アルツたちにとっても恩人と言える。

　しかし、今ではそのノア機関も、実質的に解体されてしまった。

　ゾット司令が感情を持ったゼノイドに対し、徹底的な摘発と虐殺を行ったのだ。

　ノア機関の職員はアルツたちの元へと難を逃れてきたが、ただ一人、リィザだけは要よう塞さい都市に残った。

　未いまだに敵か味方かわからない男の──上級機士長クーラの手助けをするために。

「彼女からの連絡がなくなって、もう一ヶ月か。たしかに心配だな」

　アルツが答えると、ミーネは驚いたように顔を上げた。

「あ、あれっ？　わたし、声に……？」

　無意識の言葉だったらしい。それだけ心配をしていたのだろう。

　今、都市には二つの不安要素がある。

　一つは言うまでもなく、ゾット司令。彼は都市から感情を、心を排除しようとしている。

　そのために命まで奪う必要はないと気付いたのか、現在は方針を転換。厄介者をアルツたちに押し付けるように、感情に目覚めたゼノイドたちを都市の外へと追放している。

　態度の軟化と呼ぶには早計だが、悪化はしていないのが幸いか。

　だが、アルツとしてはむしろ、もう一つ──クーラの動向の方が気にかかる。

　彼は言った。最終的な目的は、この冬世界を救うことだと。

　無限に進化し続けるＸＥＮＯゼノは、いつかゼストマーグをも凌りよう駕がする。クーラには、その問題を克服する秘策があるらしい。

　だが、その詳細は不明なまま。

　唯一わかっているのは、彼が要よう塞さい都市へ攻め込むことを計画している、ということのみ。

　それが世界を救うことに繋つながるとは、アルツたちには思えない。ただ戦乱を起こすだけではないのか。

（リィザが心配だ。クーラの計画に巻き込まれ、妙なことになっていなければいいんだが）

　アルツがそう思った、そのときだった。

　食堂の壁面に赤い光が灯ともった。イデアによるモニターだ。そこに映し出された顔は、管制官オペレーターの少女──メリッサ。

「フラン艦長。それに、ゼストマーグのパイロットのみなさん」

「今は艦長ではないのです。それで、いったいどうしたのです？」

「要塞都市からの機体が、本艦に接近中。着艦を要請してきています」

「ゼノ・トランサーが……？」

　まさか、と、アルツは思った。

　サウス・エデンへと赴くゼノイドには、一人しか心当たりがない。

　クーラだ。過去にはゾット司令によるゼノイド虐殺の報をもたらし、量産型ゲマルガルドのパイロットを募ってきたこともあった。

　事態が動く予感に、アルツが身構えていると──メリッサは意外な名を口にした。

「搭乗員は、リィザ・マルシャルと名乗っています」





　アルツたちが格納庫に飛び込むと、艦首の巨大なハッチが閉まる重々しい音が響いた。

　今まさに着艦してきたのは、ゼノ・トランサーではなかった。

　単眼の頭部が印象的な機体──量産型ゲマルガルドだった。薄い灰色を基調に、一部を青で塗り分けたその機体は、役目を終えたとばかりに倒れ込む。甲高い金属音を響かせ、格納庫の床が揺れる。

　そして、横倒しになったコクピットから、長い金髪の美女が飛び降りてきた。

　まちがいない、リィザだ。床に降り立った彼女は、そのまま脱力するように座り込む。

「リィザさん！」

　ミーネが真っ先に駆け寄っていく。

　その姿を見たリィザはゆっくりと立ち上がり、微かすかな笑みを浮かべるが──すぐに険しい顔つきへと変わる。

「皆様。落ち着いて聞いてください。クーラ様が……殺されました」



※　　※　　※



「ゾット司令の配下による襲撃でした。クーラ様は重傷を負いながらも、わたくしを逃がすために機体を操縦し……ついに力尽きてしまったのでございます」

　絶句するミーネ。目を見開くアルツとナユキ。リステルはわずかに眉まゆを動かし、フランは少し離れたところで、ぬいぐるみを抱えたまま静かに腕を組む。

　沈黙する一同へ、リィザは静かにそう告げた。

「そ、そんな……。それじゃあ、クーラさんは……」

　ミーネが機体に視線を向ける。

　コクピットの両脇から、医療班の男性二人がなにかを引きずり出すように動き──。

「ミーネ！　見ちゃダメよ！」















　ナユキが制止の声をかけるが、遅かった。

　胸部を鮮血に染めた、物言わぬ男性の身体からだが運び出される。頭部と目元を覆う仮面は割れ、その素顔を光の下もとへとさらしていた。

「あ……」

　ミーネの瞳孔がきゅっと収縮し、冷たい床の上にへたり込む。

「死んだ……。クーラが……」

　その光景に、アルツも衝撃を受けていた。

　要よう塞さい都市で生きていれば、死は影のようにまとわりつく。だが、それはＸＥＮＯゼノとの戦いの中で起こるものであり、コクピットの中で遂げられる秘匿された死だ。

　血を流し、冷たくなった亡なき骸がらというものは、知らなかった。

　動けずにいるアルツの横で、誰だれかが動く気配がした。

「……誰か、毛布を持ってきて」

　ナユキだった。彼女は物もの怖おじすることなく、クーラの遺体へと歩み寄っていく。

　アルツの視線に気付いたのか、ナユキが振り向き、どこか寂しげな笑みを浮かべる。

「大丈夫よ。いまだに慣れはしないけど、見慣れてはいるから」

　ナユキはそう言って、床に横たえられた遺体のそばに屈かがんだ。整備員が持ってきてくれた毛布を受け取ると、かつてクーラだった身体を丁寧に包んでいく。

　左腕は肘ひじから先が失われ、右胸には大きな血の染みが浮かんでいる。これが致命傷になったのだろう。見開かれたままの目は、彼が味わったであろう苦く悶もんを感じさせた。

　仮面が外れた素顔は、ごく普通の金髪の青年だった。

　ナユキはそっと手を伸ばし、その目を閉じた。両手を合わせ、静かに礼をする。

「ナユキ、それは？　食事のときの動作に似ているが？」

「ん……。まぁ確かに、命に対する敬意って意味では、同じかもね。これはね、死んでしまった人の魂が安らかに眠れますようにって、祈っているの」

「……タマシイ？」

「そう。心そのもの、って言えばいいのかな。命がなくなっても、その心は魂になって、ちがう世界に旅立つっていう考え方があるのよ」

「魂が旅立つ……。以前聞いた、天国というところか？」

「……さぁね。天国ってのは、善人が行くものだから。あたしは、こいつが天国に行けたとは思えないわ」

　ナユキが言っているのは、ゲマルガルドの一件のことだろう。

　あの機体は、搭乗者の心を操るシステムを備えている。その副作用で、フランの心は危うい状態になりかけた。そればかりか、システムの実験段階の失敗で廃人を生み出した経緯がある。決して許されることではない。

　だけど──と、ナユキは言葉を続ける。

「クーラは命を懸けて、リィザを守った。その行動にだけは、敬意を払うわ」

「……ああ、そうだな。俺おれも同じ気持ちだ」

　アルツの足はいつしか動き出し、ナユキの隣へと並んでいた。

　そして、手を合わせて目を閉じる。

　短い祈りを終えたアルツは、リィザへと決意のこもった眼まな差ざしを向ける。

「教えてくれないか。ゾット司令は、なぜクーラの命を奪ったのか」

「クーラ様は、ゾット司令の恐るべき計画に気付いたのです。それは──」

　リィザは言葉を溜ため、呼吸を整えた。

「ゾット司令は、要よう塞さい都市の人員を全滅させようとしています。あの人が行おうとしているのは、人工進化の第二段階、ゼノイドの更なるＸＥＮＯゼノ化でございます。これが成功したら……ゼノイドは本当に、人の形をしただけのＸＥＮＯになってしまうでしょう」

「なんだ、それは……!?　そんなことが可能なのか!?」

「わかりません。けれどクーラ様は、そう仰おつしやっておりました。ゼノイドに残った唯一の人間らしさ──思考までを放棄し、ＸＥＮＯと同類になることが、ゾット司令の目的だと」

「そうなれば、ＸＥＮＯに襲われることもない、か……。なるほど、ゾット司令の考えそうな方法だ」

　しかしそれは、本当にただ生きているだけの存在。とても人間とは言えない。

「それだけではございません。もしもそんなことになってしまえば、ゼノイドはわたくしたち、感情を持つものにまで襲いかかってきます」

　熱に──命に引き寄せられ、それを消すというＸＥＮＯの習性。

　かつて人だったＸＥＮＯと戦う──その凄せい惨さんな場面を思い描えがき、アルツは身震いした。

　ヒューマノイド級。ＸＥＮＯと化した留る美みの最期は、アルツの心に深く刻まれている。

「……なんてことだ。絶対に止めなくては」

「おそらくクーラ様も、そう思われたはずです。この冬世界を救うことを目標に、あの方は尽力されておりましたから……」

「リィザ。クーラがどうやって世界を救おうとしてたのか……あなたは聞いている？」

「わたくしも、まだ……。それをお聞きしようとした、その矢先のことでしたから」

　ナユキの問いに、リィザが首を振る。すべての真相は、クーラの魂とともに消えたのだ。

　アルツたちは皆、やりきれない複雑な表情を浮かべた。

「身内にも秘密主義だから、こういうことになるんじゃない。バカよ。本当に……」

　ナユキの言葉に棘とげはない。向ける対象の消えてしまった言葉は、ただの独り言と同じだ。

「ですが──クーラ様は仰っていました。すべての準備は整った……と」

　リィザは一同の顔を見回し、言葉を続ける。

「皆様、お願いいたします。ゾット司令の野望を阻止し、クーラ様の遺志を継ぎましょう。あの方の遺のこした資料を読み解けば、世界を救う方法もきっと判明します」

「ああ、もちろんだ。世界を滅ぼすに等しい行為は、止めなくてはいけない」

　アルツが一も二もなく答えると、ナユキもうなずいた。

「そうね。クーラがなにをしようとしてたのかも、気になるし」

「都市のゼノイドたちが、兄さんに襲いかかってくるかもしれないんだよね。なら、全力で阻止させてもらうよ」

　続くリステルの言葉。迷いのないその口調に、ナユキは眉まゆをひそめた。

「いいの？　相手はゾット司令、あなたの父親なのよ……？」

「そうだ、リステル。今回は作戦から外れてもいいんだぞ」

　アルツもたしなめるように言う。だがリステルは、固い決意の眼まな差ざしを返す。

「関係ないよ。僕には兄さんの存在がすべてだから」

「相変わらずね……。まぁ、そこまで言うなら止めないわ。むしろ、心配なのは……」

　ナユキはそう言って、いまだ呆ぼう然ぜんと床に座り込んでいるミーネへと視線を向けた。

　もとより気の弱い彼女にとって、クーラの死はそれほどの衝撃だったのだろう。

　戦えないかもしれない──と。ミーネを見つめる誰だれもがそう思っていた。だが。

「……わたしも行きます」

　毅き然ぜんとした声。ミーネはその足に、背筋に力を込め、しっかりと立ち上がった。

　その身にまとう空気が、明らかに以前とは違っている。本当にミーネなのかと、アルツでさえすぐには信じられなかったほどだ。

「クーラさんは、わたしに優しくしてくれました。あの人は、リィザさんと同じくらい、わたしの大切な人でした。それを殺したゾット司令を、わたしは許せません」

　ミーネは感情を持つゼノイドとして、選別試験で処分されかけた過去を持つ。

　それを救ったのがクーラであり、ノア機関の所長であるリィザだ。

　ミーネにとって、リィザが姉だとすれば、クーラは兄のような存在だった。

　ナユキはその気持ちを汲くんだのだろう。ミーネの肩に、優しく手を置いた。

「……復ふく讐しゆう、ね。いいわ。あたしは止めない。それも立派な、戦うための力よ」

　四人それぞれの闘志を胸に抱いていた。

　アルツは整備台にたたずむ機体を見上げる。人の心を力に変える、鋼鉄の巨神の姿を。

「今度も力を貸してくれ、ゼストマーグ」

　だが、機体に乗り込もうとするアルツを、リィザの声が遮る。

「お待ちください。要よう塞さい都市へ攻め込むのに、ゼストマーグはいささか不向きかと」

「なぜだ？　ゼノ・トランサー部隊が迎撃してくるはずだ。それをどうにかしなければ」

「もちろんでございます。しかし敵は、彼らゼノイドではありません。ゾット司令ただ一人です」

　リィザの意図に気付き、アルツは神しん妙みような面持ちを作る。

「……それもそうだな。無益な戦いをすることはない、と」

「さらに申し上げれば、人工進化の技術や方法自体も消し去りたいところでございます。ですがそのためには、ゾット司令の口を割らせる必要があります」

「つまり、こう言いたいのね？　ゾット司令の捕縛、もしくは拘束が望ましい、って」

　ナユキが問いかけると、リィザは無言でうなずいた。

「クーラ様は、こうなることを見越していたのかもしれません。都市の警備の配置や巡回経路を、事細かに調べ上げた資料を遺のこしてくださいました。これがあれば、ゾット司令のいる中ちゆう枢すう塔への潜入が可能です」

「……生身での隠おん密みつ行動、か。なら、確かにゼストを使う必要はないかもしれないわ」

　ナユキは悔しげに頭をかく。彼女はゼストマーグに絶対的な信頼を抱いている。愛機の出番がないことを、残念がっているのかもしれない。

　アルツも異存はない。人間同士の戦闘など、避けられるに越したことはないのだから。

「よし。作戦は決まったな。では、イデアで戦える俺おれたちを潜入部隊として──」

　話を前に進めようとした、そのとき。

　かつん、と、小さな足音が響いた。

「少し待って欲しいのです」

　フランだった。遠巻きに様子を眺めていた彼女が、一歩を踏み出したのだ。

「フランは反対なのです。ここは絶対に、ゼストマーグやサウス・エデンを運用すべき場面なのです」

　ぬいぐるみを抱えた幼い少女は、しかし、毅き然ぜんとした表情をたたえていた。

　食事のときのように、ただのわがままを言っているだけではない。

　それを感じ取ったアルツは、身体からだごとフランに向き直る。

「聞かせてくれないか。フランの……艦長としての考えを」

　アルツの真摯な問いかけに、フランは小さくうなずいて答える。

「なにがなんでもゾット司令を止めなければいけないというときに、どうして手段を選ぶ必要があるのです？　これは、大事の前の小事。総力戦ならば、確実に、かつ安全に、フランたちは目的を達成できるのです」

　フランの主張にも、確かに一理あった。

　現にアルツたちは、圧倒的な力を有している。それこそゼストマーグ単機でも、何十というゼノ・トランサー部隊を薙なぎ払って都市に突入できるだろう。……だが。

「それでは、要よう塞さい都市のゼノイドたちにも被害が出る。命を落とす者もいるかもしれない。俺は……そんなことをしたくない」

「感情論はいいのです」

　フランが容赦なく斬きり捨てた。言葉に詰まるアルツに、彼女は言葉を続ける。

「フランは艦長なのです。この艦を守り……アルツたち人員を守ることが、フランの役目なのです。危険性の高い作戦に、許可は出せないのです」

「そういうことでしたら、ご心配には及びません」

　淑しとやかな微笑ほほえみをたずさえ、服の中から六角形のパネルを取り出してみせた。

「これは閃せん光こうを放ち、敵の視界を一時的に奪う武器でございます。量産型ゲマルガルド開発の過程で生まれた、非殺傷兵器と呼ばれるものです。これを用いれば、敵に発見された際の生存性は飛躍的に向上いたします」

「非殺傷兵器……。確かに量産型ゲマルガルドには、相手の混乱と誤射を誘う武装があったな。なるほど、あれには苦戦させられた」

　アルツが思い出したのは偽装風船ダミー・バルーンだ。

　ゼストマーグにはない、人間との戦闘を前提とした武装の有効性は、誰だれよりもアルツが身をもって知っている。

「で、でも、なのです。もしも潜入部隊に……アルツたちに、万一のことがあったら……」

　はっ、と。フランは慌てて口を手で押さえた。

　その表情は、冷静な艦長ではなく、不安に揺れる少女のものだった。

　そんな彼女の顔の真横に、イデアで生成された赤い通信モニターが浮かび上がる。

『感情論に感情論を返した時点で、これは水掛け論。艦長の負けです』

「め、メリッサ!?　聞いていたのです!?」

『ええ、もちろん。艦内の状況把握も、私の任務ですので。……ああ、さすがに艦長の入浴時までは監視しておりませんので、ご安心を』

「監視!?　言うに事欠いて、監視と言いやがったです!?　いったいどういうことなのか、説明を要求するですよ!!」

『失礼。私も、つい本音が』

　周囲を置き去りにするような口論に、話の成り行きを見守っていたゼノイドたちが苦笑を浮かべる。

　にわかに弛し緩かんした空気につられるように、ナユキが目を細めた。

「……フラン、ありがとうね。あたしたちの心配をしてくれて」

「は、はぁっ!?　これは、その、そういうのじゃないのです!!」

「そう？　だとしたら、見くびられてるのかしら？　あたしは留る美みさんの片腕を務めた、イデアの戦士よ」

　ナユキは少し意地悪そうに微笑ほほえみながら、指で銃の形を作った。

「万が一のときは、ゼノ・トランサーくらい生身でもどうにかなるわよ。留美さんなんて、素手でトリケラ級を倒してたんだから」

「ふむ。さすが母さんだな。俺おれもラプター級ならば、素手で倒せたが……。さて、ゼノ・トランサーを相手に、どこまで通用するだろうか」

「トリケラ級……。僕にも斬きれるかな」

　ナユキだけではない。アルツとリステルも、すでにその気だった。

　彼らが強いのは、ゼストマーグに乗っているからではない。

　心の在りよう。それ自体が、彼らを強くしているのだ。

「大丈夫ですよ、フランさん。わたしの力で守れば、みんな無事で辿たどり着つけます」

　そして、それはミーネも同じ。フランを安心させるように、彼女は笑みを浮かべる。

「み、ミーネまで……」

　そうつぶやいたフランは、駄だ々だっ子こが拗すねるように、ぬいぐるみに顔を押し付けた。

「わかったのです！　好きにすればいいのです！　とりあえずはフランも静観するですが、なにかあったら好きにさせてもらうのです！」

『皆さんが危険だと判断したら、飛んで駆けつけていく──と、艦長は仰おつしやっております』

「だ、だから！　勝手にフランの言葉を変換しないで欲しいのです！」

　苦笑と微笑ほほえみが入り混じる空気の中、アルツは一同の顔を見回した。

「みんな、聞いてくれ。俺おれたちは生身での潜入作戦を行おうと思う。こちらに都市の警備情報がある以上、戦闘は回避できるはずだ。必ずゾット司令の計画を止めてみせる。だから、俺たちを信じて待っていてくれ」

　異を唱える者はいなかった。

　こうして、要よう塞さい都市の未来を賭かけた作戦は決定されたのだった。



※　　※　　※



　作戦は夜更けに決行されることになった。

　アルツは自室で待機していたが、どうにも落ち着かない。そこで、最近作られたお気に入りの場所へ向かうことにした。

　狭苦しい階段を降り、目的の扉を開ける。

　すると、暖かな空気が部屋から漏れだし、アルツの身体からだを包んだ。

　アルツはそこを『農園』と呼んでいた。正式名称は『水耕栽培施設』というらしいが、ナユキの呼び方にならったためだ。

　艦の底部、動力部である無限軌道キヤタピラにほど近い区画に、それはあった。構造的に熱がこもりやすく、植物の栽培に適していたのだ。

　部屋の中には大きな『コ』の字形の容器があり、蓋ふたの穴からは多様な植物が伸びている。

　容器を満たしているのは、養分をたっぷりと含んだ水だ。植物の根はその水に浸つかっており、水分と養分を吸収して成長するのだ。

　耳を澄ませば、ポンプのかすかな駆動音と、それによって循環する水流の音が聞こえる。

「ここは落ち着くな……」

　水と植物の香り。そして、アルツと同じ髪色──緑色の、様々な命たち。

　冬世界では絶対に見ることのできない、暖かな夏世界の光景。アルツはそれが好きだった。扉脇の壁に背を預け、ぼんやりと眺める。

　室内は、さほど広くない。ナユキ一人分の食料を作るための施設だからだ。自室のような手頃な狭さも、落ち着く要因の一つかもしれなかった。

　そんなアルツの世界に、誰だれかが入ってきた。

「ナユキ……？　なぜ、こんなところに」

「それはあたしのセリフよ。あんたこそ、どうして」

　ナユキは、アルツとは反対側の扉脇に背を預ける。

　二人の距離は扉一枚分。手を伸ばしても、届きそうで届かない。そんな遠くも近くもない微妙な間を挟み、二人は緑を眺める。

「俺おれは作戦開始までの時間を、ここで過ごそうと思ったんだ」

「……奇遇ね。あたしもよ」

　ナユキは室内を見回して続ける。

「なんかね、ここにいると懐かしい気持ちになるの」

「農園の栽培システムは、ナユキたちが暮らしていた地下から移送したものだからな」

　植物の栽培には、いくつかの必要な要素がある。

　適度な光と熱。そして、豊富な水分と養分だ。この内、光と熱はイデアでどうにかなる。水も雪を溶かせばいい。問題は養分の確保にあった。

　そこでナユキが見つけてきたのが、人の排はい泄せつ物ぶつから養分を化合し、水に含ませることができる夏世界の装置だった。

　この装置を使うには、二十四時間休みなく電力を安定供給することが不可欠だったが、今のアルツたちには戦艦すら運用できる人材力マン・パワーがある。イデア・タービンを回して発電する役目を交代制で行うことにより、電力コストはクリアできた。

　こうしてナユキは、日々の糧を得られるようになったのだ。

　アルツがそんな経緯を思い出していると、ナユキは首を横に振った。

「装置だけの話じゃないわ。みんなが力を合わせて、懸命に生きているって感じが……ね。漆黒の牙きばで、みんなと……留る美みさんと暮らしてた頃みたいな気がして」

　漆黒の牙。ナユキや留美が所属していたという、夏世界の組織の名だ。

　植物に据えられたままのナユキの瞳ひとみは、どこか遠くを見つめているようだった。

「あたしが留美さんに拾われたときは、まだ漆黒の牙っていう名前もなかったわ。ＸＥＮＯゼノに家族や住すみ処かを奪われた人たちが、自然に寄り集まってできた集団だから」

「そうだったのか……。たしかに、今の俺たちのようだな」

「イデアの使い方だって手探りだったのよ。こうすれば生活の役に立つ、こうすればＸＥＮＯと戦える、って。地下に潜って生活するしかなかった人類には、ありとあらゆるものが足りなかった。限られた資源、限られた人材、限られた時間……その中で、みんなで知恵とアイディアを出し合って、いろんなものを作っていったわ」

「その延長線上にあるのが、発電や栽培のシステムであり……ゼストマーグか」

　つまり、旧人類プロト・カインドの人々が生み出した技術や兵器がなければ、今のアルツたちはないのだ。

「やはり、ナユキたちはすごいな。追いつめられながらも、あれほどのものを作るとは」

「追いつめられていたから、よ。みんな、生き延びるために必死だった。……それに」

　アルツから感嘆の言葉を送られたナユキは──ふっと自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべた。

「あたしはすごくなんかないわ。あたしはまだ子供で、みんなの足を引っ張ってばかりだった。守ってもらってばかりだった」

　ナユキはそう言って、黒衣に包まれた胸元に手を置いた。

「漆黒の牙きば……その意味は、世界を覆う白に屈しないことを誓った、反攻の牙。その一員として、胸を張れるように……留る美みさんの背中を守れるように、強くなりたかった」

　ナユキが手を握りしめる。

　胸の中にある秘めた想おもいが溢あふれるのを押さえつけるように。

「だからあたしは、強くなった。強くなって、留美さんと肩を並べて、みんなを守った。そうやって戦い続けた。恩返しがしたかったのよ。……それなのに」

　ナユキは逆接の言葉を用いて、視線をアルツへ向けた。

「生き残ったのは、あたしだけ……。さっきはイデアの戦士なんて、偉そうなこと言っちゃったけどさ。結局あたしは、なにもできなかった……」

「ナユキ……」

　アルツの直感が告げる。──まずい、と。

　思えば予兆はあった。ここ数日の沈黙が嘘うそのように、今のナユキは饒じよう舌ぜつすぎた。

　似たような状況を、アルツは思い出す。あれも夏世界の空気の中だった。要よう塞さい都市へ単身で乗り込む準備として地下へ降り、漆黒の牙の施設で記録画像を前にして。

　あのとき、アルツはナユキに対して、どうしたのか。そうだ。手を──。

　だが、その瞬間。

《──作戦開始、10分前。潜入部隊は準備にかかれ──》















　ぴたりと、アルツの手が止まる。ナユキは瞬まばたきを一つしたあと、ふぅと息を吐いて。

「……時間ね。行きましょう」

　ナユキは背を壁から離して、身を翻ひるがえした。

　伸ばしたアルツの手は宙を切り──行き場を失い、すぐに下げられる。

「あ、ああ……。そう、だな……」

　胡う乱ろんな返事。それしか言えなかった。

　アルツは混乱していた。扉を開けて出ていこうとするナユキの背が、いつもどおりの凜りんとした空気をまとっていたためだ。

　だが、ナユキはふと立ち止まり、首だけを振り向かせた。

「……さっきのだけど、さ。艦内放送の他に、なにか聞こえてた？」

「……いや。聞こえなかった」

「……そう。ならいいわ」

　短い受け答えを終えると、ナユキは今度こそ部屋から出ていった。通路に響く足音が、閉まった扉越しに聞こえる。

　アルツは、その扉を眺め続けていた。

　あのとき。本当はうっすらと、放送に被かぶるようにナユキの声が聞こえた気がしたのだ。



　あたしのやってきたことって、なにもかも無駄だったのかな──と。



　だが、あのナユキが、そんなことを言うはずがない。

　少なくとも、アルツが知るナユキは……。

　だからアルツは、嘘うそをついた。ナユキにも──自分にも。

　あの言葉はなにかの間違いだったと、そういうことにしておきたかったのだ。

「ナユキ……」

　届かないと知りながら、今になって彼女の名を呼んでいた。

　この選択が正しかったのかどうか、わからない。

　アルツの胸の中に、くすぶりだけが残るのだった。



※　　※　　※



　作戦決行の直前。六人は、艦首格納庫のハッチ前で待機していた。

　アルツをはじめとする、イデアで戦闘可能なゼストマーグのパイロットたち四人。

　閃せん光こう弾による補佐と、安全な潜入経路を指示するリィザ。さらにメリッサを加えた六人である。

「……そろそろだな」

　サウス・エデンは、要よう塞さい都市『アカツキ』の正門前にまで接近し、停船した。

　ここまでは、ゾット司令にも許可されている。感情に目覚め、都市外へ追放されたゼノイドを保護するための行動として。

　格納庫ハッチ脇の非常扉から、アルツたちは艦の外へ出た。タラップを降りると雪を踏みしめ、正門警備の機体へと近づく。

「追放されたゼノイドは？」

「三名。右方向」

　アルツが問いかけると、はるか頭上から圧縮言語が返ってきた。パイロットが機体の外部スピーカーを作動させたのだ。

　アルツたちは顔を見合わせ、うなずいた。ここから作戦開始だ。

「了解した。では、迎えに行こう」

　指示された方向へと歩き出す。しばらくすると、身を寄せ合って座り込む人影が見えた。

　凍えて震える彼らをメリッサに任せると──残ったアルツたちは、眼前にそびえる都市防壁を見上げた。

　リステルが動く。イデアを収束させて剣を作り上げると、防壁へ突き刺したのだ。

　とはいえ、いくら彼女でも、生身でこの防壁を破壊するのは不可能だ。

　目的は破壊ではなく、足場の作製。穿うがたれた穴に足を引っ掛け、アルツたちは壁をよじ登り、内部への侵入を果たした。

「お任せください。ここからは、わたくしが」

　クーラの遺のこした警備の配置を参照しながら、リィザが安全なルートを指示する。

　──だが、異変はすぐに起きた。アルツは停止命令を飛ばす。

「待て。誰だれかがいる」

　建物の物陰から様子をうかがうと、いるはずのない警備兵がそこに立っていた。

「……警備態勢が刷さつ新しんされている。司令は俺おれたちの潜入まで見越していた、ということか」

　アルツが舌打ちをすると、リィザは眉まゆ根ねを寄せて、困惑と悲ひ哀あいの色を同時に見せた。

「そんな……！　クーラ様の遺された資料が、無駄になってしまったと……！」

「大丈夫です。クーラさんの遺志は、わたしが継ぎます」

　表情を引き締めたミーネは、身にまとう力の膜イデア・シユラウドを細く長く引き伸ばし、周囲の状況を探る。ゼストマーグでも使用されている、イデアを用いた索敵レーダーだった。

「わかりました。誰にも見つからないのは、こっちの道です」

　それは彼女の決意が見つけ出した、一いち縷るの希望の道だった。

　警備網のわずかな隙すき間まをぬうように、アルツたちは進む。

　しかし、都市の中ちゆう枢すうに近づくにつれ、警備兵とゼノ・トランサーの数が増している。予想はしていたが、それを上回る多さだった。

　どうにか潜入可能なルートはないか、ミーネは幾度も索敵を行うが。

「す、すいません……。これ以上は、もう……監視が厳しくて……」

　イデアの行使で消耗したのか、ミーネは息を切らしながら告げてきた。

「よくやってくれた。ここまで見つからずに来れただけで、助かった」

　アルツが礼を言うと、リステルはおもむろに屈かがみ、雪に指でなにかを描き始めた。

「ここからは強行突破しかないね。今から戦術を説明するから、この図を見て」

　それは隊列だった。リステルを先頭に、ナユキ、ミーネ、アルツ、リィザと並んでいる。

　前衛の二人が切り込み、中央の二人が防御を担当、そして後衛がサポート役だ。

　さすがリステルと言うべきか。合理的な配置だった。

「準備はいい？　３、２、１……」

　リステルが数字をカウントする。

「ゼロ！」

　合図とともに、五人は縦一列で飛び出す。向かう先は機士団総司令部。

　要よう塞さい都市の中心に位置するその施設は、十の格納庫に六十機のゼノ・トランサーを要し、対ＸＥＮＯゼノ用の機関砲を満載した建物が十棟、同じく砲台型の建物が十棟設置された、都市が誇る最強最後の砦とりでである。

　敷地中央にそびえ立つ建物にも武装が施され、いびつな白い輪郭を闇やみに浮かび上がらせている。司令室はその最上階だ。

　クーラが命と引き換えにもたらしてくれた情報には、ゾットの行動も含まれていた。

　それによると、出撃時以外は食事も睡眠も、すべてを司令室で過ごすらしい。つまり、ＸＥＮＯの襲撃が起きていない今、ゾットは必ずそこにいる。

「そろそろ来るわよ！　気を引き締めなさい！」

　ナユキが活を入れる。いつもの力強い声に、アルツは内心で安あん堵どした。

　直前の様子がおかしかったので心配していたが、杞き憂ゆうだったらしい。さすがはイデアの戦士、といったところか。

「警戒態勢、退去」

　敷地内に入った途端、二機のゼノ・トランサーが挟撃するように近づいてきた。

　機体が手にしているのは、二丁の巨大な兵装──ストック・マニューバ。その内の一丁をアルツたちの頭上に掲げるようにして、照準してくる。

「はっ！　撃ち合いであたしに勝てると思ってんの!?」

　だが、ナユキは臆することなく腰のホルスターから銃を抜き、機体に向ける。

　銃口から放たれた赤い光が、ゼノ・トランサーの手に着弾。五指のうち四本を失った機体は、兵装を取り落とした。

　機体は健在な手で銃口を向け直す──が、赤い光がきらめくと、やや遅れて、ストックは半ばからずるりと落ちた。リステルの斬ざん撃げきだ。

　空中高く飛び上がったリステルは、イデアで生成された赤い剣を手にしたまま着地。

「兄さんの行く手を阻むものは、すべて斬きり伏せるよ」

　視線だけで振り向き、背中越しにアルツたちへ一いち瞥べつを送ると、再び走り出す。

　作戦通り一直線に進む一向の後方に、残った一機が追いすがってきた。

「ここはわたくしが！　皆様、絶対に振り向かないでくださいませ！」

　リィザが投げたのは、手に収まるサイズの六角形の板──Ｘ結晶だ。

　それは放物線を描えがき、リィザと機体の間で閃せん光こうをまき散らした。目をくらまされ、制御の崩れた機体が転倒する。

「クーラの遺のこしてくれた武器が、俺おれたちを助けてくれている……。感謝するぞ、クーラ」

　死してなお、人はなにかを残せる。魂というものがあるかどうかは実証できないが、その事実だけは揺るがない。ここには確かに、もう一人の仲間がいるのだ。

「兄さん！　兵装施設が起動した！」

　先頭を走るリステルが振り向き、叫んだ。

　耳を澄ますと、かすかに聞こえる重低音。見ると、行く手に立ち並ぶ建物の外壁が開き、無数の砲門がこちらに狙ねらいを定めていた。

「ゾット司令……！　そうまでして、あなたは！」

　苦々しく、アルツは叫ぶ。

　ゼノ・トランサーも、この兵装施設も、本来はＸＥＮＯゼノを迎撃するためのものだ。

　それを躊躇ためらいもせずアルツたちへ使用するという、強い拒絶の意思。

　ゾット司令は本当に、ゼノイドの人工進化を促すつもりなのだろう。

「みなさん！　ここはわたしに任せてください！」

　ミーネの声が響く。覚悟を決めた者のみが持つ、強い力が込められていた。

　高硬度の圧雪砲弾が、砲門から断続的に発射された。高速移動する大質量が空気を歪ゆがませ、不気味な音を響かせアルツたちへと襲い来る。

「……っ！」

　漏れそうになる怯おびえの声を押し殺すように、ミーネは歯を食いしばる。

　──着弾、着弾、着弾。雪煙が盛大に巻き起こり、周囲を白く染めた。

　だが。その中にあって一点だけ、ぼんやりと揺らめく赤。

　ミーネの展開した防壁に包まれた五人が、白い煙を切り裂くように飛び出す。

「よしっ！　よくやったわね、ミーネ！」

「は、い……」

　ナユキが喝かつ采さいを送る。だが、ミーネは足をもつれさせ、前のめりに転倒してしまった。

　索敵で消耗した上に、これだけの防壁を展開したのだ。気力が尽きたのだろう。

「ミーネ、大丈夫か！」

　彼女の後ろを走っていたアルツは足を止める。

　その瞬間、だった。ぞわり、と、アルツの背筋を悪寒が駆ける。

　──誰だれかが、俺たちを見ている。

　そう感じたときには、アルツの視線が対象を追って動いていた。

　建物の死角。そこに潜んでいた機体が物陰から半身を乗りだし、銃口を向けていたのだ。

「敵だ！　撃ってくるぞ!!」

　誰だれよりも早く敵影を察知したアルツが叫ぶと、ナユキたちもその存在に気付いた。

「しまった!?　あんなところに──!!」

　ナユキも銃を向け返すが、間に合わない。

　ゼノ・トランサーのストック・マニューバが、人間の頭部ほどもある銃弾を射出する。

　射線の先は、倒れたミーネと、それを抱き起こそうとしているリィザだ。

　それは、ＸＥＮＯゼノすら屠ほふる一撃。人間が食らえば、ひとたまりもない。

「くっ──」

　アルツは動き出す。身を盾にする覚悟で。

　ミーネほどではないが、イデアで防御力を上げることはできる。少なくとも無防備な二人が直撃を受けるよりは、マシな結果になるはず──と。

　だが、アルツの行動は遅すぎた。銃弾は瞬く間に二人へと迫り。

　間に合わないとアルツが思った瞬間、硬質な音が響いた。

　リステルが、襲い来る銃弾を真っ二つに斬きり伏せたのだ。

「二人とも、無事かい？」

「は、はい……。すみません。助かりました」

　立ち上がったミーネは、リィザの肩を借りながらも、まっすぐに前を見つめている。

「ミーネ、大丈夫!?」

　ナユキは敵機の兵装を狙ねらい撃ち、無力化してから、ミーネに駆け寄った。

　するとミーネは、無言でしっかりとうなずいた。その姿に、ナユキの頬ほおが緩む。

「……そう。あんたはもう、あたしの弟子じゃないのね」

「えっ……？」

「免めん許きよ皆かい伝でんよ。一人の立派な戦士として、あなたを認めるわ」

　ナユキはミーネの隣に並ぶ。それは信頼に足る仲間の証あかしだった。

「は、はいっ！　ありがとうございます！」

　互いに微笑ほほえみ合う、二人の戦士。

　アルツも心に暖かいものを感じながら、その様子を見ていた。

　だが、その絆きずなを噛かみしめる余裕は、戦場にはなかった。

「この感覚は……！」

　アルツはまたも感じた。無数の視線を。

　すると、兵装施設が砲弾を再装そう填てんする、不気味な音が聞こえた。

「みんな急げ！　砲撃の第二波が来るぞ！」

　アルツの一声を皮切りに、一同は再び進み始めた。だが、やはりミーネは疲ひ労ろうしているのか、足下がふらついている。見かねたアルツが、彼女を抱え上げた。

「えっ？　あ、アルツさん？」

「お、お姫様だっこ!?」

　ミーネに続いて、なぜかナユキまで戸惑いの声を発した。

「俺おれも理解している。男女は軽々しく接触するものではないのだろうが、今は非常時だ。そうも言っていられないと判断した」

　アルツがナユキの顔を見ると、じっとりとした視線を向けられる。

「……うん、まぁ、そうよね。非常時、今は非常時だし……」

　そう思わないとやってられないもの──と、ナユキは顔を逸そらしてしまった。

　なんのことだかわからず、アルツはミーネと顔を見合わせる。

　その瞬間、ミーネの頬ほおが火を噴いたように赤く染まった。

「顔が赤いな。発熱しているのか？」

「わ、わかりません。このままアルツさんと離れたくないって思えて、そうしたら……」

　ミーネの戸惑いの言葉に、ナユキの耳がぴくりと反応する。

　だが幸か不幸か、その話題が発展することはなかった。

「兄さん！　あれを見て！」

　目指す総司令部までは、あとわずか。そこでアルツたちが目にしたのは。

「銃器を持っている、だと!?」

　建物の入り口で封鎖線バリケードを張る、武装した警備兵の一団だった。

　ゼノイドは同族同士の戦闘など起こさない。人を殺すための武器など、作る必要も、持つ必要もなかったのだ。少なくとも、今までは。

「侵入者、排除」

「ど、どいてください！　わたしたちは、前に進まなくちゃいけないんです！」

　銃を構える警備兵たちへ、ミーネは意志を言葉にしてぶつけた。

「ああ！　そのとおりだ、ミーネ！　俺たちには、立ち止まれない理由がある！　なんとしても、ここを突破するぞ！」

　その瞬間、アルツが抱えたミーネの身体からだから、赤い光が放たれた。それは渦を巻きながら前方へと伸び進み、建物の入り口にまで到達。警備兵は宙を舞って吹き飛ばされていく。

　それは、イデアのトンネルだった。内部にはごうごうと風が吹き荒れている。

「え……。な、なに？　この力は……？」

　ミーネ自身にも不可解な現象だったようだ。だが、これを利用しない手はない。

「みんな、風に乗れ！」

　アルツの号令で、先頭のリステルから順に飛び込む。

「う、うひゃああぁぁっ」

　身体が浮き上がるほどの風圧で、五人は前方へ吹き飛ばされる。トンネルを作った本人であるミーネがあげた泣きそうな悲鳴も、すぐさま暴風にかき消され──。

　やがて五人は、転がるように建物への突入を成功させた。

「よっ、と」

　ナユキは受け身を取って立ち上がると、銃で天井を撃ち崩し、瓦が礫れきで入口を封鎖する。

「これでしばらくは大丈夫。あいつらは入ってこれないわ」

　肩から力を抜いたナユキは、リステルに歩み寄る。

「それにしても驚いたわ。まさかあんたが、ミーネたちを助けるなんて」

「……そういうんじゃないよ」

　リステルは表情を変えず、ふいと視線を逸そらした。

「みんなが傷つくと、兄さんが悲しむからね。僕は、兄さんの大切なものを守っただけだ」

　リステルの見つめる先には、いつだってアルツの姿がある。もちろん、今も。

　それがなによりも雄弁に、彼女の言葉が本心からのものだと告げていた。

「……なるほど。あんたらしい理由だわ」

　ナユキが苦笑する横では、リィザがミーネに驚きよう愕がくの視線を向けていた。

「先程の、わたくしたちを運んだ風……。イデアの熱によって空気を暖め、気圧差による対流現象を発生させたのですね。すばらしい力でございます」

「えっ!?　あれ、そうだったんですか!?」

　驚愕を驚愕で返された。リィザは、わずかに鋭くした視線をミーネに向けなおす。

「……では、意図して行ったことではない、と？」

「は、はい。無我夢中でしたから」

「そう、ですか……」

　リィザは言葉に含みを持たせたまま、横目でアルツの背中を見やった。

　それに気付いたのか、アルツが振り向く。

「行こう。司令室は最上階だ」

　うなずく一同。リィザも、やや遅れてうなずいた。

　通路の突き当たりまで進むと、いくつかの扉があった。

「右端。あれが直通のエレベーターだ」

　そこに全員が乗り込んだのを見届け、アルツは操作盤コンソールに手をかざす。心を無にして思考プログラム生成を行うと、エレベーターはゆっくりと上昇をはじめた。

　やがて、扉が開く。

　通路を進もうとしたアルツは脳の前頭葉──額の裏側に、しびれのようなものを感じた。

「っ……待て。いやな予感がする」

　一瞬遅れて、しびれが意味のある形に変わる。

　それは、警戒心だった。この先に、周囲を注意深くうかがう何者かが──？

　アルツが曲がり角の物陰から様子をうかがうと、司令室の扉の前に二名の歩ほ哨しようがいた。

「やはり、また銃器を手にしているな……」

　アルツは顔を引っ込めてつぶやく。するとリィザは、忌々しげに表情を歪ゆがませた。

「わたくしたちがゾット司令に対抗するための武器を作ったように、彼が作らたせものでしょう。こうした襲撃も想定済みだったわけです。恐らくは、クーラ様が敵対するのも」

　ゾットが直接に手を下したのか、誰だれかに命じたのか、それはわからない。

　だが、クーラはきっと、あの武器で殺されたのだ。

　その光景を想像してしまい、アルツは軽いめまいを覚えた。

「どんな理由があろうとも、人が人の命を奪うのは、絶対に許されることではない」

　アルツが声に怒りをにじませると、ナユキが静かにうなずいた。

「そのとおりよ。だから、あたしたちは誰だれも殺さずに、ゾットだけを止める。……リィザ」

「はい。閃せん光こう弾でございますね」

　リィザが曲がり角の向こうへ閃光弾を投げ込むと、一同は目を背ける。光が炸さく裂れつすると同時、歩ほ哨しようの声が響く。それが合図だった。

　ナユキは物陰から飛び出し、銃を最小出力で二連射。うめき声が二つ、立て続けに聞こえた。アルツたちが角を曲がると、仰あお向むけで床に転がった身体からだと、壁に上半身を預け、今まさに倒れつつある身体が見えた。外傷は見当たらない。もちろん出血も。

　誰の命も奪われていないことに、アルツは安あん堵どする。

「これで、あとは……！」

　アルツは司令室の扉に手をかざすと、みんなの顔を見回した。

　──全員がうなずく。アルツはＸ結晶を稼働させて開錠。勢いよく扉を開けた。

　まずリステルが飛び込み、ナユキが続いた。次いでミーネ、アルツ、リィザが、一塊となって突入する。

　司令室の中で、ゾットは机に向かっていた。リステルはその首筋に剣を突きつけ、ナユキはその眉み間けんに銃口を向けている。もはや抵抗の余地すらない。リステルかナユキ、どちらかがわずかに動くだけで、ゾットの命は消し飛ぶだろう。

　なのに、ゾットは顔色一つ変えない。さすがゼノイドの中のゼノイドと言うべきか。

「想定外の展開だ。これは、クーラに負けた、ということなのだろう」

「アルツ、通訳して。なんて言ってんの？」

　ゾットはただ一言「想定外」としか発音していなかった。圧縮言語を聞き取れなかったナユキのために、アルツはゾットの言葉を伝える。

「想定外の展開になって、クーラに負けたと」

「なるほど。状況は理解してるみたいね。……そうよ。あんたはクーラに負けた。ゼノイドをさらに人工進化させるなんて野望も、これで終わりよ。こっちも無駄に血を流したくないわ。おとなしく計画を中止してくれない？」

　勝利を確信した表情で、ナユキは降伏勧告をする。──だが。

「人工進化？　なんのことだ？」

　その場にいた全員の思考が停止する。

　ただ一人、ゾットの言葉の意味を理解できないナユキだけが、きょとんとしていた。

「……え？　なに？　なんて言ったの？」

「人工進化のことを、知らない、と……」

「は、はぁ!?　そんなの、すっとぼけてるに決まって──」

　そしてナユキは、なにかに気付いたのか、視線を険しくした。

「いつだったか、クーラが言ってたわ。ゼノイドには嘘うその概念がない、って。それじゃあ、本当にゾットは知らない……？　だとしたら……嘘をついていたのは……！」

　ちらり、と、ナユキは横目でリィザを見据えた。

「なにを仰おつしやるのですか!?　わたくしは確かに、クーラ様からゾット司令の野望をお聞きしました!!」

　リィザは叫び、ゾットを指差した。すると、ゾットの眼光が鋭さを増した。まるでＸＥＮＯゼノに相対したかのように。

「……そうか。おまえはまた、そうやって姿を変えていたのだな……『クーラ』よ。いや、あえて『ノア』と呼ぶべきか」

　彼の表情が物語っていた。この都市の存続を脅かす、真の敵が誰だれかを。

　そしてゾットは、ありえない名前でリィザを呼んだ。

「な、なにを……。わたくしは……」

　びくり、と、リィザは肩を震わせた。その動揺は、ナユキに疑惑の視線を向けられたときよりも、はるかに大きく見えた。

「旧司令とともに消えたノア機関。それがクーラの管理下で存続していたと知ったとき、まさかと思ったが……ようやく全要素を確定できた」

　対してゾットは、いつものように淡々と、事実のみを告げる。

「人を指差す、その仕草……人差し指と同時に、親指までそろえる。それはクーラの、そして、ノアの固体特有動作だ」

　──癖、ということなのだろう。

　それを指摘されたリィザは──口元を歪ゆがませた。淑しとやかなリィザの所作とはかけ離れた、ふてぶてしいまでの笑みに。

「驚いたよ。まさか、こんなことで見破られるとは。思えば『二十年前』もそうだった。やはり君という男は、なかなかどうして侮れんな」

　その声は、まちがいなくリィザのものだった。

　だが、その口調は、その雰囲気は、紛まぎれもなく──。

「もっとも、ここまで思い通りに事が運んだ以上、もはや隠す必要もあるまい」

「リィザ……なにを、言っているんだ……？　まさか本当に、おまえはクーラ……？」

「ああ。その通りだよ、アルツ」

　開き直ったように、リィザは肯定した。そして、服からなにかを取り出す。

　──Ｘ結晶。それはイデアの赤い光を放ち、頭部と目元を覆う仮面へと変わる。彼女がそれを装着すると、信じられないことが起きた。赤い光が弾はじけた次の瞬間には。

「バカな!?　身体からだが、男に変化した……!?」

「初めて目にするだろう。これが白銀新生を超えた白銀新生──『白銀超新生』だ」

「どういう、ことだ……!?　白銀、超新生……!?」

「アウター・スノウからあらゆる物質を作り出す、白銀新生。その次の段階だ。私は自分の身体からだを、思うがままに作り替えることができる」

　クーラの右腕が光に包まれると、腕そのものが鋭利で硬質な剣に変わった。

　ミーネが小さな悲鳴を漏らす。他のものにいたっては言葉を忘れたように、ただ呆ぼう然ぜんとその光景を見つめていた。

　右腕を元に戻したクーラは、ふっと薄く笑う。

「とはいえ、過ぎたるは及ばざるが如ごとしとは、よく言ったものだ。私はこの力に特化したせいか、通常のイデアはまったく使えなくなってしまった。白銀超新生とは便べん宜ぎ上じようの呼び名。純粋な戦闘能力で言えば、君たちの足下にも及ばんよ」

「……なるほど、ちょっと派手な変身能力ってわけね。その力であんたは、今までリィザに化けてた──なりすましてたってこと？　本物の彼女はどうしたの？」

　照準をそちらに変更したナユキが問うと、クーラの身体は再び光に包まれた。

　現れたのは、仮面をつけたままの女性──リィザ。

「その表現は適切ではないな。リィザは私のもう一つの姿。リィザとクーラ、両方を合わせて、私という存在なのだよ」

「つまり、その時々に応じて、姿を変えてたってこと……？」

「さすが旧人類プロト・カインド。発想が柔軟だ。理解が早くて助かる」

　クーラは、リィザの顔形のまま、にやりと笑った。

「君たちをだましていたことは、否定しない。だが、その男──ゾットのためにこの都市が滅ぶというのは、まちがいではない」















「けれどゾットは、人工進化のことは知らないって──」

「……Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノ」

　クーラがその単語を口にすると、ナユキはびくりと背筋を震わせた。

「あんた、どうして……？」

「夏世界の少女、ナユキ。君なら理解できるはずだ。この言葉の意味するものと、この都市に待ち受ける未来を──」

　そこまで口にしたとき、クーラの身体からだに無数の穴が穿うがたれ、仰あお向むけに倒れた。

　ゾットが隠し持っていた武器で、クーラを撃ち抜いたのだった。

「アルツ。早く逃げろ」

「逃げる、だと？　ゾット司令、それは、いったいどういう……？」

「この程度は、時間稼ぎにもならないはずだ。かつてクーラは──ノアは、ホワイト・ホライゾンに投げ込まれても死ぬことはなく、こうして生きていた」

「そうだ。身体を作り替えるとは、細胞を破壊し、即座に再生させるということだ。一瞬で凍りつくホワイト・ホライゾンの中でそれを行い続けるのは、さすがに骨が折れたがね」

　今度こそ、誰だれもが言葉を失った。

　クーラの身体が、むくりと起き上がった。それだけではない。銃痕に赤い光が灯ともると、瞬く間に内臓が、骨が、肉が再生していく。

「だが私は生還した。そしてこの二十年の間、虎こ視し眈たん々たんと機をうかがっていたのだ。一度は止められ、奪われた、私の計画。それをこの手に取り戻すときをな」

　クーラは右腕を伸ばした。それはもはや人体の組成ではない。鋭く、堅く、刺すために特化し、身長の何倍にも伸縮。ゾットの身体をたやすく貫いた。

「ぐっ……」

　胸を刺し貫かれ、宙に浮くような体勢のゾットは、うめき声を上げて銃を取り落とす。それは硬い音を立てて床に転がり──アルツの足に当たって止まった。

「ゾット、司令……」

　──そのとき、自分の起こした行動が、アルツには不思議だった。

　ついさっきまで、倒すべき目標としていた男の負傷。これは予測されていた光景だった。驚くべきことは、なにもないはずなのに。

　アルツは、ゾットが落とした銃を拾い上げると、クーラに向けていた。

　だがクーラは動じることなく、「ふっ」と鼻で笑う。

「やめたまえ。撃てもしない銃に、意味はない」

「……使用方法なら、試してみなければわからない」

「そうではない。心の問題だ。君は人と戦うことに慣れていない。覚悟が足りないのだ。人を傷つけたという罪の意識に、君の心は耐えられない」

「く……！」

　アルツはうめいた。それは相手の言葉を認めたに等しい。

　いまだ右手でゾットを貫いたまま、クーラは鋭く変化させた左手をアルツに向ける。

「しかし、私はちがう。この都市を、ゼノイドたちを未み曾ぞ有うの危機から救うためならば、我が手が血にまみれることも厭いとわない」

　互いに突きつけられた凶器。

　だが、わずかに震えるアルツに対し、クーラは微動だにしていない。

（人と戦う覚悟……。クーラにあって、俺おれにはないもの……）

　アルツが敗北を認めかけた、そのとき。赤い線が走り、クーラの左腕が床に落ちた。

「兄さんを殺す者は、僕が殺す……！」

　一瞬で間合いを詰めたリステルの剣けん閃せんだった。

　血が流れ出る腕を見てなお、クーラは顔色ひとつ変えない。

「ひどいことをする。白銀超新生で再生できるとはいえ、痛みは感じているのだよ？」

　失った腕まで瞬時に再生される。それはただの変身能力の範はん疇ちゆうを超えていた。ホワイト・ホライゾンから生還したというのも、嘘うそではないのだろう。

　──不死身。そう表現してもおかしくない存在だった。

「もっとも、この程度の痛みでは、私の覚悟は揺るがないがね」

「だったら、その覚悟ごと斬きり伏せる。兄さんは絶対に殺させない」

「ふむ。どうやら君は勘違いをしているようだ。私はここにいる誰だれも殺すつもりはない。なぜなら、君たちをだましてまで、こうして鍵かぎとなる人物をそろえたのだから」

「鍵……？　俺たち、が……？」

「そうとも。……だがリステル。君は少々、自由に動きすぎるな。そろそろ本来の役目に戻ってもらおうか」

　クーラが取り出したのは、六角形の白いパネル──Ｘ結晶。それが閃せん光こうを放つと、リステルは膝ひざから崩れ落ちた。

「あ、う……。頭、が……」

「リステル!?　クーラ、なにをした!?」

「ゲマルガルドの特徴は覚えているかね？　搭乗者の持つ感情の一定化と、増幅だ」

　とんとん、と、自らのこめかみを叩たたいて示すクーラ。

「私はその際に、彼女たちの脳神経の構造を解析した。すると……こういうことも可能だ」

　ゆらりとリステルが立ち上がる。アルツに剣を向けながら。

「敵……。君は、敵……。兄さんを傷つける、敵……」

「どうした、リステル!?　俺がわからないのか!?」

「無駄だよ。君は知らないだろうが、これが夏世界でいう洗脳や暗示というものだ。今のリステルには、君が君以外のものに見えている。そして──私が君、つまり『兄さん』だ」

「なっ……!?　そんな、バカな……!?」

「リステル。やつを捕らえろ」

「うん。わかったよ──『兄さん』」

　クーラを兄と呼ぶリステル。その姿がふっと消えたかと思うと、アルツの背後に回り込み、頸けい動どう脈みやくに剣をあてがった。じりじりと焼かれるような熱が首筋を刺激する。

「リス、テル……！」

　呼びかけても返事はない。アルツの額を冷や汗が伝う。

　その光景を満足そうに眺めたクーラは、ようやくゾットの身体からだから腕を引き抜いた。片膝ひざをつくゾットに歩み寄ったクーラは、上から見下ろし語りかける。

「さぁ、『あれ』の封印を解いてもらおうか。生体認証などという厄介なセキュリティを施したことは、調べがついている。おかげでこうして、回りくどい方法を取らざるを得なくなってしまった」

「…………」

「黙秘は賢明ではないぞ。アルツの命は、我が手中にある。彼を助けたければ──わかっているな？」

　脅迫、だった。だがアルツには、クーラがなにを言っているのか理解できなかった。

　成立するはずがないのだ。選別試験から始まり、この男は一貫してアルツを疎む態度を取り続けている。一度は処分しようとしたアルツがどうなろうと、今さら関係ないはずだ。

　それなのに──。

「……了解した」

　ゾットは承諾し、重傷を負った身体を引きずりながら机に向かった。Ｘ結晶が起動されると大小様々なディスプレイが浮かび上がり、なにかしらの処理が高速で行われていく。

「どうして……。ゾット司令は、俺おれを……」

「そんな簡単なこともわからないのかね？　やはり君は、まだまだゼノイドだな」

「どういう、ことだ……？」

　クーラが嘲あざけりの言葉をかけるが、悔しいことに、アルツは戸惑うしかできない。

　そのときゾットが、両手を開き机の上に置いた。

「音声認証──パスワード入力終了。最終認証」

　それで処理が終了したのか、ディスプレイは消え、彼の背後の壁が開く。

　隠し扉だった。さらにその奥に張り巡らされた何枚もの隔かく壁へきが、次々に解除されていく。尋常ではない厳重さに、クーラが「ほう」と声をあげた。

「よもや、これほどの封印を施していたとはな。そこまでして、二十年前に私から奪った『あれ』を起動されたくなかったのかね？」

「う、く……」

　答える力は残っていなかった。ゾットは机の上に突っ伏してしまう。

「ゾット司令！　……放せ！　放すんだ、リステル！」

「いいだろう。リステルを手中に収めた今、私の障害となる者もいなくなったようだ」

　クーラは司令室の中を見回す。たしかに、彼の言葉のとおりだった。

「なに、これ……。どうして……」

　ミーネは混乱から抜け出せないのか、いまだに呆ぼう然ぜんとしている。

　そしてナユキは──いつのまにか、銃口を降ろしている。

　拘束を解かれたアルツは、血を流し倒れたゾットに駆け寄っていく。幸い、まだ息があった。手当をすれば助かるだろう。

　一方。クーラはナユキに近付き、すっと右手を差し出した。ゾットの血に塗まみれた手を。

「さて、ここからが本題だ。Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノに対する切り札──『ユグドラシル・システム』を起動するため、君には生体パーツになってもらいたいのだが、どうだろうか？」

「……そう。それが、あんたの言ってた世界を救うための手段、ってやつね」

「まさしく」

　即答するクーラに、ナユキは嘆息した。

「相変わらずの直球ね。つまり、そのシステムの一部になれってこと？」

「そうだ。ユグドラシル・システムとは、巨大なイデア増幅装置。この都市に降り積もる雪すべてを変換し、ゼストマーグの白銀新生すら上回る、莫ばく大だいなエネルギーを生み出す。そして、Ω─ＸＥＮＯの脅威に対抗するのだ」

　聞き捨てならない言葉だった。アルツは叫ぶ。

「バカな！　そんなことをしたら、ゼノイドは食べるものがなくなってしまう!!」

「雪ならば備蓄がある。確かに供給が断たれれば食糧難になり、多くの飢え死ぬ者も出るだろう。だが、それがどうした？　その犠牲で、ゼノイドという種が助かるのだ」

「人が苦しみ、死ぬことに変わりはない！」

「では、一つ言っておこう。Ω─ＸＥＮＯとは、進化の果てに現れた究極のＸＥＮＯだ。三百年前、ゼストマーグを倒し、旧人類プロト・カインドを滅ぼした存在と言えば理解してもらえるかね？」

「っ……」

　ナユキが目を伏せ、うつむく。クーラの話が真実だと、その表情は雄弁に語っていた。

「思い出したかね？　あの日、あのときの絶望を。悲劇を繰り返さないため、君の人間としての権利、尊厳、そして未来……すべてを捨てて、この都市を守るための人柱となってほしい。君ならば──いや、君にしかできないことだ」

「ナユキ！　惑わされるな！」

　片手にイデアの光球を出現させ、アルツが叫ぶ。

「ここでクーラの目的を阻止するぞ！　ユグドラシル・システムを破壊するんだ！」

　アルツもまた、空いている手をナユキへ伸ばした。こっちへこい、と。

　アルツとクーラ、ナユキへと差し伸べられた二つの手。

「……そうね。悪いけど、クーラと握手はできない」

　どちらの手も取ることなく、ナユキは一人、歩みを進めた。

　──アルツの元にではなく、隠し扉へと。

「でも、決めたわ。あたしは、こっちの道を選ぶ」

「ナユキ……？　どうして、そちらへ行くんだ……？」

　かすれたようなアルツの声に、ナユキは顔だけを振り向かせる。

「アルツは、Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノの脅威を知らない……。あいつはね、戦ってどうにかなるものじゃない。人間が生き残る可能性があるなら、たとえどんな痛みや苦しみを伴ったとしても、それは生やさしいくらいよ」

「君の英断に感謝する。世界を救うという、三百年の宿願──私とともに果たそう」

　ナユキとクーラのやりとりが、アルツにはどこか遠くのものに聞こえた。

　いつかも行った、ナユキとのケンカを思い出す。今も状況的には同じだが、根本的なものがまったくちがう。あのときのような、激しい感情のぶつかり合いはない。

　なのに、ナユキは離れていってしまった。

　アルツは理解する。これは、意見や価値観の相違という次元ではないのだと。

　──もう、この手は届かない。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすアルツへ、クーラの言葉が降ってくる。

「さて、ナユキは私の計画に賛同してくれたが……私は、君にも協力を要請したい」

「俺おれ、に……？」

　アルツが力なく問いかけると、クーラはにやりと笑みを浮かべ、鷹おう揚ようにうなずいた。

「むしろ、君こそが要かなめと言える。ゾットにはああ言ったが、実のところ君を殺す気はなかったのだよ。嘘うそを知らないゼノイドは、扱いやすくて助かる」

　相変わらずの人を見下したような態度だったが、それを気にする余裕はなかった。

　揺れる。想おもいが、信念が。

　アルツをアルツとして立たせてきたものが、なくなってしまったのだ。

「どういう、ことだ……？」

　問いかけたのは、ただの脊せき髄ずい反射。今のアルツに、なにかを判断する余裕などなかった。

　クーラは、それを感じ取ったのだろう。好機とばかりにアルツへ歩み寄ってくる。

「先程から観察させてもらったが、君の力は急激に強まっている。それがあれば、私の計画はより盤石となるだろう」

「俺の力……。ゼストマーグを進化させた、白銀のイデアのことか？」

「それは、君の力のほんの一部だよ。君の力の本質は、他人の心との感応性にある」

　言葉の意味がわからなかった。アルツがきょとんとしていると、クーラは説明を続けた。

「覚えがないかね？　聞こえるはずのない、誰だれかの心の声が聞こえたことが」

「それは……！」

　まさにここへ突入する際のことだった。アルツは誰よりも早く敵の存在を察知していた。

　本来ならば知覚すらできない、死角の敵を。

「そして、感じ取った他者の心と、君の心の波長が一致したとき、その真価を発揮する。総司令部の防衛網を突破するとき、ミーネ君のイデアが増幅されていた」

　あのときミーネは、急に強まった自身のイデアのに戸惑っていた。

　だが、それが他者によって増幅されていたのならば……なんの不思議もない。

「これで理解してもらえたかね？　君の能力とは、他者のイデアを受け、爆発的に強化させる能力だ。私はそれを、『魂魄の触媒イデア・リアクター』と呼んでいる」

　以前、ナユキたち三人のイデアを一つに収束し、ゼストマーグを進化させた白銀の光。

　アルツに秘められた未知の力。それが、魂魄の触媒だったのだ。

「君の力があれば、ユグドラシル・システムの出力は跳ね上がる。さぁ、その力で、世界を救おうではないか。私と──そして、ナユキとともに」

　彼女の名前をことさら強調し、クーラは手を差し伸べる。血塗られたその手を。

「俺おれ、は……」

　アルツの手が、ぴくりと動いた。空くう虚きよな思考のまま。

　洗脳じみたクーラの言葉に、アルツが誘われてしまいそうになった──その瞬間。

　両者を絶つように、赤い光の壁が出現した。

「これは……ミーネ君!?」

「……わたしには、もうなにがなんだか、わかりません」

　順調に進んだクーラの策略。最後の最後で、それを食い止めたのはミーネだった。

　戸惑いに瞳ひとみを揺らし、かすれた声でつぶやく。

「死んだと思っていたクーラさんが生きてて……でも実はリィザさんで……。リステルさんはおかしなことになって……アルツさんとナユキさんは、すごくつらそうで……」

「っ……」

　ナユキは、アルツたちに背を向けたまま、ぴくりと肩を震わせた。しかし幸か不幸か、それに気付いた人間は一人もいない。

　アルツも、クーラでさえも、ミーネの予想外の行動に驚いて動きを止め、沈黙していた。

「わたし……こんなのいやです。だから……」

　ミーネは両の手のひらで、見えないなにかを包み込んだ。慈しむように、大切に。

　すると、アルツの眼前の赤い壁が変化した。アルツと、そして倒れたゾットをくるむように、球形へとその形状を変えてゆく。

「わたしは、ただ一つだけ、はっきりわかっていることをします」

　そして、アルツたちはゆっくりと浮上する。ミーネの意志の力によって。

「まさか、彼らを逃がそうというのか!?」

　彼女の意図を察したのだろう。クーラが、焦り声をあげた。

「わかりません。ただ……こんなアルツさんを見たくないって、そう思ったんです」

　ナユキに続いての、アルツを拒絶する言葉。

　だが、ミーネは──微笑ほほえみを向けていた。

「ミーネ……」

　アルツの胸に、かすかな痛みが走る。しかし、今のアルツに、その正体はわからない。

　アルツを乗せた光球は、天井を突き破り、夜の空へと消えていった。

　天井に開いた穴から、はらりと雪が舞い降りる。それを見届けると、ミーネは脱力してうずくまってしまった。

　クーラは数秒、ミーネの様子を見つめてから、言葉をもらす。

「まぁ、いい。アルツ君との交渉は、この後でも行える。それよりも、今は」

「……わかってるわ。始めましょう」

　ナユキは進む。迷いのない足取りで、隠し扉の奥へ、奥へと。

　クーラもリステルを引き連れ歩く。その途中。

「ミーネ君……。君は……」

　つぶやきを飲み込むように、軽く頭を振ると、彼はリステルに命じてミーネを拘束した。

　三人の姿が暗くら闇やみにまぎれて見えなくなると、扉は再び閉ざされた。

　そして、鳴り響く警報。

《──当施設は廃棄。繰り返す、当施設は廃棄。すべての人員は退避せよ──》

　まもなく、建物全体が震動をはじめた。それは刻一刻と激しさを増していく。



　アルツを乗せた光球は、総司令部から離れながら、ゆっくりと降下していた。

「まさか、崩れるのか……!?」

　赤い光球の内部から、アルツは建物が崩壊していく様子を見た。

　……いや、違う。外壁が剥はがれているだけだ。まさしく封印が解かれるように。

　現れたのは、闇夜に浮かぶ巨大な柱。機士団総司令部が存在していた場所に、天を衝つくように吃きつ立りつしている。

　その頂点から放射状に赤い光が迸ほとばしると、瞬く間に半球状の天てん蓋がいが形成された。



　──そして、雪が止やんだ。



　冬世界の開かい闢びやくから三百年、一日たりとも止むことなく降り続けてきた雪が。

「これが、クーラの言っていた──ユグドラシル・システム」

　ならばこの光は、ナユキのイデア。彼女がシステムに組み込まれた証あかしだった。

「ナユキ、おまえは……」

　アルツは空を見上げ、拳こぶしを握りしめる。

　光球の足下には、崩壊する建物から逃れた、多くのゼノイドたちもいた。

　彼らもまた、アルツと同じように空を見上げていた。



　このときはまだ、誰だれ一人として知らなかった。

　あって当然と思っていたものが、突然に目の前から消えてしまうことの、本当の意味を。
















「リュミエール……。おまえは本気で、ノアの計画に協力するつもりなのか？」

「うん、もちろん本気だよ」

　ノア機関の一室。二人は、全身に緊張感をはらませ対たい峙じしていた。

　夏世界においての記憶を取り戻したリュミエールは、ＸＥＮＯゼノの最終進化形態・Ωオメガ─ＸＥＮＯの脅威をノアに伝えた。するとノアも、自身が都市の司令と同一人物であるという秘密を明かし、ある計画をリュミエールに持ちかけたのだった。

「……ユグドラシル・システムか」

　沈痛な表情で、リヒトはその名称を口にした。

「俺おれとて、その有用性は認めている。莫ばく大だいなイデアを生み出し、ゼノイドに感情を目覚めさせる装置。それが完成し、皆がイデアを扱えるようになれば、確かに世界は変わるかもしれない。Ω─ＸＥＮＯという敵も、倒せる可能性が出てくるのだろう」

「そうだよ。だったら、どうしてリヒトは──」

「だが、そのために、リュミエールが生体ユニットとして取り込まれるなど……！」

「……でも、さ。わたしの寿命は、どっちみち長くないんだよね？　そんなわたし一人が犠牲になるだけで、たくさんの人達が救えるなら……決心は変わらないよ」

　リュミエールの視線が、リヒトを貫く。

　だがそこに、あの力強さは──以前リヒトが感じた光は宿っていない。

「三百年前のわたしは、誰だれも救えなかった。あんな悲劇は、もう繰り返したくないから」

　なにかにすがりつくような弱々しい笑みを貼はり付け、リュミエールは続ける。

「それにノアが、約束してくれたんだ。ユグドラシル・システムが完成すれば、Ω─ＸＥＮＯを倒して、みんな感情を持った人間になれる……そう、夏世界を取り戻せる、って」

「……その約束は、本当なのか？　信じるに足る要素はあるのか？」

　リヒトは疑念を覚えていた。

　ノア機関に長く滞在した彼は、気付いていたのだ。ゼノイドの感情の目覚め方や、イデアの発現の度合いに、個体差があることに。

　みなが等しく旧人類プロト・カインドのようになれるとは、想像しにくい。ノアが語るような夏世界の復活は、ありえないのではないだろうか。

「それは……」

　言いよどむリュミエール。すると、扉が開く音が響く。現れたのは、ゾットだった。

「おまえは……!?　まさか、リュミエールを連れていくつもりか!?」

　ここ最近、ノアは総司令部に籠こもりきりだった。計画の準備で多忙なのだろう。そのためゾットを──司令室付きの執務官である彼を、ノア機関へと赴かせた。

　リヒトはそう判断し、リュミエールを背にかばった。

　だが彼女は、そんなリヒトから離れ、自らゾットへ歩み寄っていくではないか。

「覚悟はできてるよ。だから……」

　──もう、どうにもならないのか。ならば、いっそ力ずくで止めて……！

　リヒトが思い詰めた瞬間。ゾットはリュミエールには目もくれず、リヒトへとＸ結晶を差し出した。

「……どういうつもりだ、ゾット」

「受け取れ。そうすれば、すべてが理解できる」

　そう語るゾットは、普段とはどこか様子が違って見えた。無表情な瞳ひとみの奥に、ほんのわずかだが、光が宿っている気がしたのだ。

　リヒトは気け圧おされるようにＸ結晶を受け取り、そして……その内容に驚きよう愕がくした。

「バカな……！　これでは、ただの虐殺だぞ!?」

「理解したか。それが、本来のユグドラシル・システムだ」

「な、なんなの……？　二人とも、いったいどうしたの？」

　ただならぬリヒトの様子に、リュミエールが困惑したように問いかける。

「ユグドラシル・システムにより、都市の雪はすべてエネルギーに変換される。深刻な食糧不足が都市を襲い、およそ八割の人員は餓死する。見捨てられるのは、感情の発現が弱く、イデアを扱うことのできない人員だ。今まで感情を持つ人員が不要と判断されていたように、今度は感情を持たない人員が切り捨てられる」

　ゾットが冷静に告げる計画の概要。それは、ただの統治システムの逆転でしかなかった。

　……いや、それによって発生する犠牲は、むしろこれまでの比ではない。

「ウソ……。だって、ノアは、皆助けるって、わたしに約束してくれて……」

「だが、これが事実だ。司令はお前に偽りを告げた」

　ゾットの言葉は、あまりに衝撃的だったのだろう。リュミエールの瞳がわなわなと震え──そして、不意に口元を押さえた。

「リュミエールは最近、体調が優れない日が多い……。もしかしたら、命の終わりが近いのかもしれない」

　吐き気をこらえる彼女の背を、リヒトは優しくさする。

「……状況を説明しろ。私は現在、リュミエールの延命指示を受けている。旧人類プロト・カインドの生態調査も独自に完了している」

　──リュミエールを助けられるならば。その一心で、リヒトはゾットに詳細を伝えた。

　それを聞いて、ゾットが思案する。いつもより、少しだけ長く。

　そして、彼は──リュミエールの腹部を指差して。
















　ユグドラシル・システムの起動後、わずか百時間余りの間に起きた変化は、三百年分の停滞を圧縮したかのような激動であった。

　一日目は、まだ穏やかだった。だが、二日目。

　備蓄庫の雪を巡り、暴力による争奪戦が発生。それを皮切りに、各地で同様の状況が展開された。今まで欠片かけらすら価値のなかった腕力が、生存権に直結した瞬間だった。

　そして今日、五日目。



「なんだ……？　人々の声が、ここまで響いてくる」

　アルツは外の喧けん騒そうを、無人となったノア機関の地下で聞いていた。

　治療用の水槽ポツドがあったことを思い出し、重傷のゾット司令を運び入れたのだ。

　とはいえ、応急処置に過ぎない。ここは感情を持ったゼノイドが集まっていた施設であり、Ｘ結晶を用いた装置はすべて簡易的なものだからだ。

　ゾットの容態は、いまだに安定していない。

　細胞を活性化させる溶液に満たされた、円筒型の水槽。その中で、ゾットは今も目を覚まさず眠り続けている。

「あの日から、もう四日……いや、五日か」

　その間、アルツがなにをしていたかと言えば──なにもしていないに等しかった。

　行動を起こすための気力が、心の火が、消えてしまっていた。

　アルツは、すべてを失ってしまったのだ。

　仲間。戦う意味。そして、戦う力。ゼストマーグも、サウス・エデンも。

　今や、都市はイデアの傘によって外界から隔絶されている。

　それはホワイト・ホライゾンとは対照的な、いわば灼しやく熱ねつの障壁。熱気で人間は近づくことすらできない。サウス・エデンをもってしても、突破するのは無理だろう。

　今のアルツには、なにもないのだ。ただ一つ残ったのは、目の前で消えそうな命を──ゾットを助けねばという、単純明快な使命だけ。

「外に、出てみるか……」

　地上の喧騒から自らの身を守るため。それ以上の理由はなく、アルツは外に出た。

　赤い空に覆われた、白い都市。そこは様相だけでなく、すべてが一変していた。

「う……あ、暑い！　なんだ、これは……!?」

　アルツは服の襟元を開ける。

　厳しい寒さにさらされる要よう塞さい都市の建物は、断熱性が高い。それは寒気だけでなく暖気も遮断するということであり、地下にこもっていたアルツは今まで気付かずにいたのだ。

　周囲を見れば、都市に暮らすゼノイドたちも防寒服を脱ぎ捨てている。

　そして──。

「雪は」「雪はどこだ」「食べたい」「腹部が苦しい」

　人々はひとつかみのわずかな雪を求めて、血走った目で都市を徘はい徊かいしていた。

　あれだけ地面に降り積もっていた雪は、欠片かけらもない。

　彼らに食べ尽くされたのか、それとも、天を覆うイデアで溶かされたのか──。

　ただ一つ確実なのは、ここはすでにアルツの知る要よう塞さい都市ではない、ということ。

「そうか。みんな空腹で……」

　アルツは急ぎ、ノア機関に引き返す。

　そして数分後。戻ってきたアルツは、タンクを転がしていた。ノア機関の地下で備蓄されていた食料。圧雪処理済みの雪だ。

「みんな！　雪ならここにあるぞ！」

　呼びかけに、ゼノイドたちは一斉に振り向いた。

「雪だ！」「雪だ！」「早く、雪を！」「こちらが先だ！」「いや、こちらだ！」

　半裸同然のゼノイドたちが、静かな怒ど号ごうと汗をまきちらし、殺さつ到とうしてくる。

　雪が止やんだ都市の急上昇した気温。はじめて経験する環境と空腹で、彼らのストレスは限界に達たつしていた。

「やめろ！　みんなで均等に分けあって──」

「聞き入れられない！　少しでも多く、雪を！」

　圧縮言語ではない、感情をむき出しにした声とともに、拳こぶしが飛んできた。

　尻しり餅もちをついたアルツを、人々の足が踏みつける。

　命の危機を感じたアルツは、はいずるように争乱を抜け出した。

　よく見ると、倒されたのは彼だけではなかった。争いに負けた弱者は、誰だれにも顧かえりみられることなく、今も足あし蹴げにされている。

「理性もなにもなく、自分が生き残ることしか考えていない……これは本当に、ゼノイドなのか……？」

　アルツはふらつきながら立ち上がると、なお続く争いに背を向け、とぼとぼ歩き出す。

　あれを止める手段など思いつかなかった。

　脳裏をよぎるのは、一つの疑問。自分は余計な争いを生んだだけだったのか……？

　あの雪で何人かの命は救えただろう。だが、それは他の誰かの命を踏み台にしてだ。

「結局、クーラの言った通りになってしまったな……」

　無力感に苛さいなまれるアルツの目に、倒れ伏した小さな身体からだが飛び込んできた。その傍かたわらに膝ひざをつき、子供の肩を揺する。

「大丈夫か!?　しっかりしろ!!」

　だが返事はなく、子供は両手を首にあてがったまま痙けい攣れんを続ける。

　ただの空腹ではなさそうだった。では、なにが？

　思考を巡らすと、子供の頭の横に転がっていたもの──瓦が礫れきが目に付いた。

「まさか、瓦礫を食べようとしたのか!?」

　要塞都市の建物は雪で作られている。空腹に耐えかねて口に含み、喉のどに詰まらせたのだ。

　急いで子供の足首をつかんで逆さ吊づりにし、その背中を何度も叩たたくと、唾だ液えきにまみれた瓦が礫れきが吐き出された。ようやく呼吸が回復し、子供は激しく咳せき込こむ。

　アルツは安あん堵どしながら子供を降ろすと、やりきれない思いで空を見上げた。

「ナユキ……。これが、こんなことが、おまえの願望だというのか……？」

　すると、イデアの赤い膜に覆われた空に、なにかが投影された。

　やがてそれは人の上半身と、仮面を付けた金髪の女性らしき顔を映す。

「リィザ──いや、クーラか!?」

『要よう塞さい都市の諸君に告げる。君たちは今、はじめての耐えがたい空腹に襲われ、刻一刻と近づく死の足音に、思考ノイズが増大していることだろう。だが戸惑うことはない。それが感情だ。ゼノイドが忘れてしまった、人間として必要不可欠なものだ』

「な、なんだ。あいつはいったい、なぜこんなことを……!?」

　感情は必要なもの。

　それは要塞都市において、禁きん忌きとされる考え方だ。都市防衛に必須となるゼノ・トランサーは、感情を排除しなくては稼働しないのだから。

　天から都市を見下ろすクーラは、アルツの問いに答えるように演説を続けた。

『感情が不要というのは、君たちをゼノ・トランサーに適応させ、戦わせるための方便だ。私はその戦いの宿命から、君たちを解放しよう。ＸＥＮＯゼノとの戦いは私が引き受ける。ここに誓おう。君たちを守ると』

　そしてクーラは、すべてを受け入れるように、すっと両腕を広げた。

『だから皆、無益な争いはやめてほしい。雪を求める者は私のもとへ来るがいい。ユグドラシル・システム──機士団総司令部のあった場所だ。特に強く感情が芽生えた者から、優先的に雪を与えよう。ゼノイドの冷たい歴史に終止符を打ち、ともに人間への道を歩もうではないか』

　その宣言に、都市が震えた。いたるところから歓声が聞こえてくる。

「雪！」「雪！」「雪だ！」「食べることができる！」「やった！」「助かるぞ！」

　もはやゼノイドなど存在しない。

　誰だれも彼もが怒りと悲しみを経て、喜びの感情を芽生えさせていた。

「みんなを守り、人間への道を歩む、だと……!?　もしかしてクーラは、ナユキは、正しいことをしているのか……!?」

　アルツは、わからなくなってしまった。

　クーラの行いは、人々に苦痛を強いて、ナユキの未来を奪うだけだと思っていた。

　だが、かつてアルツが嫌悪していた冷たい都市の姿は、もはやない。渦巻いていた暴力と混こん沌とんも、クーラの統制により秩序が回復するだろう。

　ユグドラシル・システムへと集結をはじめた人の波に逆らい、アルツは歩いていく。

　煩はん悶もんとする心。──この感覚は、以前にも覚えがあった。

　あれはいつだったか……そうだ、選別試験のときだ。

　トリケラ級との戦い。あのときの記憶が、思いが、蘇よみがえる。

　自身のすべてを賭かけ、ゼノ・トランサーを操り、放った弾丸。

　それが敵に傷一つ与えられず、無情に跳ね返されたときの乾いた音が、何度も何度も脳内で再生される。

　その一音ごとに、アルツの心は深く深く沈んでいく。

　無力さを思い知らされた。なにもかもを否定された気がして、なにもかもがどうでもよくなった。

　命すらも。

　久しく忘れていた感覚──絶望の味だった。

「う……」

　くらり、と、視界が揺れた。

　雪を与えようとした際に殴られた衝撃が、今になり響いてきたのかもしれない。よろけたアルツに、人の波がぶつかった。

　弾はじき飛とばされたアルツは建物の壁へと倒れ込み、後頭部を強打してしまった。

　──目が、霞かすんでいく。

　ぼんやりとした視界の中、地面に六角形が見えた。

「あれは……。俺おれ、の……」

　リヒトと留る美みからのメッセージが記録された、Ｘ結晶。アルツが肌身離さず持ち歩いていたものだ。今ので服のポケットから落ちてしまったのだろう。

　アルツは手を伸ばす。そして、その指先がＸ結晶に触れた瞬間。

　まるで溶け込むように、アルツの意識は混濁していった。



※　　※　　※



　アルツは、どこかの部屋の中にいた。身体からだを動かそうとするが──手足がない。

　胴体も、頭部もだ。視覚だけが宙に存在していた。

　その視覚に映るのは、金属の壁。少なくとも要よう塞さい都市ではない。では、サウス・エデンの中だろうか。

　……あり得ない。自分は要塞都市にいるはずだ。

（これは……夢か？）

　まずはそう思ったが、違う気がする。そこには夢にはない実在感があったのだ。

　例えば、嗅覚。この血に似た匂においは、金属の──鉄の匂いだ。

「────」

　どうなっているんだ──そう喋しやべったつもりだが、声は出なかった。

　アルツが戸惑っていると、誰だれかの話し声が聞こえた。

　後方だ。アルツが振り向こうすると、宙に浮いた視覚が回転する。

　そしてアルツは、存在しない喉のどで息をのんだ。

（母さん……!?）

　そこにいたのは、留る美みとリヒト。さらに、ゾットによく似た銀髪の男もいた。

　……いや、違う。あれはゾット本人だ。若かりし頃の。

　アルツは、過去を見ている。そう確信したのは、留美が赤子を抱いていたからだ。

　きっとあれは──アルツ自身。

「早いものだな。お前たちがここに……漆黒の牙きばとやらの基地に隠れ住んで、もう一年か」

　ゾットの言葉は圧縮言語のため、留美には理解できなかったらしい。

　リヒトが通訳すると、留美は納得したように笑顔を見せた。

「ゾットには感謝してるよ。わたしたちに協力してくれただけじゃなくて、ノア機関に出入りして、食べ物の調達までしてくれるんだもの」

　三人は親しげだった。アルツの脳裏に疑問符が浮かぶ。彼らは敵対していたはずではなかったのか。最後はゾットに追いつめられ、ホワイト・ホライゾンに飛び込んだはず。

　──と、そこまで考えて、ふと気付く。

　その事実を調べたのは、誰だれだったか。リィザはクーラのもう一つの姿だ。つまりクーラは、情報を歪ゆがめてアルツたちに伝えた可能性があるのだ。

　アルツの推測は当たっていた。留美たちは、隠された真実を次々と口にしていく。

　当時もクーラは姿を変え、都市の司令とノア機関の所長という、二つの顔を使い分けていたのだ。クーラはそのとき、ＸＥＮＯゼノの襲来データから微小な異変を感じていたらしい。そして、留美からもたらされたΩオメガ─ＸＥＮＯという結論に繋つながったのだ。

「夏世界の頃と比べれば緩やかだけど、それでもＸＥＮＯは進化し続けていた。そして、わたしと──これから目覚める那な雪ゆきやゼストマーグのせいで、その進化はさらに加速されるだろう、って」

　それは以前、アルツもクーラから聞いた話だった。

　ゼノイド自らが進化を停滞させることで、ＸＥＮＯの進化も抑制されてきた。

　だが、ゼストマーグの存在が、そのバランスを崩してしまうと。

「だからノアは、ユグドラシル・システムの開発計画を立ち上げて……。わたしも一度は、それに協力しようと思った」

　衝撃的な告白。声を出せるものなら、アルツも驚きを叫んでいただろう。

　するとリヒトが、どこか憮ぶ然ぜんとした表情をした。それを見た留美が、苦笑いを浮かべた。

「リヒトの言いたいことは、わかってるよ。わたしも、心の奥ではわかってたから。ノアは間違ってるって。……でも、ね」

　留美の笑みが、今にも消えてしまいそうな、彼女らしくない儚はかなげな笑みへ変わる。

「もう誰も守れないのは、嫌だったんだ。わたしは、夏世界を守れなかったから……」

　留美は懺ざん悔げのようにつぶやいた。それがふとアルツの中で、ナユキの言葉と重なった。

　どうしてナユキがクーラに協力したのか、アルツにはわからなかった。けれど、もしかしたら彼女も──。

「そんなときだよ。わたしのお腹おなの中に、アルツが宿ってるってわかったのは」

　そして留る美みは、ふっと表情を変えた。慈愛に満ちた笑顔を、腕の中の赤子に向ける。

「わたしがシステムに取り込まれたら、この子も……。そう思ったら、すごく怖かった。たとえ他の誰だれも守れなくても、リヒトとわたしの子供だけは、絶対に守らなきゃ……って」

「その先のことは、私も知っている」

　ユグドラシル・システムの完成間際、ついにリヒトと留美は、ノアと決別した。

　そしてゾットの助力で要よう塞さい都市を脱出し、この漆黒の牙きばの基地へと身を隠したのだ。

「私の意見は、おまえたちとは少々異なる。目的を達成するために、犠牲は止やむを得えないときもあるだろう。全員が救われるというのは、理想論でしかない」

　その考え方は、どちらかと言えばクーラに近い。だが彼は、司令から送られた命令書を目にして、そのあまりに無謀な内容に疑問を抱いていたらしい。

「要塞都市の人員およそ八割の犠牲を前提とした計画など、ありえない。犠牲を最小限に抑えることこそが、都市の司令たる者の任務のはずだ」

「たくさんの命を犠牲にするなんて、見過ごせなかったんだよね。ゾットは優しいから」

　留美に微笑ほほえみかけられ、ゾットはわずかに息を止めた。

　しかし、それも数秒。否定も肯定もせず、言葉を続ける。

「……私の言葉は、正確に伝わっているのか？」

「すまない。俺おれも半分くらいしか理解できていない。残りは俺の意訳だ」

　リヒトは真顔で答えた。

　ゾットは一度、顔をしかめて目頭を押さえたが、すぐに気を取り直して話を続ける。

「司令は今も、お前たちの行方ゆくえと、ゼストマーグと呼ばれる夏世界の兵器の探索を、あきらめてはいない」

　ゼストマーグの元ではナユキが眠り続けている。クーラの目的は、おそらく二つ。

　ナユキを留美の代用としてシステムを起動させる。もしくは、ゼストマーグを破壊することで、Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノの出現を遅らせる。

　いずれにせよ留美とリヒトは、そのどちらも阻止したかった。

「それに関しては、ゾットが虚偽の情報を渡し続けてくれているんだろう？」

　ゾットは司令の補佐役である、執務官という立場だった。それを利用した手段だ。

　実際とは見当違いの場所で、リヒトたちと思われる痕跡を発見した──といった情報で、真実を撹かく乱らんしているのだ。

　だが、ゾットは静かに首を振った。

「司令も、なにかがおかしいと気付き始めたようだ。人々の前に姿をさらすことも躊ちゆう躇ちよせず、直々に探索を行う計画を立てている。それが実行に移されてしまえば、私にできることはなくなる。ここが発見されるのも時間の問題だろう」

　これまで功を奏していたのは、司令が表立って動いていなかったからだ。

「……そっか。ノアも本気だね。ついに、なりふり構わなくなったんだ」

　留る美みの言葉が、場を緊張で満たした。

　誰だれもがしばし無言になる中、静寂を破ったのも、やはり留美だった。

「わたしたちの選択肢は二つ。ノアに見つかるまで、このままここで隠れてるか──ノアと正面からぶつかって、彼女の計画を止めるか」

　そして留美は、腕の中で眠る赤子をベッドに移すと、優しく頭を撫なでて告げる。

「だとしたら、やるしかないよね。この子のためにも」

「ああ。リュミエールならば、そう言うと思っていた。俺おれも覚悟は決まっている」

　以心伝心だった。リヒトと留美は視線を交わし、うなずき合う。

　そんな二人を見て、ゾットはつぶやく。

「……そうか。それが、お前たちの『正義』か」

「珍しいな。ゾットが夏世界の概念を口にするとは」

　リヒトは、わずかに目を見開いた。どうやら驚いたようだ。

　ゾットは迷いの感じられない言葉で答える。

「リュミエールの用いる単語の中で、それだけは私にも理解できた。自分が正しいと思っている行為を貫く──と」

　正義。

　アルツにとっても初めての言葉だが、ゾット同様、その意味はすんなり胸に落ちてきた。

（正義……。俺にもあるのだろうか。俺の正義が）

　アルツは、今はない胸に触れようとした。すると留美が、苦笑混じりに首を横に振る。

「正義……か。わたしのは、そんな大層なものじゃないよ」

「では、何だと」

「……希望、かな」

　留美はそう言って、目を細めてアルツを見た。

「この子は、すごい力を秘めてる。なんとなくだけど、わたしにはわかるんだ」

「それは、イデアというエネルギーの多た寡かか？」

　ゾットが問うと、留美は小さく首を振る。

「夏世界でね、聞いたことがあるんだ。他の人のイデアを、ものすごく高める能力のこと。アルツは、きっとそれなんだよ」

　その予感は事実だった。そして留美は、確信に満ちた熱い眼まな差ざしをアルツに送る。

「この子なら、絶対にΩオメガ─ＸＥＮＯゼノにも勝てる。わたしたちにできなかったことを、アルツならやってくれるって気がするんだ」

　どくん、と。アルツの心臓が跳ねた気がした。

　母は、留美は、自分に希望を託して逝ったのだ。それなのに、今のアルツは──。

「……なるほど。それで希望、か」

　納得したようにゾットがつぶやくと、留美の表情にすっと影が落ちた。

「実はもう一つ、ね……。理由があるんだ」

　ぽつり、と。留る美みにしては珍しく、寂しげな顔と声でつぶやき、続ける。

「アルツと……あと、これから目覚める那な雪ゆきにね。『未来』を、あげたいんだ。わたしはもう……この子たちと一緒にいられないから」

　そう言葉を紡いだ瞬間だった。

　留美は激しく咳せき込こんだ。口元に当てた手。その隙すき間まから、鮮血がこぼれ落ちる。

「リュミエール……！　お前は……！」

　ゾットの声は、かすかに震えていた。

　留美は、リヒトに背中をさすられながら──笑った。些さ細さいな失敗でもしたかのように、困り顔で。

「わたしね……。もう、ダメみたいなんだ」

　それは、留美の口から初めて紡がれた、弱気な言葉だった。

　息も絶え絶えな留美の代わりに、リヒトが口を開く。

「これが最後の機会だ。俺おれたちは今一度ノアと話し合ってくる。ユグドラシル・システムの使用計画を凍結し、アルツと、もう一人の旧人類プロト・カインドと──そしてゼストマーグにすべてを託してみないか、と」

「……私は反対だ」

　ゾットは短い沈黙を挟み、言葉を続ける。

「ユグドラシル・システムを破壊するべきではないのか？　もしくは、司令を倒すでもいい。とにかく現状を対話で解決できるとは、私にはとても思えない」

　すると留美は、苦笑を浮かべて答えた。

「うん。わたしもそう思う」

「ならば、なぜ……！」

「それでも、ユグドラシル・システムは残しておきたいんだ。いろいろと問題はあるけど、あれも世界を救う可能性の一つだから」

「……理解できない。否定したものが存在することを、おまえは認めると言うのか」

　詰問するゾットの肩に、なだめるようなリヒトの手が置かれた。

「きっとそれこそが、感情のなせることなんだ」

「感情……。我々ゼノイドにはないものか……」

　しみじみとつぶやくゾットに、留美は半笑いで答える。

「困ったことに、自分でもよくわかんないんだよね。どうしてこんなこと思うのか。でも、思っちゃったものは……もう仕方ないんだよ」

「アルツに希望を託すといえば、聞こえはいい」

　そこでリヒトが言葉を引き継ぐ。論理的に、噛かみ砕くだいてゾットに伝えるように。

「だがそれは、責任を背負わせるということだ。もしもアルツが、Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノと戦いたくないと思ったとしたら……。そのときの逃げ道は、用意してやりたい」

「わたしは本当に、わがままな母親なんだろうね。世界のすべてよりも、自分の子供一人のことが大事なんだから……」

　うつむき、自じ嘲ちようする留る美みの肩を、リヒトがそっと抱き寄せた。

「おまえはずっと、人々を守るために戦い続けてきたんだろう？　最後くらい自分のために戦っても、誰だれも責めはしないはずだ」

「……そっか。ありがとう、リヒト」

　留美は静かに、リヒトの胸に顔をうずめた。

　慈しみ合う二人の姿から、ゾットはわずかに視線を逸そらして問いかける。

「おまえたちの意図は把握した。それで、私はなにをすればいい？」

「ゾットには──」

　留美とリヒトは一瞬だけ視線を交わらせると、どちらともなくうなずいた。

　そして留美は、ベッドで眠るアルツを抱き上げ──ゾットに差し出した。

「この子を、お願い。もしも、わたしたちの身になにかあったら……那な雪ゆきが、もう一人の旧人類プロト・カインドが目覚める日までアルツを守って、二人を引き合わせてあげて」

「……本気か？　その未成熟固体は、おまえたちがもっとも重要にしている存在のはずだ。それを他人に渡すなどとは」

「ゾットだから、だよ。あなたの『正義』は、きっとわたしたちより正しいから。アルツを任せるには、ばっちりだと思ってるよ」

　信頼の言葉を投げかけられたゾットは、しばし言葉を失い。

「…………了解した」

　長い長い沈黙のあと、しっかりとうなずき、赤子のアルツを譲り受けた。

　だが、その瞬間。アルツは大きな声で泣き始めた。両親から離れるのを拒むように。

「な、なんだ、これは？　どう対処すればいいのだ？」

　あのゾットが、慌てていた。

　予想外の姿に、留美とリヒトも笑いをこらえ切れず、吹き出した。

　──これが、すべての真実。今に至る経緯。

　この光景を、アルツは不思議な気持ちで眺めていた。

　驚きもあった。戸惑いもあった。だが、それよりも──アルツは納得していた。



　ゾットが交わした、留美たちとの約束に。

　アルツを信じ、すべてを託した、両親の決意と愛に。



　そして、この後に待ち受ける事態に思いを馳はせて……心が震えた。

　アルツは知っている。留美たちとクーラの話し合いが、最悪の結末を迎えることを。

　どんな会話が行われたのか、それはわからない。だが結果として、留美とリヒトは都市のゼノ・トランサーを強奪し、ホワイト・ホライゾンに飛び込んだのだ。

　──おそらく、クーラを道連れにしようとして。

　なにしろクーラは不死身だ。もしも二人が、そのことを知っていたとしたら──クーラを倒すための手段として、道連れを選ぶのはありえる。

　ただ皮肉なのは、それでもクーラは生きていた、ということだ。

　では、留る美みたちの死は無駄だったのか。……アルツは、違うと感じていた。

（みんなが命を懸けてくれたからこそ、俺おれはこうして生きているんだ……）

　父と母。そして──ゾット司令。

　彼らから自分に託されたものを、アルツは本当の意味で理解できた気がした。

「お願いついでに、もう一つ。わたしとリヒトのメッセージ、アルツに残せないかな？」

「可能だ」

　ゾットは赤子をベッドに戻すと、服の中からＸ結晶を取り出した。

　アルツは理解した。あれが今、自分の手に渡っているものだと。

　そして、以前に見たのと同じ光景が、再び目の前に広がる。



「アルツ──まちがえろ!!」



「頼む。冬世界を、そして、ゼノイドたちを救ってくれ」



　聞こえてくるのは、もちろん同じ言葉だ。

　けれどもアルツは、同じ感想は抱かなかった。

　真実の重さと、託された願い。そのすべてを、ありのまま知った今では。

　──いつしかアルツは、涙を流していた。

　今のアルツに眼球はない。それでも泣いた。心で泣いていた。

　なにもかもを失った心が──震えているのだ。

　やがて視界が滲にじみ、像を結ばなくなっていく。本当の涙に揺れるように……。



※　　※　　※



　アルツは目を開けた。

　まぶたが、眼球が──ある。指の先には、冷たく硬質な感触。Ｘ結晶だ。

　周囲には白い建物。空には赤い天てん蓋がい。

　クーラによって支配されつつある要よう塞さい都市に、アルツの意識は戻ってきた。

「今のは……」

　つぶやき、顔に触れる。頬ほおには水滴の流れた跡があった。

　アルツは空を仰ぎ、涙の跡をぬぐって消す。

　そしてＸ結晶を拾い上げると、しっかりと服の中に収めて──上から手を添える。

　たっぷり数秒。祈りと、感謝の念を込めて。

「……よし」

　アルツは立ち上がる。表情に迷いはない。視線を、要よう塞さい都市の中ちゆう枢すう区画──ユグドラシル・システムへと向ける。

　──そのとき、どこからか、アルツを呼ぶ声が聞こえた気がした。

　だが、聴覚によって感じたものではない。

「これは……」

　アルツはきびすを返した。ユグドラシル・システムに背を向けて走り出す。

　やがて、傘のように都市を覆う障壁が見えてきた頃。

『アルツ君。どこに行こうというのだね？』

　またしてもクーラの顔が、空に浮かび上がった。アルツは足を止めて振り仰ぐ。

「クーラ……？　俺おれに、語りかけているのか？」

　それはつぶやきと言ってもいい、小さな声だった。ユグドラシル・システムにいるクーラまで届くことはありえない。だが、クーラはうなずいた。

『そうだ。君と交渉がしたい』

　クーラを映し出す空の横に、新たな姿が映し出される。

　赤い光の柱。その中には、胎児のように膝ひざを抱えて浮かぶ、黒衣の少女。

『君も知ってのとおり、ナユキはシステムの生体ユニットになっているわけだが……考えてもみたまえ。これだけの膨大なエネルギーを発生、制御している彼女に、なんの負担もかからないわけがないだろう？』















「なに……。まさか」

『察しの通りだ。彼女は、その命を削っている』

　非道な事実。それをクーラは、したり顔で告げてきた。

『だからこそ、君の力が──魂魄の触媒イデア・リアクターの力が必要なのだ。彼女を助けるためにも、私に君の力を貸してくれないだろうか？』

　嘆たん願がんの言葉を借りながらも、やはり本質は脅迫だった。

　アルツは、すっと瞳ひとみを閉じる。

「……ああ。よくわかった」

『理解してもらえたようで、なによりだ。ならば、私の元へ──』

「俺おれの両親が、お前の野望を止めようとした気持ちが！」

　カッと目を見開き、アルツは指を突きつけた。天を貫くように、クーラへと。

「そこで首を洗って待っていろ！　お前の野望は、再び止めてみせる!!」

『……これは驚いた。慣用句とはな。いったい、いつの間に覚えたのかね？』

「決まっている。俺の言葉は、両親と──そして、ナユキから受け継いだものだ！」

『なるほど。どうあっても、私に敵対するということだな』

　クーラは納得したようにうなずくと、わずかに肩をすくめた。

『だが、よく考えてみたまえ。君一人で、いったいなにができるというのだ？』

「一人？　一人じゃないさ」

　アルツは背を向ける。もう話すことはない、とばかりに。

　その瞬間、轟ごう音おんが響いた。都市を囲むイデアの障壁が激しく波打っていた。

　やがて、そこから姿を現したものは──。

『サウス・エデン……！　なんと無謀な……！』

　クーラが静かに驚嘆をつぶやいた。

　丸みを帯びた艦首が、赤い障壁を突き破ってくる。ゆっくりと、少しずつ。

　障壁の抵抗と、艦の推進力が拮きつ抗こうしているのだろう。一歩間違えば船体が砕け散りかねない、危険な特攻と言えた。乗組員は生きた心地がしていないはずだ。

　──それでも来てくれた。都市を覆う障壁の中に閉じこめられ、音信不通となった仲間を助けるために。

　アルツの心に響いたのは、そんな乗組員たちの想おもいだった。

「無謀？　それはちがうな。サウス・エデンの艦長は、あのフランだぞ。彼女が動いたということは、必ず勝算があるということだ。ならば、俺は彼女の計算を、決意を信じる」

　アルツは背を向ける。もう話すことはない、とばかりに。

「サウス・エデンのみんな！　がんばれ、もう少しだ！」

　命を懸けている仲間に想いを馳はせ、声援を送りながら、アルツは駆けだした。

　すると、その声が届いたのか。最後はすべてを振り切るように、勢いよく艦が飛び出してきた。更地になっている都市外がい郭かく部に、横滑りで停船する。

　突入、成功である。



※　　※　　※



　ユグドラシル・システムの頂上。

　そこには、都市を覆う巨大な傘の支柱となるべく、天に伸びた光の柱がある。

　ナユキは目を閉じ、その柱の中に浮かんでいた。

『アルツ……』

　声だけが響いた。ナユキの身体からだは、口も、表情も、微動だにしない。

　これがシステムと一体化する、ということだった。身体は生命活動をほぼ停止した冬眠状態となりながら、その精神だけは活発に活動し続ける。

「このイデアの支柱は、君の心を映す鏡とも言える。やはり彼が気になるかね？」

　ナユキの心情を見透かしたように、クーラが問いかけてきた。

　光の柱の側面には、要よう塞さい都市各所の様子が貼はり付くように映し出されている。

　その中の一つ。ナユキの眼前の映像は、アルツの背中を追い続けていた。

　ナユキはここで、すべてを見ていた。システムと一体化した今では、都市の中も外も、大出力のイデアによるレーダー感知で理解できた。

『……別に。ただ、あんたがこっぴどく振られるのが、おもしろかっただけよ』

「言ってくれるではないか。君の命が懸かっているというのに」

『見くびらないでほしいわね。アルツの力なんかなくったって、あたしは簡単にはくたばらないわよ』

「そう願いたいものだな。私の計画は、これからが本番なのだから」

　クーラは、柱に映るアルツの背中を見た。口元には余裕の笑みが浮かんでいる。

「アルツ君には協力を拒まれてしまったが、それも仕方のないことだ。彼はまだ若い。理想論だけで世界が救えると信じきっている。……現実を知れば、考えも変わるはずだ」

『……ずいぶんな上から目線ね』

「否定はしない。だが、言わせてもらおう。君もすでに、こちら側の人間だよ」

　クーラは眼下に視線を向けた。ユグドラシル・システムの元には、都市中の人々が集結しつつある。

「三百年にわたる、私の罪と罰……。ようやく終えることができる」

　つぶやかれた言葉。ナユキがそれに反応した。

『三百年？　罪と罰？　あんた、いったい……？』

「……頃合いか。いいだろう、明かそうではないか」

　クーラは仮面を外し、ナユキに向きなおる。

　美しい女性の顔で。

「私の本当の名は、ノア。三百年前、イデアを行使しＸＥＮＯゼノと戦った戦士にして、人類をゼノイド化する技術を確立させた科学者……そして、世界で最初のゼノイドだ」

『三百年前の戦士で、科学者……!?　あたしと同じように人工冬眠したってこと!?』

「そうではない。白銀超新生の力ならば、本来ならば老いて死滅していく細胞も、完全に再生できる。私はこうして三百年間を生き続け、この失敗作たちを陰から導いてきたのだ」

『その不ふ遜そんな言い方、マジで気に入らないわね。ちょっと長生きできるからって、高いとこ登って人を見下ろして、神にでもなったつもり？』

　ナユキが言葉だけでにらみつけると、クーラは高らかに哄こう笑しようし、仮面をつけなおした。

「神か、それもいいだろう」

　クーラは両腕を大きく広げ、眼下の人々を抱ほう擁ようするように続ける。

「イデアの多た寡かを問わず、何人の人間がゼノイド化したと思う？　その中でこの力を──永遠の命を手に入れることができたのは、私一人だった！　さらに他の者は皆、ゼノイド化で感情をなくしてしまった！　私が！　私だけが！　真に人類を超越して進化できたのだよ!!　他はすべて出来損ないにすぎん!!」

　にやり、と口元に笑みを浮かべたクーラが、ナユキに視線を送る。

「ゼノイドを生み出した者として、私には責任があるのだよ。彼らを守り、導き、完かん璧ぺきな存在へと進化させる責任が、な」

『…………』

　ナユキは無言を返した。それを同意と受け取ったのか、クーラは満足したようにうなずくと、再び眼下の光景を見やる。

「さて、失敗作の選別をはじめよう。まずは見所のある、感情の強い個体を、優先的に生き残らせる。そうして淘とう汰たしていけば、やがて旧人類プロト・カインドとゼノイドの長所を併せ持つ、完全な人間が誕生することだろう」

　そして、都市外がい郭かく部で停船中のサウス・エデンへと、視線を移していく。

「フランを筆頭とする、感情に目覚めたゼノイドたち……。彼らはそれにもっとも近い。自らの意志でこの中に飛び込んできたのなら、せいぜい利用させてもらおうではないか」



※　　※　　※



　障壁の突破に成功したサウス・エデン。

　だが、代償は大きい。艦の装甲表面は赤熱して歪ゆがみ、蒸気を立ち上らせている。艦首にいたっては黒く焼け焦げていた。

　アルツは艦に近づくが、いつもの艦首からは入れそうもない。比較的ダメージの少ない後部へと回り込み、ようやく乗艦できた。

　すると艦内の通路は、乗組員たちのあわただしい声と足音で満たされていた。

「応急処置ダメコン急げ！　足が止まったままじゃ、ただの的だぞ！」

「人手が足りない!?　口を動かしてる暇があったら、手を動かせってんだ!!」

　切羽詰まった言葉が飛び交う中、場違いとも思える幼さを残した声が、アルツの背中にかけられる。

「アルツ！　無事だったです!?」

　フランだった。つんのめるように、階段から駆け降りてきていた。

　アルツは足を止めて振り向き、しっかりとうなずく。

「ああ。心配をかけたな」

「し、心配なんかしてないです！　ただ、あのイデアの壁を突破可能だと計算できたから、実行しただけなのです！」

「そうですね。そのために艦長は、寝る間も惜しんで計算されていましたから」

　横にひかえたメリッサの補足は、やはりアルツの予想とおりだった。

「さすがフランだな。来てくれて、ありがとう」

「う……」

　フランは顔を真っ赤にし、ぷいっと明後日あさつての方を向いてしまう。

「そ、それで、なのです。ナユキたちは、どうしたのです？」

　真実を伝えるのに、アルツは一瞬だけ躊ちゆう躇ちよした。

　しかし、服の中のＸ結晶に軽く手を添え、口を開く。

「ナユキたちのことだが──」



　乗組員たちの邪魔にならぬよう、アルツたちは艦首の格納庫へ移動しつつ話をした。

　メリッサは珍しく表情を曇らせていた。それだけの事態、ということだった。

「……なんということでしょう。ナユキさんは生体ユニットに。リステルさんは洗脳され、ミーネさんはあの装置の中に取り残されたまま」

「困ったのです。まさに絶体絶命なのです」

　一方のフランは言葉とは裏腹に、落ち着き払った声音で告げる。

「艦は機関部に損傷が発生し、航行不能。Ｆ・Ｃ・Ｓ火器管制システムも異常が起き、武装はすべて使用できないのです。加えて、頼みのゼストマーグも稼働できないとなれば……。これはもう、打つ手なしと判断するのです」

　冷静な分析だった。フランは艦長の顔を、アルツに向けた。

「以上のことから、フランは投降を推奨するのです」

「ま、待て!!　いくらなんでも、それは……!!」

「なぜなのです？　フランたちだけでなく、ゼノイドという種まで考慮すれば、これがあらゆる面で生存の可能性の高い選択肢なのです。アルツの話を総合すれば、クーラは最強の敵を迎え撃つための布陣を整えたのです」

「だが、ナユキたちは……！　それに、多くの人たちが飢えて死ぬことになる!!　フランたちだって、雪がなければ生きていけないだろう!?」

「すべて一時的な犠牲なのです。中長期的観点からは、妥当な戦略なのですよ。加えて、サウス・エデンは自活可能な箱舟コロニーでもあるのです。ユグドラシル・システムで生存権が確保され、食料の心配もない状況で、どこに戦う理由があるのです？」

「……どうしてだ。おまえもナユキたちを助けたいから、危険を冒してまで来てくれたんじゃないのか？」

「状況が変わっただけなのです。それくらい、理解しやがれなのです」

　フランはそう言うと、ぬいぐるみに顔を押し付け、上目遣いでアルツを見据える。

　──沈黙。二人とも口を開かず、ただ視線だけが交こう錯さくする。そこへ。

「フラン艦長。無理をするのは、もうやめませんか？」

　メリッサが、静かな声をかけた。

「無理？　なんのことなのです？」

「では、そのぬいぐるみを手放して、もう一度同じ言葉をお願いします」

「…………」

　フランはなにも答えず、より強くぬいぐるみへ顔を埋めた。そして。

「……わからないのです」

　ぽつり、と、フランは弱々しく声でつぶやく。

「フランだって、ナユキたちを助けたいに決まっているのです。でも、この世界を救える可能性が高いのは、クーラだと……もう一人の自分が言って聞かないのです」

　それは、ゼノイドならではの感覚かもしれなかった。どれだけ感情を持とうと、生来の構造的な差異ばかりは、どうしようもない。

　脳を高速演算装置として使用できるゼノイドは、常に戦い続けているのだ。心の奥底に潜む、冷徹な自分と。

「教えてほしいのです。今、なにをすれば良いのか、フランにはわからないのです」

　まるで救いを求めるように、フランは顔をのぞかせる。戸惑いに揺れる瞳ひとみが、アルツを見つめた。

「この胸のもやもやを──感情を、フランはどうすればいいのです？　アルツなら知っているのではないです？」

「フラン……」

　そこにいたのは、何十もの人間を率いる艦長ではなかった。

　大きな重責を負ってしまった、まだ年端もいかない少女。

　そんな彼女に──アルツは背を向ける。

「安心しろ。おまえの想おもいは、俺おれが受け取った」

　だが、拒絶ではない。そこにあるのは、決意を秘めた、戦う男の背中だった。

「アルツ……？　いったい、なにをするつもりなのです？」

「ユグドラシル・システムを破壊する」

「……それで、ゼノイドたちを救えるのです？　世界が救えるのです？」

　フランの問いかけに、アルツは顔だけを振り向かせ──ふっと微笑ほほえんだ。

「違う。ナユキを、助けに行くんだ」

　理屈の枠を打ち壊すのは、いつだって感情の力だ。

　迷えるフランに、アルツはそれを行動で示してみせたのだ。

「みんな、聞いてくれ。俺おれはクーラを止めて、ナユキたちを助け出したい。……だがクーラは、本気でこの世界を救おうとしている。正しいのは、きっとクーラだ」

　三人の会話は、いつしか格納庫の注目の的となっていた。

　一同の顔を見回しながら、アルツは言葉を重ねていく。

「間違いを犯すのは、俺一人でいい。みんなは手を出さないでくれ」

「……アルツさん、それはどういうことでしょう？」

　問いかけてきたメリッサに、アルツは小さくうなずいて答える。

「ゼストマーグを緊急モードで起動させる」

　本来は複座のゼストマーグだが、一人で動かせる機能も有している。

　それが緊急モード。

　だが、普段は分担している機体の操縦とイデアの制御を、同時に行う必要がある。搭乗者にかかる負担は通常の比ではない。

　そのことを案じたのだろう。フランは目を丸くした。

「む、無む茶ちやなのです!!　ナユキたちもいないのに、アルツ一人でなんて……!!」

「たしかにナユキたちはいない。それでも、俺にはまだ……これがある」

　アルツはそう言って、自らの胸に手を当てた。

　──すべてを失ったと思っていた。だが、そんなものは気のせいだったのだ。

　最後に残った、この胸を熱くする鼓動は、最強の武器なのだから。

「大丈夫だ。ゼストマーグは、必ず俺に応こたえてくれる」

　人の想おもいを力に変える。

　それが救世機──それがゼストマーグ。

「おい、聞いたか？」「ああ。アルツさんが、一人で……」

　話を聞きつけた整備員たちが、にわかにざわつき始めた。

　その声をかき分けるように、アルツはゼストマーグに乗り込む。

　たった一人のコクピット。

　いつもならば四人が肩を寄せ合うそこは、今では広々と感じられるほど。

「あのときのナユキも、こんな気持ちだったのかもな……」

　ふと、昔のことを思い出し、アルツは小さく笑った。

　留る美みが死んだとわかったとき、ナユキは一人で機体を起動させた。その後、一時的にイデアが使えなくなってしまったことを考えると、やはり緊急モードの消耗はかなり激しい。

　それでも、ナユキはそうしたかったのだろう。今のアルツと同じように。

　アルツは後部座席に身を沈める。いつもの前部──操縦者の席ではなく、出力制御を担当する席へと。

　やり方はわかっていた。彼女たちの訓練と戦闘を見ていれば。

「……システム、緊急モードで起動。出力と操作をアルツ・ジオフロストに兼任して設定。イデア・シュラウド……フィッティング開始」

　自身を覆う力の膜を拡大しようとするが……うまくいかない。

　機体の姿勢制御に用いるイデア・シュラウドを変化、拡大させるには、全身を覆うスーツは邪魔でしかないのだ。

　イデアを行使する三人の少女が、肌を多く露出させるパイロット・スーツを着ていた理由。そんな単純なことに、はじめて気付く。

「そうか。俺おれ一人だけ、彼女たちより安全なものを着ていたのか……」

　ずっと操縦者だったアルツは、生存性を重視したスーツでも問題はなかった。だが今は、そうはいかない。

　アルツはイデアの光球を作りだすと、それでスーツの袖そでを焼き切った。加減が難しく、皮膚の表面にも火傷やけどを負わせてしまったが、強い意志の前では無視できる程度の痛みだ。

「……よし。これで」

　改めて、自身の力とゼストマーグと重ね合わせる。今度はうまくいった。

　まるで機体と自分が同化したような感覚。

　動け──と念じる。機体の巨大な手指が、金属のこすれる音を立てて動いた。

　いける。問題はない。

　だが、モニターの兵装表示欄は全項赤色オール・レツド。

　やはりアルツのイデアでは、動かすのが精一杯だった。それでも。

「ナユキに感謝だな。俺をここまで鍛えてくれた」

　最初は、機体搭乗用の巻き上げ機ウインチすら動かせなかった。それが今では、これだけ巨大な機体を動かすことができている。

　──さぁ、その努力の成果を、ナユキに見せに行こう。

　アルツは呼吸を整えると、機体の足を持ち上げ、整備台から歩み出させる。

「…………」

　格納庫の人員は固かた唾ずを飲み、その挙動を見上げていた。そして。

「くっ……！」

　アルツがうめくと同時、機体は上半身を傾かしがせ、格納庫のハッチにもたれるように衝突した。振動と轟ごう音おんに、機体の足下の人員たちが身をすくませる。

　その中で、ただ一人。フランだけは、ゼストマーグから視線を外すことはなかった。

「そうまでして、アルツは……。それがアルツの答え、感情を持つ人間の答え……ということなのですか」

　そしてフランは、ぬいぐるみを下ろし、「アルツ!!」と叫ぶ。

「大口を叩たたいたからには、しゃんとしやがれなのです!!　そんな有様で、どうやってナユキたちを助け出すのです!?」

　厳しい言葉ながらも彼女は背中を押してくれた。ナユキたちを助けてこい──と。

　それに触発されたのか、続く声がある。活発そうな整備員の女の子だ。

「そうですよ！　アルツさんの思うまま、好きにやっちゃってくださいよ！」

　一同の視線が集まった。だが彼女は気にすることもなく、声を張り上げる。

「間違ってるから、なんだって言うんですか！　誰だれかを助けたいって気持ちに、良いも悪いもないです！　それに、アルツさんのその優しさがなければ、わたしたちはみんな死んでたんですから！」

　その言葉が、ざわめきを起こす。先ほどとは空気の異なるざわめきを。

「……まぁ、そうなんだよなぁ」「俺おれたちみんな、あの人たちに助けられたわけだし」「ナユキさんたちがいなくなるのは、いやだよ。今度は俺たちが……」

　声とは、音だ。同じ波長の音が出会えば共振し、大きくなる。

　それが今まさに、この格納庫の中で起きていた。

「みんな……！」

　そしてアルツは、魂魄の触媒イデア・リアクター。人々の想おもいを聞き届け、力に変える存在だ。

　ゼストマーグは、力強く巨体を起こす。周囲の声に支えられて。

「心配をかけた。だが、もう大丈夫だ。誰か、ハッチを開けてくれ！」

　アルツがコクピットから呼びかけると、野太い男の声が返ってきた。

「そいつは無理な相談だ。さっき障壁をぶち抜くときに、艦首は損傷しちまった。ハッチは歪ゆがんで開かねぇぜ」

　整備長だ。しかめ面が常態のような、屈強な体たい躯くの男だった。

　だが、そんな男に対し、フランはまったく物もの怖おじせず、艦長の顔で告げる。

「なら、艦長権限でハッチの破壊を許可するのです」

「おいおい！　勝手に言ってくれるが、直すのは俺たちなんだぜ!?　ただでさえ艦はあちこちヤバいってのに、そんな仕事増やして──むぐっ!?」

　そこで彼の切実な意見は途切れた。整備員の少女が口を手でふさいだのだ。

「親方、どのみち艦首は全面改修ですって。いまさらハッチの一つや二つ……ねぇ？」

　親方と呼ばれた整備長は、彼女の手を振り払う。そして、腕を組んでうなった。

「まぁ、そりゃあ、そうだがよ……。ええい、もう好きにしやがれ！」

「って、ことですよ、アルツさん！　ばーんといっちゃってください！」

　にこりと笑う、整備員の少女。その横では、フランが不敵な笑みで号令を放つ。

「総員、第一種戦闘態勢！　迅速に艦の復旧を終了させ、アルツに続くのです!!」

『了解！』

　アルツを一人で戦わせはしない。その覚悟に、みんなも応こたえてくれた。

　まるでコクピットの中にまで、熱気が届くようだった。アルツは目を細める。

「フラン……。みんな……」

　そのとき、モニターに映るフランが、高々と拳こぶしを突き上げた。

　アルツはそこに、無言の誓いと闘志を感じた。

　それは、みなも同じだったのだろう。次々と拳が突き上げられていくではないか。

　アルツの心に闘志が湧わき上がり、ゼストマーグがそれに応こたえた。モニターの兵装表示欄に、近接格闘の武装名が使用可能グリーン・シグナルで点灯する。

　一つうなずいて、アルツは声を張り上げる。

「ともにいくぞ、ゼストマーグ！　出撃だ!!」

　鋼の神も腕を振る。これが俺おれたちの意志だ、とばかりに。

「ストライク──フィストぉッ!!」

　鉄のひしゃげる轟ごう音おん。叩たたきつけた巨大な拳が、ハッチをこじ開け、前方へ吹き飛ばした。

　光が射さし込こむ。赤い空から降り注ぐ赤い光が、閉じられた格納庫を満たしていく。

　機体が伸ばした腕の先。そこに見えるのは、ユグドラシル・システムだ。

　アルツは思う。

　あの日、ナユキに届かなかった手を、今度こそ届かせてみせる──と。

「この、ゼストマーグとともに！」

　機体はゆっくりと進む。雪が溶け、露あらわになった大地を踏みしめながら。

　カタパルトも使わない、勇猛さに欠ける出撃。

　だがそれは、アルツたちにはなによりも価値のある、大きな一歩だった。

　ＸＥＮＯゼノに襲われての、行かざるを得ない出撃ではない。

　アルツたち自身で選んだ、大切なものを守るための戦いだ。



※　　※　　※



『ゼスト!?　まさか、アルツが一人で……!?』

　ナユキは、システムの中から状況を理解した。

　灰色のゼストマーグ。待機状態のままであり、動かすのが精一杯ということだ。

　それでも、一歩、また一歩と、確実にこちらへと近づいてくる。その姿からは、搭乗者の決意と覚悟を感じずにはいられなかった。

「どうした？　やはり彼と戦うのは、気が引けるかね？」

　見透かしたように、クーラが仮面の奥から視線を向けてきた。

　ナユキは、わずかに呼吸を溜ためる。そして、動かぬ口の代わりに、イデアの空を震わせて言葉を発した。

『……そんなわけないじゃない。あたしだって、覚悟は決めてる』

「その言葉、信じよう」

　満足そうにうなずいたクーラは、視線をゼストマーグへと移す。

「来るなら来たまえ、アルツ君。私とて、三百年にわたる宿命があるのだ。そう簡単には負けてやれんよ」

　決意の言葉を紡ぐクーラのはるか足下。

　ユグドラシル・システムの直下で、青い影がゆらりとうごめいた。



※　　※　　※



　歩みを進めるゼストマーグのコクピットの中、アルツは警告音アラートを聞いた。

「急速接近する機体！」

　モニターを見やる。その瞬間、視界が白く飛んだ。

「閃せん光こう弾!?」

　だとすると、これは──。

　最悪の予想が脳裏に浮かぶと同時、ふと不吉な予感が背筋を駆け抜ける。アルツは反射的に、機体の腕を掲げさせた。

　直後、襲い掛かる衝撃。振り下ろされた刃ストツクが、ゼストマーグの腕をえぐる。

「ぐっ……!?」

　イデア・シュラウドによって、アルツと機体は接続リンクしている。アルツ自身の腕にも、鈍い痛みが走った。

　やがて、麻ま痺ひしていた網もう膜まくが像を結ぶ。

　モニターに映し出されたのは──やはり、量産型ゲマルガルド。ゼストマーグと同種・同系統の機体でありながら、各部の形状は簡略化されている。

　その特徴とも言える頭部の単眼が、ゼストマーグを見据えた。

「これ以上、『兄さん』へは近づけさせないよ」

　機体から放たれたのは、リステルの声だ。今もまだクーラの支配下にあるのは、その言葉からも明白だった。

「やめろ、リステル！　俺おれだ！　俺がアルツだ！」

「なにを言っているんだい？　僕の兄さんは、君じゃない」

　アルツの呼びかけは届かない。量産型ゲマルガルドは、なおも執しつ拗ようにストックを振るい続けてくる。

　防戦一方。アルツは耐えるしかない。

　機体の損傷は積み重なり、モニターの機体情報ステータス欄が危険を告げる。そしてアルツも、身体からだを斬きりつけられる苦痛を味わっていた。

　だと言うのに、アルツが感じたのは、自身の心配などではなかった。

（ナユキも、ミーネも、リステルも……みんな、この痛みに耐えて戦っていたんだな……）

　仲間たちへの感謝の念。

　それがあまりに今更なことに感じられ、アルツは自じ嘲ちようした。

　──そして確信する。リステルの洗脳が、完全ではないことに。

　アルツは、機体の両腕を下げた。棒立ちとなったゼストマーグに、量産型ゲマルガルドも動きを止める。予想外の行動に警戒しているのだろう。

「……どういうつもりだい？」

　問いかけるリステルに、アルツは答える。優しい声で。

「もうやめよう。俺おれは、おまえとは戦いたくない」

「そう。じゃあ、ここで死んでもらえるかな」

「死なないさ。そんな攻撃では」

　嘲あざけりや虚勢ではない。アルツの声音は揺れていない。

「……どういう意味？」

「俺は知っている。おまえの剣けん閃せんの鋭さを。一撃の重さを」

　リステルの全力ならば、いくらゼストマーグでも無事では済まないのだ。

　なのに今、機体は五体満足を保っている。

　きっと、リステルは──。

「おかしなことを言うね。僕は手加減、なんて……うぅっ」

「リステル！　どうした!?」

「ど、どうして……？　君の声が、兄さんの声みたいに聞こえて……あ、頭が……!!」

　アルツの予想は的中していた。今、彼女の洗脳は揺らぎ始めている。

　──俺の声は届く。届くはずだ。届かせてみせる。

　アルツの決意に、ゼストマーグの胸部が開く。その心をさらけだすように。

「なっ……!?　君は正気かい!?　戦闘中に、そんな……!?」

「よく見ろ！　俺がアルツだ！　おまえの兄だ！」

　ただ、それだけを伝えるため。そんな行動ができるのが、アルツなのだ。

「俺は、おまえを救い出すためなら、なんだってする！　だから、リステル！　クーラの洗脳なんかに負けるな!!」

「僕の……僕の兄さんは、兄さんは……。誰だれよりも優しくて、いつも僕に力をくれて……そうだ、君みたいに……」

　声が届いた──と、アルツが思った、次の瞬間。

「わ、わからない……！　僕の兄さんは、どこにいるの!?」

「リステル！　ここだ！　俺はここにいるぞ！」

「う、うぅ……。君が、兄さん……？　でも兄さんは、僕に君を倒せって……」

　混乱の極みに陥るリステル。

　行き場をなくした思考は、やがて機体にも伝わったのだろう。

「う……うわああぁぁっ!!」

　量産型ゲマルガルドの手にした、巨大なストック・マニューバが突き出される。

　アルツはそれを──避よけようともしなかった。すべてを受け入れるように。

「……どうして、君は」

　そして──凶刃は、無防備なコクピットの眼前で止められていた。

　アルツは微笑ほほえみすら浮かべて答える。

「信じていたからな、リステルのことを」

「信じる……。あの兄さんは、そんなこと一度も言ってくれなかった。僕にただ命令するだけで。けれども、君は……」

　リステルはつぶやき、しばらく無言を続けた。

　やがて、ガツンという音がコクピットから響くと、そのハッチが開く。

　姿を現したリステルの額からは──一筋の鮮血が流れていた。アルツは慌てる。

「リステル、大丈夫か!?」

「……うん。心配しないで……『兄さん』。ようやく意識がはっきりしたよ」

　リステルは、アルツのことを兄と呼んだ。

　そして身を翻ひるがえすと、ゼストマーグのコクピットに飛び移ってくる。

「僕は、僕自身が許せないよ。たとえ一時でも、兄さんのことがわからなくなるなんて。だからこの傷は、この痛みは、僕への罰なんだ」

　血に濡ぬれた顔で、リステルは微笑みかけてきた。

　アルツは、そっとそれをぬぐってやる。

「まったくおまえは……。もう少し、自分の身体からだを大切にしたほうがいいぞ？」

「その言葉、そっくりそのまま兄さんに返すよ」

「……ふっ」

「……あはっ」

　そうして、どちらともなく笑い出した。

　互いの絆きずなを、想おもいを、確かめ合うように。



※　　※　　※



　一方、その頃。ユグドラシル・システム内部の、壁に囲まれた小部屋では。

「…………」

　捕らわれたミーネが、虚うつろな視線を宙に向けていた。

　彼女の全身を這はうのは、雪で作られた白く長い縄。それが肌に食い込むほど、ミーネをきつく縛りあげていた。

　抵抗できないよう、両腕は頭上に掲げて壁にくくりつけられている。だが、すでに彼女から抵抗の意志は感じられない。無む造ぞう作さに床に投げ出された足が、その証拠だ。

「アルツ、さん……」

　かすかな呼び声が、乾いた唇から紡がれた。

　そのときだ。金属同士の激しい衝突音が、外から断続的に聞こえてきたのは。

「これって、戦闘の？　まさか、アルツさんが……？」

　要よう塞さい都市の建物の例に漏れず、この小部屋も窓がなかった。

　外は、どうなっているのか。ミーネは情報を求めるように身をよじるが、その柔らかな身体からだ、豊かな胸の膨らみへ、より強く縄が食い込むだけだった。

「あ、うっ……」

　ミーネの顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。痛みのためか、その頬ほおはわずかに紅潮していた。

　ゼストマーグの出力調整者ドライバーのスーツは、肌の露出面積が多い。機体とのフィッティングのためだが、今はそれが仇あだとなった。

　白い肌に、縄の赤い跡を浮かび上がらせ──ミーネは、乾いた声で笑う。

「はは……。おかしいな。わたし、どうしたいんだろう？　アルツさんとも、クーラさんとも、顔を合わせたくないはずなのに……」

　すべてが変わってしまった日のことを思い出す。

　ミーネは、自分で志願してこの小部屋に入ったのだ。誰だれとも会わず、なにもせず、ただこうしていたかった。イデアで作った箱の中に引きこもるように。

　顔をうつむかせるミーネ。その拍子に、髪留めがするりと落ちて、床に転がった。

「あ……。あれ、は……」

　かつてリィザにもらった、大切なものだ。ふと、そのときの言葉も思い出される。

　──女の子は、オシャレにも気を使うものでございます、と。

　暖かな笑顔、優しい声も、そのままに。

　ミーネにそれを拾い上げることはできない。たとえ身体が自由だったとしても、だ。

「うっ……。リィザ、さん……」

　縛られた心からこみ上げてくるのは、懐かしさと──悲しさ。

　ミーネの瞳ひとみから涙がこぼれ落ちる。

　そのときだ。滲にじむミーネの視界に、ありえないものが見えたのは。

『はい、これ。落としたよ』

　差し出された、誰かの手。降りかかる、誰かの声。

　ミーネは顔を上げる。そこにいたのは、どこかで見た気がする女性だった。

　かつて現れた、ヒューマノイド級ＸＥＮＯゼノだ。……と、いうことは。

「あなたは、たしか……アルツさんの……？」

『そ。箕みの輪わ留る美み。あなたとは、はじめましてだね』

「やっぱり……。あのとき死んだと思ってましたけど、生きてたんですね！」

　そう口にした次の瞬間、ミーネは、おやと首を傾かしげた。

　にこりと笑った留美の全身は赤みを帯び、うっすらと透過しているような……？

　ミーネが戸惑いに目を瞬まばたかせる。留美は、ミーネに髪留めをつけながら答えた。

『わたしはね、この髪留めに宿ったイデアの残留思念。まぁ、幽霊みたいなものかな』

「残留、思念……？」

『これはね、わたしが作って、ノアにあげたものなんだ。……あ、ノアってのは、クーラとかリィザの昔の名前ね』

　髪留めをつけ終えた留る美みは、ミーネに広げた掌てのひらを向けた。

　放たれる赤い光。そのまぶしさにミーネが目を閉じると、両腕が重力に引かれて落ちた。

「えっ、あれ？」

　ミーネを縛り付けていた縄が消えていた。やや遅れて、自由になったことを理解する。

「ど、どうして……？」

『この装置の中は、イデアが充満してるからね。奇跡みたいなことだって、起こるんじゃないかな。わたしにも、よくわかんないけど』

　きょとんとするミーネ。細かいことは気にするなとばかりに、留美は笑い飛ばす。

「あ、い、いえ……。そうじゃなくて……」

『ん？　あ、ごめんごめん。早とちりしちゃったかな。……で、なに？』

「その……どうして、助けてくれたんですか？」

　今度は、留美がきょとんとする番だった。

　数秒の後。彼女は再び、にこりと笑う。

『理由なんかないよ！　困ってる人がいたら、助けるのが当然だもの！』

　その言葉を聞いたミーネの瞳ひとみに、少しだけ光が戻る。

（この人は本当に、アルツさんのお母さんなんだ……）

　留美の笑顔に、アルツが重なる。ミーネが憧あこがれた、強くて優しいアルツの笑顔が。

　──だからこそ、アルツの『あのような姿』は見たくなかった。

「……わたし、ここから出たくありません」

　ミーネは膝ひざを抱え、背中を丸める。

　そのとき、再び戦闘の音が聞こえた。ミーネは顔をはね上げるが、またすぐにうつむいてしまった。

　見えないからこそ、不安になる。だが、もしも見てしまって──それが、自分の見たくないものだったとしたら。

　怖い。現実を叩たたきつけられることが。だからミーネは動けない。動かない。

　そんな彼女の横に並ぶように、留美が腰を下ろした。

『もどかしいよね、こういうときって』

「え……？」

『どうしたらいいのか、わからないんでしょ？　心がもやっとして、動くに動けなくてさ』

「…………はい」

　長い沈黙の後、ミーネはうなずいた。すると留美は、ミーネの肩をそっと抱き寄せる。

『わたしもね、ノアと……クーラと戦うって決めるのは、大変だったよ。あいつのこと、友達だと思ってたから』

「クーラさんと……!?　友達だったのに、ですか!?」

　ミーネは目を丸くして、留美の顔をのぞき込む。

　留る美みの表情は、どこか寂しげだったが──それでも、瞳ひとみには力があった。

『戦わなきゃいけない。それがわかってても、やっぱり戦いたくない。……そんなとき、わたしがどうしたかっていうとね』

　留美はそこで言葉を切って、広げた掌てのひらを頭上に掲げた。

『がんじがらめの今じゃなくて、まだ見ぬ未来に希望を羽は撃ばたかせたんだ』

「はば、た……？」

『あ、そっか。もうこの世界には、鳥がいないんだっけ。夏世界にはね、そうやって空を飛ぶ生き物がいたんだ』

　留美は両腕をぱたぱたと上下に動かした。これが羽撃く、ということなのだろう。

　そして閑かん話わ休きゆう題だいとばかりに、箱を横に移動させるような仕草をする。

『ま、それは置いといて……。今、どうしたいかじゃなくて、未来がどうだったらいいかを、わたしは考えたんだ』

「未来……ですか」

『そう。わたしにとって最高の未来は、アルツと那な雪ゆきの幸せな毎日だって、気付いたから』

　留美はそう言って目を細めると、ミーネに問いかける。

『あなたにとって最高の未来って、なんだろうね』

　そして、その姿が少しずつ消えていく。

　ミーネはいまだ答えを見つけられないまま、留美に呼びかける。

「あ……。わ、わたし……」

『その答えは、アルツに聞かせてあげてね』

　──じゃあね、と言い残して、彼女はいなくなった。

　残されたミーネは、しばし虚空を見つめる。

　だが、その瞳は、先程までの虚うつろなものではない。

「わたしは……きっと……」

　ミーネは立ち上がると、ゆっくりと、しかし確かな足取りで、小部屋を出た。

　降りる。階段を、ユグドラシル・システムの内部を、下へ、下へ。

　──アルツの元へと。

　外へ出ると、そこには雪を求めて集結したゼノイドたちがいた。

「あなたか！」「私たちに、雪を！」「雪を！」

　姿を現したミーネに救いを求めるように、人が殺さつ到とうしてくる。

　目にした現実。それはある意味では、もっとも見たくないものだった。

　血走った目。飛び交う怒ど号ごう。生にしがみつこうとする執念は、確かに本来、人間が持っていて、ゼノイドが失ったものだ。彼らはそれを取り戻している。

　だけど、違う。ミーネが心に思い描えがく最高の未来とは、絶対に違う。

（これが……こんなのが、クーラさんの……？）

　希望の一つは、無惨にも裏切られた。ずきりと胸が痛むが……それでも、ミーネは進む。

　もう一つの──最後の希望へ向かって。

「ど、どいて！　どいてください！」

　ミーネは人をかき分ける。もみくちゃにされようと、その手は、足は、止まらない。

　気付いていた。先程まで聞こえていた戦闘の音が、今はぴたりと止やんでいることに。

　人の障壁を抜ける。ミーネの足は、ついに走り出した。

　やがて、建物の陰から、対たい峙じする二体の巨人が現れる。

　ゼストマーグと、量産型ゲマルガルドだ。

「あ……」

　思わずミーネの足が止まる。目を凝らして見れば、信じられない状況だった。

　ゼストマーグのコクピット・ハッチが開いているではないか。だが、攻撃を受けて損傷したわけではないようだ。

（まさか、アルツさんが、自分で……？）

「君が、兄さん……？　でも兄さんは、僕に君を倒せって……」

　どうやらリステルは、クーラに洗脳されたままのようだった。そして、今まさに量産型ゲマルガルドが、ストック・マニューバの先端を突き刺そうと動き──。

「アルツさん!!　避よけて!!」

　叫ぶも、ゼストマーグは微動だにしない。最悪の結果から、ミーネは目を逸そらして。

「……どうして、君は」

「信じていたからな、リステルのことを」

　聞こえてきた声に、ミーネは顔を上げた。リステルの攻撃は寸前で止められている。

　そしてリステルは、アルツと言葉を交わすと──正気を取り戻し、ゼストマーグのコクピットに飛び乗っていった。

　なにが起きたのか、ミーネにはわからない。

　けれども、たった一つ。確かなことがあった。アルツは戦い以外の方法で、リステルを救ったのだ。

「アルツさん……。やっぱりあなたは、わたしの……」

　希望に満ちた眼まな差ざしで、ミーネはゼストマーグを見上げる。

　──ミーネの信じたアルツが、戻ってきた。

「アルツさん！　リステルさん！」

　ミーネは手を振る。自分を導いてくれる、頼もしい彼へと。



※　　※　　※



　コクピットのアルツは、前部の操縦席へと戻った。

　リステルは後部座席で、操作盤コンソールに指を走らせている。すると彼女が、なにかに気付いた。操作をやめ、モニターの端を指さす。















「兄さん、あれを見て」

「ミーネか!?　ユグドラシル・システムの中に取り残されたままだと思っていたが……脱出できたのか！」

　機体に駆け寄ってくるミーネのために、アルツは搭乗用のワイヤーを垂らす。

　やがて、ミーネがコクピットへ昇ってきた。よほど急いできたのか、その息は上がり、頬ほおは紅潮している。

「はぁ、はぁ……」

「ミーネ！　無事でよかった……。ひどい目に遭わされたりはしなかったか？」

「は、はい。クーラさんに縛られてました」

　非道な行いを受けたことを口にするが、ミーネの表情はうれしそうだった。

　アルツが不思議そうに首を傾かしげた、そのとき。

　聞こえる、かすかな地響き。伝わる、かすかな振動。

　地震かと思われたそれは、頭上から降り注ぐ声で否定される。

『これは地震ではない。天災などとは比較にならない災厄──まさに終末の足音だ』

「クーラ……！」

　赤い空に映る仮面の女性。彼女は確信に満ちた声で告げる。

『リステルの洗脳が解かれたことに続き、まさかミーネ君が自力で脱出するとはな。想定外のことばかり起きたが、これだけは言える。どれだけ仲間を取り戻そうと……君たちでは、あれには勝てない』

　クーラは言葉を濁したが、その正体は言わずもがな。Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノの襲来だ。

『現実を見せよう。イデアの障壁に穴を開ける。そこから外へ出て、自分たちの目で確かめるといい』

「……いや、いい。おまえの世話にはならない」

　きっぱりと申し出を断ったアルツは、リステルを振り返る。

　以心伝心。それでアルツの意図は、彼女に伝わった。

「わかったよ、兄さん。あんな障壁くらい、僕が斬きり裂いてみせる」

「ああ。洗脳された鈍い剣筋ではない、おまえの本当の剣筋をクーラに見せてやれ」

　アルツは兵装切替シフトレバーを、リステルに入力。

　──白銀新生。

　ゼストマーグが内部に蓄えている雪から高エネルギーを抽出し、物質を生成する。

　くすんだ灰色から、鮮やかな青へ。リステル仕様となって生まれ変わったゼストマーグは、赤い壁に向かい、その両足で走り出す。

　都市から雪が消えた今、滑走による高速機動はできない。それでもゼストマーグの運動性能をもってすれば、都市外がい郭かく部までは数十秒で到達できた。

　赤い壁を前に、ゼストマーグは腕部一体型の近接武装を振りかぶる。

『ディザスター・ブレード!!』

　アルツとリステルの声が重なり、障壁を斬り裂く。

　──だが、浅い。わずかに穿うがたれた穴は、瞬く間に閉じられようとする。そこへ。

「まだまだっ！」

　リステルの気合が迸ほとばしる。腕部関節の駆動装置アクチユエーターを酷こく使しし、ブレードの連撃を叩たたき込こみ続ける。剣けん閃せんの数たるや、実に一秒間で十撃。

　しかし、機体性能の限界を超えようかというその挙動は、大量の雪を消費して実現されているものだ。刻一刻と機体内部の雪は減り続け……ついに10％を下回り、危険を知らせる短い警告音アラートが鳴り始めた、そのとき。

「兄さん！　今だよ！」

「ああ！」

　ついに大穴が穿たれる。瞬時に再生を始めた障壁が閉じるよりも早く、機体はその穴を駆け抜けた。

　都市の外は一面の白い雪。本来の冬世界の風景が広がっていた。激戦に備え、ゼストマーグは足裏から燃料アウター・スノウを補給する。

　やがて、降りしきる雪が作る白い薄膜に、黒く巨大な影が映った。

　……Ω─ＸＥＮＯだ。

「距離が近い!?　いつの間に!!」

「い、いえ……。目標までの距離は、約二キロ……です。全高は三百メートルを超えるかもしれません……」

　サブ・ドライバーのミーネが、計器類から得た数値を報告する。かすかに震えた声で。

　遠近感が狂うほどの巨体、ということだった。それだけの距離を隔ててなお、はっきりとシルエットを確認できる。

　その異形は、歴史上に存在したいかなる生物ともかけ離れていた。

　三つの頭部、三本の長く太い首。人間のように手足を持ち二足歩行をしながら、強きよう靱じんな尻しつ尾ぼを引きずりやってくる。

　最強最悪の敵に、アルツはごくりと唾つばを飲む。

「これがかつて旧人類プロト・カインドを滅ぼしたという、Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノか……」

「信じられない……。あのフォートレス級以上の大きさだなんて」

　リステルが動揺を隠し切れない様子でつぶやいた。

「二人とも、怖おじ気けづくな！」

　アルツが鼓舞する。

「そんなことで勝敗は決しない！　フォートレス級を倒したときを思い出すんだ！」

「アルツさん……。はい！　わかりました！」

「そうだね。兄さんの言うとおりだよ」

　力強い言葉に、ミーネとリステルの表情も引き締まる。──だが。

『甘いな。この現実を見ても、そんなことが言えるかね？』















　ゼストマーグの背後。要よう塞さい都市を覆う赤いイデアの障壁をスクリーンに、仮面の女性は高みから見下ろしていた。まるで、アルツたちの覚悟を嘲あざ笑わらうように。

　それが合図だったかのように、Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノが動いた。

　三つ首が氷塊を吐き出したのだ。それは雪の上に落ちて割れ、中からＸＥＮＯが現れる。

　トリケラ級、ブラキオ級、ティラノ級──。

　瞬く間に生まれた軍勢。それは悪夢のような光景だった。Ω─ＸＥＮＯは、フォートレス級と同じ機能を有していたのだ。

　しかも真に恐るべきは、フォートレス級にあった吸雪器官が見当たらないことである。

　Ω─ＸＥＮＯは、体内のエネルギーだけで新たなＸＥＮＯを生成できるのだ。そのエネルギー総量たるや、ゼストマーグを優に凌りよう駕がしていると推測できる。

『これで理解したかね。戦おう、などとは思わないほうが賢明だ。三百年前の悲劇を繰り返すことになる。ここは私とナユキに任せたまえ。そのためのユグドラシル・システムだ』

　クーラが語りかけてくる。その声に嘲あざけりや挑発の色はなく、本心からの忠告に聞こえた。

　だがアルツは──薄く笑みを浮かべた。

「賢明、か。残念だが、今の俺おれには意味のない言葉だ」

『……なに？』

　はじめて耳にする、クーラの戸惑いの声。アルツは操そう縦じゆう桿かんを握り、迷いなく言い放つ。

「大局的な視点から見れば、おまえはきっと正しいのだろう。だが俺は、間違いを犯すと決めた！　俺は俺のやりたいことをやらせてもらうぞ！」

『……想定外を通り越し、愚かと言うしかないな。万に一つも勝ち目のない戦いに挑むか』

「ああ。俺はまだ信じている。ゼストマーグが起こす奇跡を！」

　ゼストマーグは都市を背負うように、Ω─ＸＥＮＯへ向かい合う。

「この都市を救うのは、人々に痛みを強いて得た力なんかじゃない！　守りたいと願う心が発する、無限の力だ！」

「アルツさん……。そう。そうです。わたしは、そんなアルツさんを信じたから、今ここにいます！　なにを信じていいか、わからなくなっていたわたしにとって──アルツさんは希望そのものなんです！」

　アルツの背中にかかる、ミーネの声。それがふと、かつての記憶を思い出させた。

　あれは……そうだ。アルツが初めてゼストマーグに乗ったときに、ナユキが言っていたことだ。

《背中には、いつだって守るべき人がいた。だから戦い続けることができた》

　あの言葉が持つ本当の意味と、そこに込められた覚悟。クーラにあって自分になかったそれを、アルツはようやく見つけた気がした。

「……ミーネ。おまえの心、確かに受け取った。いっしょにΩ─ＸＥＮＯを撃退するぞ！」

　アルツがペダルを踏み込む。

　機体は板を展開。雪煙を巻き上げ、Ω─ＸＥＮＯに向かい猛然と加速していった。



※　　※　　※



　ユグドラシル・システムの頂上。光の柱の内部には、戦闘を開始した青いゼストマーグの姿が映し出されていた。

「希望、か……。憐あわれなものだな。それが絶望に変わることでしか、現実を見つめられないのは。君もそう思わないかね？」

　クーラが問いかける。しかしナユキは、彼の言葉を聞いてはいなかった。

『アルツ……。それに、ミーネとリステルも……なんで……』

　雑兵を蹴け散ちらすように、ゼストマーグは危なげない戦いを続けている。

　だが、今はまだ前ぜん哨しよう戦せん。Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノとの決戦が始まってしまえば、後は……。

「どうした？　三百年前の君たち自身の姿でも、あれに重ねたか？」

　ナユキはそれには答えず、『どうでもいいでしょ』と、話を逸そらす。

『それより、早く準備しなさいよ。ここからが本番なんだから』

「言われるまでもなく、そのつもりだ。まぁ安心したまえ。君たちの悲劇、繰り返させはせんよ。アルツ君たちも、この要よう塞さい都市も、世界のすべては私が救ってみせる」

　クーラの足下の床が下降し、自信に溢あふれた声を残しながら姿を消していった。

　一人残されたナユキは、そっとつぶやく。

『これで、よかったんだよね……。留る美みさん……』



※　　※　　※



「ディヴァイン・スラッシャー!!」

　ゼストマーグはティラノ級の懐に飛び込み、赤く光るストックを一いつ閃せん。胸部の中ちゆう枢すう結晶を破断されたティラノ級は、雪の塊になって崩れ落ちる。

　その陰から迫る衝しよう角かく。トリケラ級の突進だ。

「アルツさん！　同時に右から……あっ、左からも！」

　それだけではない。突進してくるトリケラ級の総数は、六体。全方向から逃げ場なしの攻撃を繰り出してきた。

「──ならば！」

　だがアルツは、道を見み出いだした。

　上だ。ゼストマーグが跳躍する。足元でトリケラ級が正面衝突し、同士討ちになる。

　回避成功──と思った、その瞬間。

　狙ねらい澄ましたように飛来する氷塊。ブラキオ級の砲撃が、機体に直撃した。

「くうっ!?」

　水平に吹き飛ぶ機体。衝撃に意識を揺らしながら、アルツは内心で舌を巻いた。

（なんてことだ……！　ＸＥＮＯゼノが連携を取るとは！）

　しかも驚くべきことに、この戦闘中に敵の行動パターンが変化したのだ。

　当初こそ敵の動きは単調で、アルツたちは苦もなく蹴け散ちらし続けた。しかし、少しずつ統率が感じられる動きになり、今では完かん璧ぺきな連携を見せている。

「これも、ＸＥＮＯの進化ということか……！」

　アルツが驚嘆すると同時、機体が地に叩たたきつけられる。

　そこへ襲い掛かる、六体のトリケラ級。またしても全方向からの突進だった。

　体勢を立て直し、跳躍する余裕はない。……いや、そもそも跳躍したところで、的になるだけだ。

「だが、俺おれたちは、ゼストマーグは！　この程度の窮地ならば、何度も乗り越えてきた！　そうだろう、リステル！」

「うん！　僕と兄さんの世界には、誰だれも立ち入らせはしないよ!!」

　リステルの想おもいが、ゼストマーグの更なる力を呼び起こす。兵装表示欄に新たな名称が表示されたのだ。

　アルツは操そう縦じゆう桿かんの両トリガーを引き絞る。

　ゼストマーグはストックを腰に装着。補助ブースター・モードにした上で、両腕を左右に大きく広げる。さらに、肩アーマーの近接防御用ブレードが、前方に倒れる。

　後方にはストック。左右には両腕。前方には肩アーマー。

　合計六つの突起が、それぞれの方向に狙ねらいを定めて。

『ヘキサ・ゲヘナ・ブレイカー!!』

　アルツとリステル。二人の闘志が赤い光の槍やりとなり、六つの突起から放たれた。

　槍の射程は、約二十メートル。そこはリステルの『愛』が支配する、何者の侵入も許されぬ世界だ。立ち入った六体のトリケラ級は容赦なく貫かれ、命をもってその罪を償った。

　ＸＥＮＯが進化するならば、人間は成長する。

　攻撃は最大の防御。それが以前のリステルだった。だが今は、攻防一体の武装を使いこなしている。

　彼女は隙すきを突かれクーラに洗脳された。それが、心境の変化をもたらしたのだろう。

　周囲の敵を一掃したアルツは、機体をΩオメガ─ＸＥＮＯへと向けて。

「よし！　この調子で──」

　言葉を、失った。Ω─ＸＥＮＯは、またしても新たなＸＥＮＯを生み出していたのだ。

　──見たこともない、謎なぞのＸＥＮＯを。

「あれが、鳥……？」

　ミーネが、ぽつりとつぶやく。

　謎のＸＥＮＯは空を飛んでいた。アルツたちには手の届かない、はるかな高みを。

　それを可能にしているのは、翼だ。ずんぐりと丸みを帯びた胴体から、左右に大きな翼が生えている。

「少し待って。データを照合してみる」

　リステルはまだしも冷静に、操作盤コンソールに指を走らせた。

「……ダメだね。該当するＸＥＮＯゼノは見つからないよ」

「ラプター級のような、夏世界のＸＥＮＯではないのか……」

　つまりあれは、完全に新種ということだった。

　この短時間での進化の速度に慄おののきつつも、アルツは思考を止めることはない。

　彼女たちの命を預かり、この機体を預かるパイロットとして。生き延びる術すべを常に模索する癖が、染みつつあった。彼もまた成長していたのだ。

「ならば、夏世界の類似する生物の特徴を教えてくれ！　対応の手がかりが、きっとあるはずだ！」

　アルツの指示に、リステルは即座に応こたえた。

「これだね。翼竜・プテラノドン。特徴は──滑空能力。空に留とどまり続けることに長たけていて、自ら飛び上がったりするのは苦手だったみたいだよ」

「なるほど。では、降りてきたところを迎え撃てば……！」

　作戦は決まった。

　折りよく、新種のＸＥＮＯ──プテラ級も動きを見せた。様子をうかがうように、ゼストマーグの頭上を旋回していたのだが……姿勢が、わずかに傾いたのだ。

　急降下。鋭く尖とがった頭部が、機体を貫こうと降ってくる。それはトリケラ級の突進を思わせる攻撃だった。

　だが、軌道は直線。タイミングさえ合わせれば、斬きり伏せるのは容易たやすい。この数ヶ月の戦いで、アルツの技量は格段に向上しているのだから。

　アルツは攻撃トリガーを引く。外すはずのない一撃。──そのはずだったが。

「なにっ!?」

　プテラ級は、それを回避した。

　アルツがタイミングを誤ったのではない。プテラ級が、急加速を行ったのだ。

　衝撃。そしてリステルの悲鳴と、警告音アラートが響く。ゼストマーグの右腕部。その肘ひじから先が吹き飛ばされた。

　そして攻撃を終えたプテラ級は、地面に──かと思いきや、悠々と上昇していくではないか。ありえない光景にアルツが目を見開くと、プテラ級の短い足の先が、どこかぼやけて見えた。

「あれは……空気の流れ！　ゼノ・トランサーのストック・マニューバのように、空気の噴射で推進力を得ているのか！」

　ただの滑空ではない、自由自在な飛行能力。これでは近接主体のリステルの武装は、圧倒的に不利だ。

『身をもって理解しただろう。これがＸＥＮＯだ。やつらは常に、人を超えようとする。君たちの成長すら、ＸＥＮＯの進化は凌りよう駕がするのだ』

　要よう塞さい都市をスクリーンにして、映し出されたクーラの仮面が告げてくる。

『もはや世界に希望はない。ただ一つ、ユグドラシル・システムを除いて、な』

「そんなことはない！　父さん、母さん、それに──ゾット司令も！　絶望はしていなかった！　だから俺おれも、絶対にあきらめない！」

『……ほう、そこでゾットの名を出すか。どういう経緯かは知らんが、彼の真意に気付いたようだな』

　クーラは、興味深いとばかりに口元を歪ゆがませた。

『そうだ。すべては彼の計画だ。ゾットは君を守り導く役目でありながら、君を特別扱いせず、ただの出来損ないエラーとして扱い続けた。そして選別試験という名目で、君をゼストマーグとナユキの元へ送り届けたのだ』

　つまりは偽装カモフラージユということだった。旧人類プロト・カインドとゼノイドの混血であるアルツは、生まれつき感情を有していた。そんな彼を、あえて普通のゼノイドと同列に扱うことで、クーラの目をごまかしていたのだ。

『してやられたよ。君がゼストマーグに乗り込み、ナユキのイデアを強化して白銀新生を敢行するまで、私は気付かなかった。まさか君がリヒトたちの子で、魂魄の触媒イデア・リアクターだとはな』

　クーラは軽く肩をすくめ──ふっと嘲あざけりの笑みを浮かべる。

『だが、その結果がこれだ。誰だれかに希望を託すなど、愚の骨頂でしかない。真の希望は、自分自身の手でつかむしかないのだからな』

「──それは、絶対にちがいます！」

　コクピットに響く、凜りんとした声。あのミーネが、真っ向からクーラを否定していた。

「わたしは今でも、一人じゃなにもできません……。でも、希望を託せる人がいるから！　その人といっしょに未来を目指せるから、わたしは戦えるんです！」

　そしてミーネは、アルツの背中に呼びかける。

「アルツさん！　わたしの力を使ってください！」

「ミーネ！　なにか策があるのか!?」

「あ、えと……。できるかどうか、わかりませんけど……でも……」

　ミーネは不安げだった。ならば、アルツのやることは一つだ。

「わかった。ミーネを信じよう」

「あ……。は、はい！　ありがとうございます！」

　アルツに背中を押されたミーネは、破顔一笑する。

　そして兵装切替シフトレバーがミーネに入力されると、彼女の座席が後部中央に移動。

　出力調整者ドライバーになった彼女のイデアにより、機体は赤い光に包まれる。

　その輝きの中から現れたのは、傷一つないゼストマーグ。

　損傷した右腕部は、イデアの増幅器を備えて復元。さらに背部には、多数の推進噴射口バーニアを搭載した大型姿勢制御翼スラスターが、まさしく翼のように広がる。

　機体色は、真紅。ミーネ仕様のゼストマーグだ。

「わたしの希望は……羽は撃ばたけます！　アルツさんといっしょにいる、今なら！」

　彼女の想おもいが、道を切り拓ひらく。はるかな高みへと。

「これは……イデアで作った道レールなのか!?」

　それは、灰色の空へと伸びる赤い道だった。

　アルツはペダルを踏み込む。機体の全ブースターが、光を噴き上げた。

「アーク・シルフィード、出力全開です！」

　ミーネの心イデアが爆はぜる。搭乗者の身体からだがシートに沈みこむほどの急加速で、機体は一瞬にして最高速度を叩たたき出だす。

「──さぁ、飛べ!!　ゼストマーグ!!」

　機体が、傾斜のついた赤い道を滑り上がっていく。そして間もなく、空と呼べる高度にまで到達。

　鋼鉄の巨神が、空を駆けた瞬間だった。

『ミーネ君……。それが、君の答えか……。残念だよ、本当に』

　上空を滑走するゼストマーグの背後で、クーラの顔がスクリーンから消えた。わずかに寂しげな声を残して。

　機体前方の道レールは、常に伸び続けている。その方向が右に曲がった。道レールの上を滑走するゼストマーグも、必然的に右へと曲がる。

　こうして機体は縦じゆう横おう無む尽じんに空を滑走。プテラ級を追う。

　だが相手は、飛行に特化したＸＥＮＯゼノだ。旋回性能ではわずかにアルツたちが劣る。

　──だとしても。

「ミーネ、あきらめるな！　おまえなら、絶対にできるはずだ！」

「はい！　アルツさんが信じていてくれる限り……わたしも絶対にあきらめません！」

　その二人の信頼に、ゼストマーグが応こたえた。兵装表示欄の名称が変化し、上書きされる。

「これは……！　ミーネ！」

「いつでもいけます！　どうぞ！」

　力強いミーネの言葉に、アルツは操そう縦じゆう桿かんの右トリガーを引く。

　その操作に対応していた兵装は、『スプレンディッド・ゲイル・フィンガー』──右腕部のイデア増幅器から光を噴射し、加速させて敵を殴りつける、近接格闘だ。

　だが、今は。

「スプレンディッド・ゲイル──」

　ミーネの意志に反応し、機体は右腕を引いて構える。同時に腕部の増幅器が作動。展開した装甲から推進噴射口バーニアが露出し、イデアの赤い燐りん光こうをちらつかせる。

　ここまでは以前と同じだ。しかし、この直後。

　バキンという金属音が響く。それは分離ではなく、自壊の音だった。本来は外れるようになど造られていない関節部を、内部から無む理り矢や理りに外したのだ。

　もはや部分的損傷と言ってもいい。イデアによって機体と接続リンクしているミーネにも、痛覚として伝わったはずだ。

　だが彼女は、わずかに顔をしかめるだけだった。そして痛みを押し殺すように叫ぶ。

「──クラアアァッシュっ！」

　突き出された腕。その肘ひじから先が……飛んだ！

　赤い光の尾を引き、放たれた鉄拳。そこに白い傘がかかる。高速移動する物体により、目視できるほどにまで圧縮された空気の壁だ。

　──その壁が弾はじける。鉄拳が音速を超え、空気の壁を突き破ったのだ。

　衝撃波ソニツク・ブームをまとった鉄拳は、降りしきる雪を消し飛ばしながらプテラ級へと突き進む。いくら敵の旋回性能が優れていようと、回避できる速度ではない。

　直撃。鉄拳がプテラ級の胸部を貫き、中ちゆう枢すう結晶を粉砕した。

　ＸＥＮＯゼノは、ぴたりと動きを止めたまま空中で霧散。雪と同化するように消える。

「戻って！」

　ミーネに呼ばれるように、腕の進行方向が反転。飛ばした腕部は、彼女の細く伸ばしたイデア・シュラウドで繋つながっており、コントロールが保たれていたのだ。

　戻ってきた腕部。それを機体は左腕でつかみ、右肘に装着。関節部が再び接合される。

　コクピットでは、一時的に赤で表示されていた兵装表示欄が、緑に戻る。攻撃動作の終了を確認したアルツは、操そう縦じゆう桿かんを倒した。

「よし！　このままΩオメガ─ＸＥＮＯまで突撃する！」

　今のゼストマーグにとって、この大空のすべてが機動空間。相手がどれだけティラノ級やトリケラ級を従えていようと、もはや障害ではない。

　──そう思った矢先。敵は、またしてもアルツたちの上を行く。

「空にまで、無数のＸＥＮＯが……!?」

　アルツたちが一体のプテラ級に手こずっている間に、Ω─ＸＥＮＯはプテラ級を大量に生み出していたのだ。

　空と大地を埋め尽くすほどの大群。コクピットのモニターでは、その面積の実に七割がＸＥＮＯの姿を映しているではないか。

　そして、敵が一斉攻撃を開始した。

　地表からは、ティラノ級とブラキオ級の氷塊が襲い掛かる。正面からはプテラ級の突撃。さらに上空からは、トリケラ級が衝しよう角かくを下に向け降ってくる。プテラ級が、トリケラ級を背に乗せて飛び上がっているのだ。

　前後左右に加え、上下からの立体交差攻撃。ゼストマーグはそれを、背中の翼による機動力で回避し、左腕の防壁で防ぎ、右腕の鉄拳で迎撃し──進む。

　攻守に速度。すべてにおいてバランスのとれた、ミーネ仕様の機体の本領発揮だった。

「怯ひるむな！　あいつを……Ω─ＸＥＮＯさえ倒せば、すべて終わるんだ！」

　フォートレス級のときもそうだった。

　生成されたＸＥＮＯ一体一体の力は、ゼストマーグには及ばない。それを生み出している母体さえ倒してしまえば、勝利は目前だ。

　その希望が、アルツたちを前に進ませているのだ。

「アルツさん！　目標、有効射程内に捕ほ捉そくしました！」

「一気に勝負を決めるぞ！　最大火力の武装を使う！」

「了解です！　アクティブ・ソナー、照射します！」

　機体頭部のセンサー・ユニットが開き、一度だけ光を瞬かせる。放出されたイデアが目標に到達することで、その内部構造を把握。さらに正確な距離と方向も算出された。

「目標の胸部に中ちゆう枢すう結晶を確認！　進路固定！」

　ミーネの号令と同時に、モニター中央のロックオン・マーカーの表示が強調される。

　アルツが左右操そう縦じゆう桿かんの両トリガーを同時に引くと、機体背面から駆動音が響いた。

『エアリアル・ロンド!!』

　背面の大型姿勢制御翼スラスターが、機体の全身を包み込むように変形したのだ。

　翼は、それ自体が巨大なイデア増幅装置である。推進材として使用されていたイデアはその用途を変え、強固な防壁へと転換された。

　圧倒的な速度とエネルギー密度。これがミーネの最大の武器だ。

　巨大な紅ぐ蓮れんの火球となったゼストマーグが、目にも止まらぬ速さで突貫。Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノの胸部をぶち抜く。

　放物線を描えがき着地した機体は長い制動を終え、目標の撃破確認のために振り向いた。

「──やったか!?」

　狙ねらいは寸分違たがわず、中枢結晶を粉砕した。

　胸に大穴を開けたΩ─ＸＥＮＯの三つ首が、だらりと力なく下がりはじめ──。

　ぐるりと、真後ろを向いた。その額に、アルツは信じられないものを見る。

「あれはまさか、中枢結晶……!?　一つではなかったのか!!」

　そしてその顎あごが大きく開かれると、コクピットのモニターは白く飛んだ。

「な、なんだ!?　なにが起こった!?」

「衝撃波です！　そ、そんな！　防壁が……!!」

　Ω─ＸＥＮＯが放ったのは、ただの空気の振動。いわば声でしかない。

　だがそれは、空気を爆発させた。

　先程、ゼストマーグの飛ばした拳こぶしが起こした衝撃波。その数倍に匹敵するエネルギーが襲い掛かり、堅けん牢ろうを誇るミーネの防壁があっさりと砕かれた。

　ゼストマーグの巨体が軽々と宙に浮く。

「きゃあああっ!!」

　Ω─ＸＥＮＯの声は、純粋なる破滅をもたらした。

　敵も味方もない。すべての命を消し去るために放たれる、浄化の声。

　地面はΩ─ＸＥＮＯを始点とし、放射線状にえぐりとられている。そこにいたＸＥＮＯの大群もろとも。

　そしてゼストマーグは、遠く離れた要よう塞さい都市にまで吹き飛ばされた。

　イデアの傘に背面から叩たたきつけられ、機体の大型姿勢制御翼スラスターが大破。そのまま機体は落下し、雪の上に仰あお向むけで倒れた。



　──意識が、時間が、飛ぶ。



　アルツは、コクピット内に鳴り響く、けたたましい警告音アラートで目を覚ました。

「くっ……。二人とも、無事か……？」

「あ、う……」「ん……」

　返ってきたのは、うめき声だけ。コクピットのモニターや計器類は消えている。

　それが彼女達の状況を──出力調整者ドライバーの意識喪そう失しつを物語っていた。

「バカな……。ただ一撃で、こんな……」

　アルツは戦せん慄りつした。初めての経験に。

　これまでにもヒューマノイド級やフォートレス級のような、難敵・強敵はいた。

　だが、単純に力でゼストマーグを上回る相手には、いまだ出会っていなかったのだ。

「これが、Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノか。確かに、とんでもない相手だ……！」

　横倒しになったコクピットで、アルツは非常電源を作動させた。モニターが普段よりも薄暗い映像を映し出す。

　その全面が、巨大な脚部と尾で埋まる。

　Ω─ＸＥＮＯだ。近い。アルツの心臓が口から飛び出そうになる。

　死の予感。為なす術すべのないゼストマーグに──しかし目標は、追撃を行ってくることはなかった。重い足音を響かせて、都市への侵攻を継続する。

　ＸＥＮＯは、熱に惹ひき寄せられる。より強い熱へと。それはつまり、ユグドラシル・システムであり、ナユキだ。

　Ω─ＸＥＮＯにとって、もうゼストマーグは眼中にないのだろう。

「俺おれ達は、止められなかったというのか……!?」

　そのときだ。今にも心が折れそうなアルツの耳に、懐かしい声が聞こえてきたのは。

『……もう、いいじゃない。あれに傷を負わせただけでも、あんたたちはよくやったわ』

　アルツたちを突き放すような言葉。

　だがしかし、それが逆に、アルツを奮い立たせた。

「ナユキ……？　ナユキなのか!?　どこにいる!?」

『ユグドラシル・システムの中よ。あたしはここから全部見ていた』

　その声は、都市を覆うイデアの壁が震えることで発せられ、まるで天の声のごとく周囲一帯に不思議な響きをもって広がっていた。

『お願いだから、あとはあたしたちに任せて、そこで大人しくしてて』

　いよいよΩ─ＸＥＮＯが都市に接近。

　すると、それを待っていたかのように、壁の一部が開いた。すべての命に終わりをもたらす破滅の使者が、悠々と都市へ侵入していく。

「あれを自ら招き入れた!?　どういうつもりだ!?」

　しかしナユキは、もうなにも答えてくれなかった。

　アルツは必死で記憶の糸をたどる。あのとき、クーラはなんと言っていたか。

「ユグドラシル・システム……。都市の雪をすべてエネルギーに変換する装置、だったか。その莫ばく大だいなエネルギーで、あれを倒すつもりなのだろうが……しかし、わざわざ市街戦を行う理由は、なんだ……？」

　どうにもいやな予感がする。アルツには想像もつかない事態が起こりそうだった。

「ん……。兄さん。状況、は……？」

「リステル！　よかった。怪け我がはないか？」

「……うん。大丈夫」

　リステルは軽く頭を振った。ぼんやりとした意識を覚醒させるためだろう。

　そして操作盤コンソールを叩たたいて機体状況をチェックし──表情を歪ゆがませた。

「……僕のサポートが、遅かった」

　後悔で。リステルが歯は噛がみする音が聞こえた。

「記録を確認したよ。敵が衝撃波を放つ予兆は、センサーが捉とらえていたんだ。僕がそれに気付いてさえいれば……」

　リステルは、気を失ったミーネを見て。

「同じ失敗は繰り返さない。君の仇かたきは、僕が討ってみせるよ」

「その言葉は、死んだ人間に対して使うものだった気がするが……」

　それはともかくとして、アルツは安あん堵どしていた。

　最強最悪の敵を前にしても、リステルの闘志は微み塵じんも揺らいでいない。それどころか、ミスはミスとして反省し、仲間を思いやる気概まで見せている。

　これ以上ない、最高の精神状態コンデイシヨンと言えた。

「次は負けないという点には、俺おれも同意する。また力を貸してくれるか」

「もちろんだよ。僕のすべては、兄さんのためにあるんだから」

　その返答を受け、アルツは兵装切替シフトレバーに手を伸ばす。リステルの座席が中央に移動し、白銀新生が発動。機体は各部を修復しながら身を起こし──。

　青いゼストマーグが、雄雄しく雪原に立つ。

「都市の内部には雪がない！　ここが最後の補給だ！」

　アルツの指示で、ゼストマーグは再度の吸雪を開始する。

　……だが次は、目の前の障壁を突破しなければならない。大量の雪を消費して。

　アルツは考える。Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノとの決戦に使用できるエネルギー残量を。

（多くても50％……といったところか）

　心こころ許もとない数字だった。だが、それがどうしたというのか。

　ここでアルツがあきらめてしまえば……ナユキの命は確実に潰ついえてしまうのだから！

「いくぞ、リステル！　あの壁を斬きり裂け！」

「うん！　ディヴァイン・スラッシャー!!」

　叩たたき込こまれる、剣けん閃せん、剣閃、剣閃。神速の連撃が障壁に穴を穿うがつ。

　そして機体は板を展開し、そこへ飛び込んだ。

　都市に入ると、Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノがその巨体でなぎ倒したと思われる、太く長い一筋の破壊の跡が伸びていた。ゼストマーグは板を展開したまま、全速力で後を追う。路面の凹おう凸とつを拾い、不快な上下振動がシートを揺らすが、気にしていられない。

　だが、やがて捉とらえた三つ首の巨体に、アルツは違和感を覚えた。

「……おかしい。Ω─ＸＥＮＯは、なぜユグドラシル・システムに背を向けている？」

　ＸＥＮＯは熱に惹ひき寄せられる。つまり、あのシステムへと。

　ではどうして、Ω─ＸＥＮＯはこちらを向いているのか。

　──アルツの背筋を、ぞわりと冷たいものが走る。

　確信に近いものがあった。目の前のこれこそが、想像もつかない事態なのだと。

『一足遅かったな。私たちの目的は、すでに達成された』

　赤い空をスクリーンに、クーラの顔が映された。

「クーラ!?　どこにいる!?」

「に、兄さん。あれ……」

　リステルがモニターを指で示すと、Ω─ＸＥＮＯの映像の一部が拡大表示される。その胸部にあったはずの、ミーネの渾こん身しんの一撃で開けられた大穴が塞ふさがっていた。

　……いや、とんでもない再生能力とはいえ、それだけならばまだ予想の範囲内だ。

　問題は──なぜそこに、ゼノ・トランサーが押し込まれているのかということ。

『驚いたかね？　これが私たちの出した結論だ。毒をもって毒を制す──ＸＥＮＯが人間を超えるよう無限に進化するというのならば、そのＸＥＮＯを守り神にすればよい！』

　クーラは、にやりと笑った。

『理解してもらえただろう。倒すことが不可能な相手ならば、従えてしまえばいいのだよ！　今やこのΩ─ＸＥＮＯは、私の支配下にある!!』

　つまり、クーラはΩ─ＸＥＮＯの中にいる、ということだった。その言葉を証明するように、スクリーンに映るクーラの背後の壁は、心臓のように脈動していた。

「なん、だと……!?　バカな、そんなことが」

『可能なのだよ！　雪を我が肉体に変換する、白銀超新生があればな！』

「確かにＸＥＮＯは雪でできている。だが、こんな巨大なものを己の一部にしたというのか……!?」

『そのためのユグドラシル・システムだ。無限ともいえるイデアを供給されることで、私は不可能を可能にした！』

「兄さん、きっとあのケーブルだよ。イデアの流れを調べてみたら、クーラの機体に接続されて、そこからΩオメガ─ＸＥＮＯゼノの全身に行き渡ってる」

「すでに全身を支配している、ということか……！　もう打つ手はないのか!?」

　うめくように叫んだアルツに、リステルは不敵な笑みを返した。

「その逆だよ。雪とイデアはお互いに相反する存在。イデアを流し込まれたΩ─ＸＥＮＯは、一瞬ごとに消滅と再生を繰り返しているんだ。その反応の制御装置がユグドラシル・システム。つまり──」

「なるほど。ならば、あれを切断すれば制御が途切れて、自壊する……！」

　狙ねらいは決まった。

　Ω─ＸＥＮＯとユグドラシル・システムを繋つなぐケーブルをロックオンした、そのとき。

『大人しくしてて、って言ったのに。なんであんたは人の言うこと聞かないのよ』

　都市全体に響きわたるように、ナユキの声が聞こえてきた。

　そのイデアの波長に反応したのか、ゼストマーグのシステムはかつての乗り手の位置を捜し当て、モニター上に映し出す。赤い光の柱の中、膝ひざを抱えて眠る少女の姿を。

「ナユキ……!?　そうか、ユグドラシル・システムの頂上。そこにナユキがいるのか！」

　果たして生きているのか、無事と言えるのか、あの状態からは判別できない。それでも確かにそこにいるとわかったことは、アルツを少なからず安あん堵どさせた。

　だが同時にモニターに映った、Ω─ＸＥＮＯの足下で戦い合う、あれは。

「トリケラ級と、量産型ゲマルガルド……!?」

『どちらも私が用意した。どの個体がより強い感情を有しているか、見極めるためにな』

「つまり、必要のない戦いを強いられていると、そういうことか!?」

　アルツはターゲットを変更。ゲマルガルドの一機と交戦中のトリケラ級に狙いを定め接近すると、一撃で斬きり伏せる。

「大丈夫か？　もう戦う必要は──」

「余計なことを！　邪魔をするな！」

　助けたと思ったはずの相手から怒声を浴びせられ、アルツは怯ひるんだ。

「な……。どういうことだ」

『理由は簡単だ。彼らは、戦いたいから戦っているのだよ』

　クーラに支配されたΩ─ＸＥＮＯが大きく口を開き、氷塊を吐き出す。

　それが地面に落下して割れると、中から新たなトリケラ級が現れた。

『さぁ、仕切り直しだ。これを倒せたら、雪を好きなだけ食べさせてやるぞ。皆も食べたいだろう？　ならば戦え！　戦って、自分が他人より優れていると、証明したまえ！』

　呼びかけに大地が震えた。Ω─ＸＥＮＯを取り囲むように集まった人々が、拳こぶしを突き上げ歓喜の声を発していたのだ。

「う……おおぉぉ！」

　機体に搭乗したゼノイドも雄お叫たけびをあげ、トリケラ級に襲いかかっていく。

『アルツ。感情を有している君なら、知っているだろう。死を想像し、感じたときの恐怖を。彼らは今、餓死という形で、それをはじめて味わっているのだよ。そして、はじめて人間への第一歩を踏み出す。君のようにな』

「……ああ、そうだな。死は、恐ろしい。俺おれはそれをよく知っている」

　すべての始まりである選別試験。そして、生身でのラプター級との戦闘──死線を潜くぐるたび、感情は確かに揺り動かされた。

　だが。一度はクーラを肯定したアルツは、ターゲットを再びΩオメガ─ＸＥＮＯゼノに戻した。

「だからこそ、人々にそれを強いるおまえを、許すことはできない！　……ナユキもだ！」

　モニターに映る遠くぼやけたナユキに、アルツは叫ぶ。

「どうしてだ!?　ナユキは俺に、死の恐怖を乗り越える強さを教えてくれた！　命の大切さを、食事の意味を教えてくれた！　人間の心のすばらしさを教えてくれた！　そのおまえが、どうしてこんな結果を招く選択をしたんだ!?」

　あの日、袂たもとを分かったナユキの背中に、言えなかった言葉。

　それが今、次から次へと口をついて出てくる。

　そして、ナユキは──。

『……たら、いいのよ』

　泣いていた。たとえ身体からだが動かなくとも、その声が泣いていた。

『じゃあ、どうしたらいいのよ!?　ゼストマーグとΩ─ＸＥＮＯが戦ったとき、留る美みさんは限界までイデアを消耗して心を壊してしまった！　それだけじゃないわ！　生き残っていた人たちも全員、命を燃やし尽くして死んだのよ!!』















「命を……？　では、旧人類プロト・カインドたちは命を奪われたのではなく、自ら……」

『そうよ！　命を力イデアに変えてゼストに与えてくれた！　確かにΩオメガ─ＸＥＮＯゼノは倒せたわ！　でも……留る美みさんも、みんなも、守ると誓った命を代償に得た勝利なんて、なんにも意味がないじゃない！』

　ナユキの慟どう哭こくが、赤く覆われた空に響き渡る。

『わかる!?　息も絶え絶えに弱り死んでいく人たちを前に、ただ見ていることしかできない悔しさが！　この腕に抱いた小さな身体からだが、どんどん冷たくなっていく絶望が!!』

「だからナユキは、同じことを繰り返さないために……」

　彼女がどんな悲壮な決意をして、あそこにいるのか。

　アルツはようやく、正しい意味で理解できた。

「ああ、そうだな。やはりナユキが正しくて、俺おれが間違っているのだろう。ナユキ一人が犠牲になることで世界が救えるなら、もはや最善と言ってもいい」

　──それでも。

「だが、俺は気付いたんだ。ナユキに、ミーネ、リステル。それにフランたち、サウス・エデンのみんなも……。誰だれ一人だって欠けて欲しくない！　それが、俺にとって世界を救うということなんだ!!」

「うん。僕も、兄さんとずっと一緒がいい」

　シート越しに後ろからアルツを抱きしめたリステルが、こつんと頭を寄せてきた。

　すると、気を失っていたミーネが、ようやく目を覚ます。

「ふにゃ……。なんだかアルツさんに、すごくうれしいことを言われたような気が……？　って、あれ!?　ここはどこですか!?」

　にわかに騒がしくなりはじめたコクピット。

　それを聞いたナユキが、息をもらす。どこか寂しげに。

『……やめてよ。あたしは元々、この時代の人間じゃないわ。あたし一人いなくなったところで、あんたたちの世界は変わらないはずよ。だから──』

「それがどうした!?」

　ナユキの言葉を遮るように、アルツは一喝した。

「時代が違うから、なんだと言うんだ!!　俺がおまえを求める気持ちに、なにも変わりはない!!　俺の世界にはナユキがいなければ、なんの意味もないんだ!!　だから、俺と未来を生きてくれ、ナユキ!!」

『え──えぇっ!?　も、求めるって……なにをいきなり、そんなこと大声で……』

「それに、以前も言っただろう!?　ナユキと接することで心を傷つけ合う覚悟は、もうできていると!!」

『え？　まぁ、そんなことを言われた気もするけど……』

「だから俺は、三百年前にナユキが受けた心の痛みを、受け止めたい！　さぁ、俺におまえの痛みを与えてくれ！」

『ちょ、痛み痛みって、あんたなに言って──!?』

　慌てたようなナユキの声は、アルツの耳には届かない。

　魂の叫び。それは他のいかなる音をもかき消して、必ず相手の心に響く。

「そして、悲しみの前に消えてしまった戦う意志を、再び取り戻すんだ!!　俺おれと、俺たちといっしょに、Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノと戦うために!!」

　どくん、と、空が鼓動を刻んだ。ナユキの心を映し出す、赤い空が。

『アルツ……。でも無理よ。あたしはもう、システムの一部に……』

『彼女の心を乱すのは、やめてもらおうか。システムが不安定になっている』

　ここまで静観していたクーラが、ついに口を挟んだ。

　三つ首の一本が天を仰ぎ、奇怪に伸縮してイデアの空を突き破る。やがて戻ってきたそれは口こう腔くう内から大量の雪を吐き出した。繰り広げられた選別試験の結果、トリケラ級を倒すことができたゼノイドに対する褒ほう美びだった。

『すでにこの都市には、こうして新しい秩序と統治が存在している。君たちがやろうとしているのは、それを破壊し、人々を危険にさらす行為に他ならない』

「そうかもしれないな。だが、俺の心に宿った感情は、ここで引くことを許してくれない」

『……なにを言っても無駄、か。仕方あるまい。ゼノイドたちを守り導く者として、君たちを排除しなければいけないようだ』

　Ω─ＸＥＮＯが三つの口から次々と氷塊を吐き出し、ＸＥＮＯを産み落としていく。

　システムを取り囲むように、ＸＥＮＯの群で覆い尽くされていく要よう塞さい都市。

　さらにΩ─ＸＥＮＯは、それまでとは異なる、内部が空洞の氷塊を続けて吐き出した。

『ゼノイドの皆は、このシェルターに避難したまえ。これよりここは戦場となる』

　──悲鳴が、あがった。

　現れたＸＥＮＯの大群に恐怖した群衆が、我先にと氷のシェルターへ殺さつ到とうしたのだ。量産型ゲマルガルドに搭乗していたゼノイドも、機体を放棄して逃げ出す。

　すぐさま満員になった氷のシェルターは、次々と音もなく宙に浮き上がる。

　ＸＥＮＯは、すべてクーラの支配下にあるのだろう。人々の避難終了を待っているように、微動だにしない。操そう縦じゆう桿かんを握るアルツの手に、緊張で汗がにじむ。

「……来るか。だが勝機はある。Ω─ＸＥＮＯのケーブルさえ切断できれば」

　そして、人々の避難が終了すると同時に、決戦の幕が上がる。

　最初に動いたのはトリケラ級。ゼストマーグを取り囲んだ六体が、同時に突進してくる。

　その後方では、ブラキオ級の砲塔が狙ねらいを定めている。またしても例の連携攻撃だった。

「これに対応するには……リステル！」

「うん！　ヘキサ・ゲヘナ・ブレイカー!!」

　ゼストマーグは結界を張るように、六つの光の槍やりを放つ。だが。

「なにっ!?」

　トリケラ級は減速。突進を中止して方向転換し──その陰に隠れて放たれていた氷塊が、ゼストマーグに直撃する。

　そこへさらにティラノ級が襲い掛かる。アルツは慌てて迎撃し、ブレードを振るうが。

　回避された。……いや、ちがう。ティラノ級は、ぴたりと攻撃を止めたのだ。そして、ゼストマーグの攻撃直後の隙すきを突いて、その鋭い爪つめを立てる。

「あうっ！」

　機体脚部をえぐられ、リステルが苦く悶もんの声をあげる。

　──おかしい。アルツの心が戸惑いと焦燥に満たされていく。

「今までのＸＥＮＯゼノの動きではない……!?　まさか、これは!!」

『そのとおり。これが駆け引きというものだ。君たちゼノイドは、人間同士の心理戦には不慣れだろう？』

　やはり、クーラの支配によるものだった。

　ＸＥＮＯは狡こう猾かつな動きでアルツたちを揺さぶり、こちらの隙を作り出し攻撃してくる。

　敵の目的は、致命傷を与えることではない。じわじわとダメージを蓄積させ、こちらの戦力を低下させてから、決定的な一撃を繰り出そうとしているのだ。

　ゼストマーグは刻一刻と追い詰められていく。そしてついに──。

「くっ、モニターが!?」

　プテラ級の急降下突撃を受け、機体の頭部が損傷したのだ。メインカメラは機能停止。モニターは闇やみを映し出す。

「ミーネ！　白銀新生に必要な雪の量と、貯蔵庫の雪の量は!?」

「……ダメです！　少し足りません！」

　打つ手なし。そう判断せざるをえない状況を見抜いたのか、クーラの声が響く。

『もう戦えまい。これが最後の忠告だ、アルツ君。私に協力したまえ』

「……断る！」

　アルツは感情のままに、降伏勧告を蹴けった。

　打開策があってのことではない。だがそれを、ミーネもリステルも、咎とがめはしなかった。彼に全幅の信頼を寄せているのだ。

　ならばアルツは、応こたえねばならない。彼女たちの命と心を預かるものとして。

『そうか、残念だよ。……では、さらばだ』

　攻撃が来る──のだろう。アルツたちからは見えない攻撃が。

　アルツは、呼吸を止めて、目を閉じた。

　生きることをあきらめたのではない。全神経を、アルツの『生』を研ぎ澄ますために。

　ふと思い出す。ナユキと初めて出会ったときのことを。

　彼女はこのコクピットで、なんと言ったか。あれは、たしか……。

「──読めたぞ！」

　アルツは確信を持って操そう縦じゆう桿かんを倒した。その直後、コクピットにかすかな振動が響く。

　攻撃を受けたのではない。攻撃が、かすめていったのだ。

　クーラが動揺の声をあげる。

『な、なんだと!?　なぜ避よけられる!?』

「おまえ自身が言っていただろう、俺おれの能力を。俺は──おまえの敵意を感じ取った！」

　魂魄の触媒イデア・リアクター。アルツはその能力で、死角に潜んだ敵の警戒心を察知したことがある。

　相手が意志を持つ人間である限り、その攻撃は見えずとも感じ取れるのだ。

　そしてアルツは、ナユキに呼びかける。

「ようやく理解できたぞ！　これがナユキの言っていた『空気を読む』ということだな！」

『空気を……？　あぁ、たしかに言ったわ！　言った、けど……』

　あれって、そういうのじゃない気がするわ……。

　という声は、再び全神経を集中したアルツの耳には、届かなかった。

『覚醒した魂魄の触媒が、これほどまでに厄介な相手だとは……！　しかし、それだけだ！　この状況を覆す要因にはならんよ！』

　クーラはすぐさま冷静に現状を把握し、次々にＸＥＮＯゼノをけしかけてきた。

　だが、アルツの操るゼストマーグは、紙一重でその攻撃を避け続ける。

「──そこだっ！」

　心眼とも呼べる超感覚で敵を捉とらえたアルツは、静かにトリガーを引く。操そう縦じゆう桿かんを通して、手て応ごたえがあった。

　機体の足元で振動音。ＸＥＮＯの倒れる音だ。そこでアルツは閃ひらめいた。

「リステル！　扇形翼フアンを回せ！　ＸＥＮＯの残ざん骸がいから雪を取り込むんだ！」

「わかった！　やってみるよ！」

　残りわずかな力を振り絞るように吸雪。空気のうなりが、機体の足元から響く。そして。

「アルツさん！　白銀新生、可能です！」

「なにがなんでも、俺たちは勝つぞ！　勝って、ナユキも、みんなも、この都市も、すべてを救うんだ！」

　アルツは兵装切替シフトレバーを、ミーネに入力。ＸＥＮＯの残骸で巻き起こした赤い嵐あらしを身にまとい、ゼストマーグが赤く変わる。

　コクピットでは、モニターに光が灯ともった。復元された頭部のメインカメラが、その機能を回復したのだ。

「上空を突破する！　ミーネ！」

「はい！　《栄光への架け橋イデア・ライト・レール》照射！　目標、Ωオメガ─ＸＥＮＯ！」

　ＸＥＮＯの群の頭上を、ゼストマーグは滑走する。

　そこにプテラ級が急襲。行く手を阻む。ゼストマーグは即座に回避機動を取るが。

『やらせはせんよ！』

　Ω─ＸＥＮＯが大きく顎あごを開き、氷塊を放った。今まさにアルツが回避した先へと。

「ぐっ!?」

　直撃。機体は吹き飛び、道レールの上から外れて落下する。

『やはり君たちは、人間同士の戦いには不慣れだな！　そんなものの上を滑走していては、移動する方向は丸見えだ！　狙ねらい撃ってくれと言っているようなものだぞ！』

「だとしても──」

　アルツは操そう縦じゆう桿かんとペダルを微調整。背部の翼、腰の補助ブースター、足底部のメイン・ブースター。そのすべての出力を繊細に操り、空中で機体の向きを変える。

　Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノとユグドラシル・システムを繋つなぐ、ケーブルへと。

「──俺おれは、俺たちは、絶対にあきらめない!!」

　アルツは、執念で右トリガーを引く。

「ミーネ！」

「はい！　スプレンディッド・ゲイル……クラッシュ!!」

　撃ち出される右腕部。超音速の鉄拳が、敵の背中から伸びるケーブルを破断した！

「よし！　俺たちの勝利だ！」

　アルツが快かい哉さいを叫ぶ。……だが。

『ふっ……ふはははは！』

　Ω─ＸＥＮＯ──未いまだ健在。クーラの哄こう笑しようが響いた。

「なっ!?　なぜだ!?」

『見くびられたものだ。露骨な弱点に、なんの対策も施さないと思ったのかね』

　Ω─ＸＥＮＯが巨大な脚部を上げる。地面との隙すき間まに見えたのは、無数のケーブル。

『すでに足下からバイパス回路を接続していたのだよ！　地中に張り巡らせた何本ものバイパス、一度に断つことはさすがにできまい！』

「くっ……！　ならば、目標をユグドラシル・システムに変更するだけだ！」

『甘いよ。させると思ったかね？』

　クーラの命に従い、ＸＥＮＯの残存戦力がユグドラシル・システムの防衛に集結する。

　空と大地を埋め尽くす、冷たい命。

　アルツは計器類に目をやり、彼ひ我がの戦力差と残りのエネルギーを考える。

「ミーネ！　道レールを作るためのイデアも、すべて攻撃の出力に回してくれ！　全力全開の突撃で、地上を抜ける！」

「わかりました！　エアリアル・ロンド!!」

　アルツの決意に、ミーネも応こたえた。

　翼を畳んだ機体は全身に強固な防壁をまとって、システムへと突撃していく。

「クーラさん！　わたしを助けてくれたことには、感謝しています！　……でも、あなたの作る世界は見たくありません！　アルツさんの作る世界が見てみたいんです！」

　居並ぶＸＥＮＯを吹き飛ばし、火の玉のようにゼストマーグは進む。

　その眼前に巨大な頭部が現れた。Ω─ＸＥＮＯだ。口から放たれたのは、ゼストマーグ以上の直径の氷柱つらら──いや、氷の槍やりだった。

　激突する両者。その威力は拮きつ抗こうし、どちらもぴたりと動きが止まった。

　だが、相手の力がわずかに上回っているのか、ゼストマーグはじりじりと押されて──ついに弾はじき飛とばされた。機体は横転。すかさずブラキオ級の集中砲火が襲いかかる。

「……負け、ないで」

　それは中空、氷塊のシェルターの中で、つぶやかれた声。

「負けないで！　立って、あの大きいやつを倒して、赤い空を壊して！　そうすれば、また雪が降るんだよね!?」

　ゼノイドの男の子だった。希望を託し、ゼストマーグを見つめる、幼い瞳ひとみ。

　瓦が礫れきを喉のどに詰まらせ、アルツに命を救われた子供だ。

　その子が今、声援を送っている。

　はじめは穏やかに、やがて激しく、その波は人々に伝でん播ぱする。

「そうだ！　あれがなければ、自分たちは！」「勝て！　勝ってくれ！」「食料を！　この都市に、再び食料を！」

　応援はついに大歓声となり、ゼストマーグに注がれた。

　すべてを超越し、従えたはずのクーラが、戸惑いの声をあげる。

『な、なぜだ!?　君たちを守り導くのは、私のはずだ!!』

「そんなこと、決まっている──」

　防壁を展開したゼストマーグが、ゆらりと立ち上がる。

「この機体は、世界を救うための機体だ！　人々から希望を託されたゼストマーグは、絶対に負けない！　負けてはならないんだ!!　そうだろう、ナユキ!?」

『そ、それ、は……』

「いいか、よく見ろ！　これが、この都市で生きる人々が！　三百年前のΩオメガ─ＸＥＮＯゼノとの戦いで、おまえが守ってくれたものだ！」

『え……？　あたしが、守った……？』

「ナユキだけじゃない。母さんや、多くの旧人類プロト・カインド──夏世界で戦ってくれたすべての人たちのおかげで、こうして三百年間を生き延びることができた！　俺おれたちゼノイドの命は、ナユキたちから受け継いだものだ！　だからナユキの戦いは、無意味なんかじゃない!!」

　あの日、夏世界の香りがする部屋で、ナユキがつぶやいた言葉。それに対する答えだ。

　ゼストマーグは再び火の玉となり、ＸＥＮＯの群に突撃していく。

　歓声はさらに強くなり、都市を揺らした。そのエネルギーを背に受け、ゼストマーグは次々とＸＥＮＯを雪へ還かえしていく。

『私が、拒絶されただと!?　……認めん！　こんな光景、断じて認めんぞ!!』

『……くくっ。……あははっ！』

『なんだというのだ!?　なにがおかしい!?』

『いや、自分のバカさ加減に、ね……。まさか、あいつに教えられるなんて』

　光の柱に囚とらわれたナユキの右腕が、ぴくりと動いた。

　仮面の上からでもはっきりとわかるほど、クーラが焦りと戸惑いを浮かべる。

『な……!?　システムの束縛が、破れようとしている……!?』

『これは本気で悔しいわ。だから悪いけど、あたし──』

　柱の内側から、一筋の閃せん光こうが漏れ出た。そして銃を手にナユキが飛び出してくる。

「あんたを撃ち抜くことにしたわ」

　言葉とともに一発。敵の表面を焦がすことすらできない、あまりに非力な攻撃。

　だがΩオメガ─ＸＥＮＯゼノは、その三つの首を激しくうねらせ、身み悶もだえた。

『なんだと!?　制御が、白銀超新生の、制御がぁぁ!!』

「あ、そっか。システム停止で自壊だっけ。この手で引導を渡せなかったわ」

　とんとん、と銃で肩を叩たたき、心の底から残念そうに眉まゆをよせるナユキ。

　システムの頂上で佇たたずむその姿は、アルツが見つめるモニターでも確認された。

「ナユキ！　システムから解放されたのか！　では、Ω─ＸＥＮＯも自壊を……！」

　ＸＥＮＯの群は、支配者であるクーラと同調しているのか、同様に身悶えている。

　勝利を確信したアルツは、翼を通常形態に変形させ、機体をシステムの下に移動させる。

　それを見たナユキは──あろうことか飛び降りた。

「ちゃんと受け止めてよね！　男なら、自分の言葉に責任持ちなさい！」

「確かに受け止めるとは言ったが、それは意味が違うぞ!?」

　戸惑いながらも、アルツは冷静だった。的確な指示を飛ばす。

「ミーネ、手のひらにイデアを集中だ！　柔軟性を持たせて、衝撃を吸収するように！」

「や、やってみます！」

　ゼストマーグは開いた手を掲げ、落下するナユキを受け止めた。イデアは見事に緩衝材の役目を果たし、彼女を包み込む。

「よくやってくれたな。さすがミーネのイデアだ」

　アルツは安あん堵どしながら、コクピット・ハッチを開けた。機体の手が胸部のコクピットへ動き、ナユキが近づいてくる。

　いてもたってもいられず、アルツは座席から立ち上がった。そしてコクピットを飛び出すと、ゼストマーグの手の上でナユキと再会する。

　ナユキに届かせようとして、届かなかった手。

　それが今、鋼鉄の巨神の手を借りて、ようやく届いた。

「あそこから飛び降りるとは……。まったく、無む茶ちやをする」

「Ω─ＸＥＮＯ相手に、たった一機で立ち向かうバカには言われたくないわね」

「ナユキと母さんも同じことをしたんだろう？　三百年前に」

「……そうね。同じか、あたしも」

　ふっと微笑ほほえみ、ナユキはゼストマーグのコクピットへ戻る。

　出迎えたのも、また微笑み。ミーネは心の底からうれしそうに目を細めた。

「おかえりなさい。ナユキさん。待ってましたよ」

「おかえり。僕は特に待っていなかったけれど」

　そしてリステルは、ぶっきらぼうにそう言って──目元だけで笑った。

「でも、これでようやく、この機体の全力が出せるね」

　彼女の言うとおりだった。ゼストマーグの力の源であり、魂でもあるパイロット。固い絆きずなと誓いで結ばれた四人が、ここに揃そろったのだ。

　空いていた後部座席にナユキが座る。それを見届けて、アルツも前部の操縦席へ戻り。

　ふと気付いた。開いたハッチから見える、周囲の異変に。

　……いや、正確には、なにも変わっていない。だからこそ、おかしいのだ。

「待て。ナユキが役割を放棄したということは、ユグドラシル・システムは停止したはず。ならば、なぜ雪が降ってこない……？」

『まだだ──まだ、私は！』

　はるか頭上の空から、その声は降ってきた。

　見ると、Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノの自壊が止まっていた。あちこちが崩れかけているが、それでもなお健在だった。

『ここで終わるわけにはいかんのだ!!　私の命など、どうなってもかまわん!!　だから、Ω─ＸＥＮＯよ！　ユグドラシル・システムよ！　私に応こたえろ!!』

「まさか、両方を一人で制御してるっての!?　そんな！　できるわけないわ!!」

「……クーラ。おまえも、命を燃やしているのか」

「命を!?　……でも、そうね。それしか考えられないわ。まったく、三百超えた老体に鞭むち打うちすぎよ」

　地面に這はいつくばっていたＸＥＮＯも、一体、また一体と立ち上がる。

　そこまでクーラを突き動かすものがなにか、アルツはわからない。わからないが──。

「止めなければならない。あれは、この都市には必要のないものだ」

「ええ。夏世界の亡霊──あたしが引導を渡してあげるわ」

　ゼストマーグはコクピット・ハッチを閉じ、臨戦態勢を整える。対するクーラは。

『なんとでも言うがいい！　この計画だけは、絶対に成じよう就じゆせねばならないのだ！　でなければ、私は……なんのために、リヒトとリュミエールを裏切ったのか!!』

　命を、想おもいを──クーラという人間の存在そのものを振り絞っていた。

『私には覚悟がある！　人類の未来と幸福のためならば、私自身を捧ささげる覚悟が！　私の未来も、私の幸福も……そんなものは、とうに捨て去った!!』

「それは違うぞ、クーラ!!」

　そんなクーラに、アルツは真っ向から言葉をぶつけた。

　あの日、ユグドラシル・システムの中で。アルツはクーラに、なにも言えなかった。

　だが今は違う。己の信じる正義を見つけた、今ならば。

「未来は、人それぞれの心の中にあるものだ！　幸せな明日を願うからこそ、今がどんなに苦しくても生きていける！　生きていこうと思える！　未来は希望なんだ！」

『理解していないのは君だ！　今のままでは、未来には絶望しかありえないのだ！　どうしてそれがわからない!?』

「わかるものか!!　現に今、俺おれの心は希望で満ちている!!」

『それは錯覚！　思い込みだ！　現実を見たまえ!!』

「これが俺にとっての現実だ！　俺の能力が、魂魄の触媒イデア・リアクターの力が、俺に教えてくれている！　この冬世界の人々が、未来を待ち望んでいる熱い気持ちを!!」

　アルツの言葉に、クーラが──Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノが、その長い首をもたげた。

　異形の瞳ひとみが映すのは、氷のシェルターという牢ろう獄ごくに囚とらわれた人々。

『未来……。彼らが、それを……？』

　クーラの声音が揺らいだ、そのときだ。幾条もの火線がＸＥＮＯの群を薙ないだ。

『空の上から、ぺらぺらと……。まったく、聞くに堪えないのです』

　コクピットの通信モニターに、ぬいぐるみを抱えた少女が映る。フランだ。

　サウス・エデンは艦首ハッチが吹き飛んだ、満まん身しん創そう痍いのまま。動くのがやっとの様相だ。それでも彼女たちは、駆けつけてくれたのだ。

『覚悟とか現実とか、心底どうでもいいのです。フランが言いたいのは、ただ一つ──』

　艦の長大な主砲が回頭し、Ω─ＸＥＮＯに照準を合わせる。

『──押し付けられた未来なんか、まっぴらごめんなのです！』

『フラン艦長。各砲座、イデア充じゆう填てん完了。いけます』

　管制官オペレーターのメリッサの報告に、フランがうなずく。束ねた髪がふわりと揺れた。

『自分の未来は自分で決める！　それをあの頭でっかちに教えてやるのです！』

『つまり、ぶちかませということですね。了解です。主砲、発射してください』

『あっ、勝手に！　それはフランの号令なのです！』

　再び放たれた火線。それを横面に浴びたΩ─ＸＥＮＯは、たまらず首を仰のけ反ぞらせる。

　痛烈な反撃。戦況を見守る人々からも、歓声が沸き立った。

　クーラの口元が歪ゆがむ。それだけで、渋面だと推測できるほどに。

『ちいっ！　君たちまでも、私を否定するか！』

『否定？　フランはただ、そういう傲ごう慢まんなところが嫌いなだけなのです』

　相手には見えないだろうに、あっかんべーをするフラン。

　アルツもあれをされたことがある。あのときは戸惑ったが、今は痛快な気分だった。

「フラン！　来てくれたか！」

『……や、約束どおりに只ただ今いま到着、なのです』

　フランは、ぬいぐるみで顔を隠すように答えた。……だが。

　艦の進路が蛇だ行こうを始めた。主砲でも、細かな爆発が断続的に発生する。

『フラン艦長。各ブロックのイデア・ジェネレーターに異常が発生。火災が起きています』

『ちっ。応急処置では、これが限界なのです……！』

　悔しげに顔をしかめたフランは、即座に指示を飛ばす。

『主機関停止！　砲手の退避後、主砲は分離パージするのです！』

『ですが、それでは』

『機銃の一門でも生きていれば、支援はできるのです！　早く！』

　フランの指示で艦は停船。外れた六門の主砲が次々と地面に落下し、地響きを起こす。

　至る箇所から黒煙を立ち昇らせるサウス・エデンに、クーラは。

『……いいだろう。孤独が私の宿命だと言うのなら、私はそれを受け入れよう！　たった一人でも、私は世界を救ってみせる!!』

　Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノの口から、万ばん物ぶつを滅ぼす声が放たれた。

　すべてを拒絶するように、逃げ場のない衝撃波がサウス・エデンに襲い掛かる。

「やらせはしないよ！」

　リステルが吼ほえた。その刹せつ那な、ゼストマーグは左腕部から防壁を展開し、艦を守る。

『なんだと!?　反応できる速度ではないはず……!?　まさか、またしても魂魄の触媒イデア・リアクターの力で察知を!?』

「これは仲間の力だ！　その攻撃は、リステルが見切っている！」

　同じ失敗は繰り返さない──彼女の誓いが果たされた瞬間だった。

　今度こそΩ─ＸＥＮＯの攻撃の予兆を感知し、防御を間に合わせたのだ。

『くっ……。だが、防ぎきれるわけがない！　再び無残に吹き飛ぶがいい!!』

　クーラの言葉のとおり、圧力に押されたゼストマーグの足元が、地面にめり込んでいく。

　次の瞬間にも吹き飛ばされそうな危うい状況に、フランは。

『今なのです！　機銃を！』

『よろしいのですか？　ゼストマーグが展開してくれている防壁を、逆に破壊してしまうのではないかと』

　メリッサの指摘に、フランは──にやりと笑った。

『イデアは、ただのエネルギー兵器ではないのです！　アルツならきっと、フランたちの想おもいを理解してくれるはずなのです！』

『……了解です。フラン艦長のアルツさんへの信頼を、私は信じます。機銃、斉せい射しや』

『し、信頼って……そういうのじゃないのです！　それにまたフランの号令を！』

　サウス・エデンから弾幕が放たれる。すると防壁を後押しするように、イデアが赤く輝きを増し、白く濁った衝撃波を押し返す。地面にめり込んでいた機体の足元も、力強く大地を踏み締め、決して吹き飛ばされることはない。

『な、なぜだ!?　その程度の火力で……!?』

「わからないか!?　このゼストマーグに託された、みんなの想いが!!　希望が!!　それが俺おれに、力を与えてくれているんだ!!」

　アルツが叫ぶ。

　防壁がさらに輝きを増す。後方から受ける機銃の光弾を、次々と吸収しているのだ。

　──心を一つに。想いを重ね、力として。

　そしてそれは、サウス・エデンの仲間だけではない。

　この冬世界に生きるすべての生命──未来を願うゼノイドたち三万人の想おもいも。

　いつしかアルツの髪は銀の輝きを放ち、コクピットも白銀の光の粒子で満ちていく。

「アルツ。やっぱり、あれをやるのね……？」

　ナユキが問いかけてきた。留る美みが心を壊したことを思い出し、心配しているのだろう。

「俺おれは魂魄の触媒イデア・リアクターなんだろう？　ならば大丈夫。なんとかなるなる、というやつだ」

　アルツは微笑ほほえんで、留美から受け継いだピースサインを向ける。

　ナユキは数秒、目を閉じて──ふっと微笑んだ。

「……わかったわ。アルツを信じる」

「……ああ。信じろ」

　アルツは短く答えると、兵装切替シフトレバーに手を伸ばした。そして、その台座ごと突き出すように前方へ押す。コクピットが変形を開始し、前後が入れ替わってアルツが後部の一段高い場所へと移動した。

　ゼストマーグは白銀の光を放ち、閃せん光こうが要よう塞さい都市を包み込んでいく。

　クーラはそれを一笑に付した。

『魂魄の触媒による、ゼストマーグの進化か！　だが、それも想定済だ！』

　Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノが、長い首で周囲をぐるりと見回す。

『以前と同じように、要塞都市の建物をエネルギーにするつもりだろうが……所しよ詮せんは微々たる量だ！　降り積もる雪のすべてを取り込む、ユグドラシル・システムの前ではな！』

　雪という資源リソースの奪い合いでは、圧倒的にクーラが有利だった。

　だが、アルツの力は、人々の想いは、その優位性アドバンテージさえも覆す。

「……それはどうかな」

　アルツがクーラの言葉を絶つと同時に、光が弾はじけた。

　──白銀の救世機ゼストマーグが、その真の姿を現す。

　ナユキ、ミーネ、リステル。彼女たち三人の心を、全身に顕現させて。

　右腕には長大な銃器、メサイア・カノン。左腕には鋭利な刃、ディザスター・ブレード。

そして背には煌きらめく翼、アーク・シルフィード。

　あらゆる局面に対応し、あらゆる敵を駆く逐ちくする。

　完全なる勝利の化身が、冬世界に降り立った瞬間だった。

　その圧倒的な力の象徴を前に、クーラが──破滅の使者を従えた孤独な女性が震える。

『な……なんだ!?　その──』

　空から響く声が、ぷつりと途切れた。

　異変に気付いたクーラは──Ω─ＸＥＮＯは、頭上を見上げる。そこに赤い空はない。

　アルツは、突きつけるように言葉を放つ。

「雪はなくとも……イデアなら、あの空にある！　おまえが人々に飢えと苦しみを強いて得た力は、ゼストマーグが使わせてもらうぞ！　俺たちの、みんなの未来を守るために！」

　都市の建物だけでなく、空を覆う巨大なイデアの障壁まで取り込んだのだ。

　それは純然たる力。雪をエネルギーに変換する際の無駄ロスがない。

　今のゼストマーグは、これまでのどの戦闘時よりも、力に満みち溢あふれているのだ。

　しかし、そのエネルギーを発生させている装置自体は、未いまだ健在。再び要よう塞さい都市は障壁で囲い込まれ、赤い空にクーラの顔が映し出された。

『小こ癪しやくなことを！　だが、システムの制御が奪われたわけではない！　力の差は埋まらんよ！』

　開かれたΩオメガ─ＸＥＮＯゼノの口から、不可視の破壊が襲いかかる。

　かつては一撃でゼストマーグを半壊させた、あの衝撃波だ。それが今また放たれたのだ。

　対してゼストマーグは──防御態勢すら必要としなかった。全身に張り巡らせた防壁が輝き、そよ風の中を歩くように前進する。

『ば、バカな!?　ならば、これでどうだ!?』

　Ω─ＸＥＮＯは氷の槍やりを吐き出した。

　ミーネの防壁をまとっての突撃を弾はじき飛とばした、あの攻撃だ。しかも今度は、ただ吐き出しただけではない。それを太く強きよう靱じんな腕でつかみ、振り下ろしてきたのだ。

　迎え撃つゼストマーグ。その挙動は、無む造ぞう作さという他ない。

　衝撃に備えることも、構えることもせず。いつものように闘志の声が放たれることもなく。棒立ちのまま左腕のブレードを振るったのだ。

　それは攻撃とも防御とも呼べない、ただの動作だったにもかかわらず──剣けん閃せんはいともたやすく氷ひよう槍そうを折り、その余波は遠く離れたΩ─ＸＥＮＯの首一本まで絶つ。

『ううっ!?　こ、これは!?』

　だが、他の中ちゆう枢すう結晶が健在である限り、再生は止められないようだ。すぐに断面から新しい首が生えてくる。

『ふ……ははは！　どうした!?　それで全力かね!?』

　返礼とばかりにΩ─ＸＥＮＯが氷塊を吐き出し、またしてもＸＥＮＯの群を従える。

　ゼストマーグは、ゆらりと右腕を掲げた。やはりそこに、焦りや緊張の色はない。

　まるで握手を求めるかのような自然な動作で、機体は長大な銃を片手で構え──白銀の光を放った。



　その様子を、フランはサウス・エデンのＣ・Ｉ・Ｃ戦闘指揮所で見ていた。

　迸ほとばしった白銀のイデアの影響か、ゼストマーグとの通信は途絶。

　心配そうな表情で、Ｃ・Ｉ・Ｃ中央の大型モニターを注視していたのだが。

「優しい、光なのです……」

　そこは今、網もう膜まくを焼くほどの光量を映し出している。だがフランは、それをまぶしいとは思わなかった。

　やがて、光が収まる。モニターにＸＥＮＯの群の姿はない。

　ただ一撃。それで一掃されていたのだ。そして、その代わりに。

「あれは……植物？　花、なのです？」

　荒れ果てた大地には、色とりどりの花が咲き乱れていた。

「詳細不明の波動を確認。……以降は私見ですが、断言できます」

　メリッサが、戸惑いながらも分析を口にする。

「これは、イデアを超えたイデア──まさしく、真の白銀超新生です」

「白銀超新生？　でもそれは、クーラの変身能力のことじゃないのです？」

「そんなものとは次元が違います。通常のイデアは、眠っていたゼノイドの心を揺り動かす特性を持っていますが……この白銀のイデアは、眠っていた『生命』や『魂』すら揺り動かすのでしょう」

「眠っていた、生命を……。なんて強力で……なんて優しいイデアなのです」

『真の白銀超新生、か。それ、いいわね』

　そのとき、通信が復旧。Ｃ・Ｉ・Ｃのモニターに、ナユキの顔が表示された。



　ゼストマーグのコクピット。前部座席のナユキが振り向き、アルツに呼びかける。

「誇りなさい、アルツ。これはあんたの、あんたにしか使えない、すごい力よ。それこそ、クーラの白銀超新生がかすむような──いいえ、これこそが真の白銀超新生よ！」

「ならば、名乗らせてもらう！　これが俺おれの──いや、俺たちの、白銀超新生だ!!」

　ゼストマーグは大型姿勢制御翼スラスターからイデアを吹かし、光の翼を背に浮かび上がる。イデアの道レールは使っていない。ただ、その出力のみで飛び上がったのだ。

　さらに翼から放出されたイデアは伸び広がり、Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノを覆い尽くして拘束する。

『こ、これは……!?　どうした、動け！　Ω─ＸＥＮＯ!!』

「させません！　クーラさんの野望は……わたしが止めてみせます！」

『み、ミーネ君……。私は……』

　寂しげな声で呼びかけるクーラ。それを振り切るように、ミーネはアルツを見た。

　アルツは、無言でうなずく。

「……クーラ。終わりにしよう」

　シフトレバーのカバーを指で弾はじく。そこに現れたボタンを押すと、シフト機構のロックが解除、垂直だったレバーが台座ごと水平に倒れた。

　重厚にして荘そう厳ごんな鉄の音を響かせ、それを渾こん身しんの力で前方に突き出す。

　瞬間、計器類の数値が跳ね上がった。コクピットがまばゆい銀色の粒子で満ちていく。

「みんな、この一撃で決めるぞ！　三連装精神波増幅加速器トリニテイ・イデア・アクセラレーター、リミッター解除!!」

　鉄は命の金属だ。人の血は鉄でできている。故に人は鉄を介して、機体と心を繋つなげる。

　そしてゼストマーグは真の意味で四人の力を重ね合わせ、全力稼働するのだ。

「フラン！　おまえたちの力も、貸してもらうぞ！」

　サウス・エデンの主砲には、大型のイデア・ジェネレーターが搭載されている。

　地に落ちたそれが白銀の光に輝き、ふわりと浮き上がると、吸い寄せられるようにゼストマーグの眼前へ飛んできた。そして、ゼストマーグの両腕から武装が外れると、主砲と合体。機体全高の倍ほどもある、巨大な剣へと変わる。

　ゼストマーグが、その柄つかを握る。

　すると光が立ち昇った。それはユグドラシル・システムの傘も、さらに上層にある黒々とした雲すらも突き抜け、天を貫く剣となる。

　その神々しい威容に、クーラはうわごとのようにつぶやく。

『……負けるのか、この私が。……いや、これで……ようやく……』

　まさに必殺の一撃。

　舞い散る鮮やかな花弁の中、新たな世界を切り拓ひらく剣が、鋼鉄の巨神によって振り下ろされる。



　──それは、アルツの魂魄の触媒イデア・リアクターとしての力か。

　──もしくは、人々の希望が呼び起こした奇跡だったのか。

　──今、この瞬間。冬世界に生きるすべての人の胸に、同じ言葉が浮かんだ。



『白銀超新生・斬スーパーノヴア・スラツシユ!!』



　重なった、三万の声と心。

　Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノは胸部の中ちゆう枢すう結晶とクーラの機体ごと、縦一文字に両断される！

「受け取れ、クーラ!!　これが俺おれたちの──未来だああぁぁっ!!」

　さらに横一文字の斬ざん撃げき！

　Ω─ＸＥＮＯの背後にそびえ立つユグドラシル・システムと、三つ首の額にある中枢結晶が、まとめて真っ二つにされた。

　十文字に斬きり裂かれ、すべての中枢結晶を失ったΩ─ＸＥＮＯに、再生する力は残っていない。巨体は自壊をはじめ、雪の残ざん骸がいとなり散っていく。

　そして、人々が避難していた氷塊のシェルターもまた、崩れはじめた。このままでは落下してしまう。

「あ……ダメですっ！」

　ミーネが叫ぶと、ゼストマーグの翼が都市全体にまで広がった。それは夏世界に存在したという、本物の翼を持つ生き物の羽根のごとく、優しく人々を包んだ。

「さすが。ナイスクッションよ、ミーネ。ねぇ、アルツ。あんたもそう思う……」

　後部座席へと振り向いたナユキは、凍りついたように動きを止めた。

「…………」

　アルツの瞳ひとみは、虚うつろに空を見つめていた。熱く、力強い眼まな差ざしはどこにもない。

「え……？　ちょ、ちょっと、冗談はやめてよ」

　ナユキは瞬まばたきすら忘れ、シートから腰を浮かせた。アルツの傍に寄り添うと、その肩を揺する。

「ねぇ、返事してよ。アルツ。ねぇ、ねぇってば！」

　呼ぶ声が、揺する力が、次第に大きくなっていく。それでもアルツは反応しない。

　異変に気付いたミーネとリステルも振り向いて……同時に息を呑のんだ。

「うそ……。アルツ、さん……？」

「そんな、まさか……。留る美みって人と同じように、兄さんは心を……」

　リステルのつぶやきが引ひき鉄がねになったのか、ナユキの瞳ひとみからぽろぽろと涙が零こぼれる。

「どうして!?　どうして、あたしの大切な人はいつも……やだ、こんなのやだよぉ!!」

　子供のように泣きじゃくるナユキ。

　その涙が、操そう縦じゆう桿かんを握ったままのアルツの手に、ぽたりと落ちた。



※　　※　　※



　アルツは、暗くら闇やみの中にいた。

　あのときのように、過去の出来事を垣かい間ま見みているのかと思ったが……どうやら違う。

　自分の手足がある。ただ、なにもない世界に、自分だけが浮いているのだ。

「ナユキ……？　ミーネ、リステルも……。みんな、どこにいった？」

　声も出る。だが、呼びかけに返事はない。闇に吸い込まれ、消えていった。

　──ぶるり、と、背筋が震えた。

「まさか……俺おれは、死んだのか……？」

　そのときだ。アルツの網もう膜まくに光が飛び込んできた。

　それはモニターのように平面的な静止画。闇に浮かぶ四角い光が、少女の姿を映す。

「……ミーネ？　いや。似ているが、別人か。髪の色が黒い」

「これは驚いた。まさか君まで、ここにいるとはな」

　すると、闇の中から溶け出すように、仮面の女性が現れた。

「クーラ!?　Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノはどうした!?」

「安心したまえ。君たちの勝利だ。私は……負けた」

　口元だけで苦笑しながら、クーラは黒髪の少女を見やる。

「これは、私の走馬灯。命が尽きる間際に見る、記憶の断片だ。それをなぜ君が見ているのかは、私にもわからない。魂魄の触媒イデア・リアクターが為なせる業かもしれんな」

「命が……!?　では、おまえは!?」

「Ω─ＸＥＮＯを一人で制御しようとした代償だ。……だが、後悔はしていないさ。もちろん、君たちが気に病むこともない。すべては私が選んだ結果だ」

「クーラ……」

「今となっては、その名も必要なくなってしまったな。私の本当の名は、ノアだ」

　偽りの名を捨て、ノアは滔とう々とうと語る。

「せっかくだ。昔話をしようか」

　熾し烈れつな戦闘を繰り広げた相手とは思えない、落ち着いた声音で、ノアは切り出した。

「ここに映し出された少女の名は、ミサ。三百年前の、私の最愛の妹だ」

　彼女の一生を追うように、画像は次々と変わっていく。

　ノアが夏世界の科学者であること、世界で初めてゼノイド化した人間だということ──。

「ミサは原因不明の難病で、生まれつき足が不自由でな。私はそれを治してやりたくて、遺伝子工学を志した。その研究の最中だよ。偶然にも、ゼノイド化の技術を発見したのは」

　それは述懐。あるいは懺ざん悔げだったのか。ノアは淡々と、己の過去を語っていく。

「喜んだよ。人体実験でゼノイド化した私に、肉体制御の能力が発現したときは。これでミサを救えると信じて疑わなかった。……だが、それが私の罪の始まりだった」

　ノアは言葉を切り、呼吸を溜ためた。口にするのをためらったのだろう。

「……ミサは、ただのゼノイドになってしまった。肉体制御の能力も発現せず、心を失い、ただ生き続けるだけの人形のような存在に」

　いつしか走馬灯は、多くのゼノイドを率いるノアの姿を映し出していた。

「後悔したときには、手遅れだった。人間は臆おく病びような生き物だ。心を失うとわかっていても……ＸＥＮＯゼノに襲われる確率が下がるならばと、ゼノイド化する人々は後を絶たなかった」

　ぐっ、と、ノアは拳こぶしを握る。

「すべては、私の責任だ。人間社会から差別され、弾圧され始めたゼノイドを守る義務が、私にはあった。私はゼノイドを集めて保護し、人間社会から独立した集落を作った。そこに、夜明けを意味する希望の言葉──『暁』と名付けて」

「アカツキ……。では、それが」

「そうだ。君もよく知る、要よう塞さい都市の前身だよ。当時の私も知らなかったことだが、その直後だ。旧人類プロト・カインドとΩオメガ─ＸＥＮＯが決戦を行い、ともに滅びたのは」

　そして、走馬灯が変わる。ラプター級から逃げ惑う、クーラたちの姿に。

「しばらくは平穏な日々が続いた。だが十年もすると再びＸＥＮＯが現れ、今度はゼノイドにも牙きばをむいた。……戦う力が、必要になった。だが科学技術で対抗しては、旧人類の二の舞になってしまう。そこで私が作り上げたのが──Ｘ結晶機構だ」

　そこからは、アルツも知っている歴史だった。

　Ｘ結晶機構と、ゼノ・トランサーの発展。それに伴う選別試験の実施。

「アルツ君も、皮肉な宿命だと思わないかね？　私は人々から心を奪っただけではなく、心を取り戻すことすら禁きん忌きとなる、呪のろいのようなシステムを作ってしまったのだから」

「だからおまえは、あんなことまでして人々に感情を……」

「笑いたければ笑うがいい。私は、自身の犯した罪に耐えられなかった。こうして仮面をつけ、弱さを覆い隠さねば、生きていけなかった。……だが」

　そのとき、ノアの記憶に留る美みが現れた。

　冷たい思い出ばかりの中に一つだけ、暖かな笑顔で。

「すべてを変える可能性を持つ存在に、私は出会えた」

　留る美みとノア、それにリヒトを交えた三人の姿は、輝いて見えた。きっとノアにも、かけがえのない記憶なのだろう。

「本来のユグドラシル・システムはゼノイドの感情を取り戻し、夏世界のように豊かな精神性を持つ文化を復興させるための計画だった。だが、Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノの脅威が、私に戦いへの勝利と、そして犠牲を選ばせた」

　その後は、アルツが垣かい間ま見みた過去の出来事に繋つながる。

　互いの信じるもののために決別してしまった、二人の女性へと。

「……本当に、滑こつ稽けいな話さ。最後は結局、友と呼べる人間を裏切ってしまった。私はどこまでも罪深く、どこまでも孤独の宿命を背負っているのだろう」

　そして、最後の記憶──ミーネが映し出される。

「だから、なのだろうな。ミサによく似たミーネ君のことを、妹の生まれ変わりと思ってしまったのは。しかしそれも、私の弱さか……」

　ふっ、と、ノアが自じ嘲ちようした、そのときだ。

『弱くたっていいじゃない。ノアのそういう人間くさいところ、わたしは好きだったよ』

　優しい声が聞こえた。すべてを包み込むような、あの声は……。

「まさか……リュミエール!?」

『俺おれもいるぞ。ノア』

「リヒト!?　どうして、君たちは……」

　いつしかノアの両隣には、うっすらと赤く光る二人の姿があった。

　留美は、にっこりと笑いかける。

『なにって、ノアを迎えに来たんだよ！』

『そうだ。俺たちが向かう先は、未み来らい永えい劫ごう、痛みも苦しみもない世界。あのときのように、三人で楽しい時間を過ごそう』

「ふ、二人とも……。私を、恨んではいないのか……？」

『恨む？　なにを言っているんだ。俺たちは、友人だろう？』

　リヒトが、そっと手を差し伸べる。そして、留美も。

『ノアはかくれんぼのときも、そうだったじゃない。見つけるのはうまかったけど、隠れるのは下手だったからね。丸わかりだよ、あなたの気持ちは』

「……はは、そうか。そうだったな」

　ノアは、そっと仮面を外した。そして、二人から差し伸べられた手を取る。

「長い……本当に長い、かくれんぼだった。だが、これでようやく終われる……」

　つぶやいたノアの身体からだが、光に包まれた。そして三人は背を向け、光の中に溶け込んでいく。アルツは、まぶしさに目を細めながら──叫ぶ。

「父さん！　母さん！」

　映像からメッセージを受け取ったことはあった。過去の出来事を垣かい間ま見みたことはあった。

　だが、こうして言葉を交わせる機会は、これが最初で最後だろう。

『アルツ。外の世界を目指す気はないか？』

　リヒトと留る美みは首だけを振り向かせて、そう聞いてきた。光の中に消えようとしている横顔は、表情を判別できないが──微笑ほほえんでいると、なぜだかアルツにはわかった。

　リヒトの言葉を引き継いで、留美が告げる。

『ユグドラシル・システムのおかげだね。あの障壁でホワイト・ホライゾンが削られて、薄くなっている箇所があるみたい。そこからなら、外の世界に行ける可能性があるよ』

『だが、強制はしない。危険を伴う突破であることに変わりはないし、突破できたとしても、戻ってこられる保証はない』

　そう厳しい前置きをした上で、リヒトは『……それでも』と、逆接の言葉を用いた。

『俺おれは、おまえに旅立って欲しい。俺には見ることのできなかった世界を、見て、感じてもらいたいと思っている』

『わたしも同じ気持ちだよ。……でも、これはわたしたちの、わがままだから。どうするかは、アルツが決めて』

　与えられた選択肢。そのとき、アルツは手の甲に暖かいものを感じた。

　ナユキがそこにいる──と、強く感じた。すると、心が希望で満ちていくではないか。

　なにも恐れることはない。アルツは、力強くうなずいた。















「ああ。俺おれも、外の世界を見てみたい」

　アルツの返答に、リヒトと留る美みは満足そうにうなずき返した。

　そして、アルツの身体からだがふわりと浮き、両親とノアから緩やかに遠ざかっていく。

『感謝する。……さらばだ、アルツ』

『さすが、わたしたちの自慢の息子だね。……でも、あなたはまだしばらく、こっちに来たらダメだよ』

　慈愛に満ちた声を聞きながら、アルツも言葉を返す。

「……さようなら。父さん、母さん」

　別れの言葉を。



※　　※　　※



　アルツが目を覚ますと、そこはゼストマーグのコクピットだった。

　なぜかミーネとリステルが、今にも泣きそうな顔でアルツを見ている。

　そしてナユキにいたっては、アルツにすがりつくように泣いているではないか。

「……ナユキ。悲しいことでもあったのか？」

　いつかのように、アルツはナユキの頭を撫なでた。

　はっと顔を上げたナユキの瞳ひとみは、真っ赤になっていた。

「あ、アルツ……？　本当に……本当の本当に、アルツなの……？」

「ん、どういうことだ？　俺以外に、俺がいるのか？」

　アルツが真剣に問いかけると、ナユキは脱力したようにへたり込んだ。そして、今でさえ涙に濡ぬれた顔を、さらにくしゃくしゃにする。

「ば……ばかぁぁ。あ、あたしが、どれだけ……ひぐっ、心配、したか……！」

　それにつられたように、ミーネとリステルも涙ぐむ。

「よかった……。アルツさんが無事で……」

「僕は信じてたよ。兄さんなら、絶対に大丈夫だって……」

　そして、もう一人。

『……アルツ君』

　呼ぶ声がした。消え去りつつある赤い空に浮かぶ、ノアからだ。

　コクピットに緊張が走る中、ノアは静かに仮面を外した。美しい女性──アルツたちがリィザと呼ぶ彼女は、優しげに微笑ほほえんでいた。

『……ミーネ君のことを、よろしく頼む』

「え……？　クーラさん……？」

　ミーネは首を傾かしげたが、アルツはその言葉の意味をわかっていた。

「……ああ。わかった」

『……ありがとう』

　満足そうにうなずいたクーラの頬ほおにぴしりと、いくつもの亀き裂れつが走った。

『ミーネさん』

　その口調と表情は、ゼノイドを救うべく仮面を付けたクーラではない。

　ミーネの姉として彼女を見守ってきた、リィザのものだった。

『あなたの幸せを祈っています。この空の彼方かなたで……』

　柔らかな笑みを浮かべたまま、ノアは──リィザは、雪の粒となって消えていく。

　やがて、都市上空の赤い空も完全に消えた。ユグドラシル・システムが停止したのだ。

「う、そ……。リィザさん……！　リィザさぁぁぁん！」

　呼びかけるも、返事はない。ノアはΩオメガ─ＸＥＮＯゼノとともに、この世界から消えた。

　操作盤コンソールに突っ伏し慟どう哭こくするミーネ。その嗚お咽えつと、救われたゼノイドのあげる歓声が、都市のすべてを巻き込んだ激戦の終わりを告げる。



　はらり、と。

　再び、雪が舞い落ちてきた。
















　それから一ヶ月後。

　要よう塞さい都市は、以前のように雪化粧で白く染まっていた。

　雪が降り注ぐ中、復興工事はすでに着手され、建物の基礎があちこちに点在している。

　そこにあるのは、鉄だ。

　感情に目覚めたゼノイドたちはＸ結晶の呪じゆ縛ばくから解き放たれ、イデアという力を手に入れた。彼らは『漆黒の牙きば』の跡地から建材や機器、技術を調達し、まったく新たな要塞都市の建造を始めている。

　咲き乱れていた草花も温室に移され、栽培中だ。いずれはそれらを食料とし、雪に依存した社会から完全に脱却できるだろう。

　人々の表情は、みな明るい。

　中でも、倒壊したユグドラシル・システムの前に立つ、それを目にした人は。

　ゼストマーグ。そして、アルツ・ジオフロスト。

　その名と姿は、特別な意味でゼノイドの心に刻まれていた。

「行くのか。ホワイト・ホライゾンの向こうへ」

　立ち上がれるほどに回復したゾットが、アルツにそう問いかけた。

「この世界から、Ωオメガ─ＸＥＮＯゼノの脅威は消えた。……だが、いつまたあれが現れるとも限らない。本当の意味で世界を救うためには、アウター・スノウとＸＥＮＯの謎なぞを解き明かすしかないだろう」

　そしてアルツは目を向けた。都市の背に立ちはだかる、白い壁へ。

「外の世界なら、なにか手がかりがあるかもしれない。俺おれはそれを探しに行きたい」

「……さすが、リュミエールの子だ。彼女と同じように、おまえの目は『未来』を映している。『今』しか見られない私やゼノイドたちとは、やはり違うな」

　珍しく自じ嘲ちようするようなゾットの言葉に、アルツは首を振って答える。

「あなたは、俺のもう一人の父さんだ。今にして思えば、あなたはいつだって、俺の名を呼んでくれていた」

　圧縮言語とは、重要な単語のみを実際に発声し、その他の情報はそこに圧縮することだ。

　ゾットが常に名を呼んでいたというのは──彼がアルツを重要視し、気にかけていたという証明だった。そのことに、アルツはようやく気付いたのだった。

「アルツ……」

「それに、ゼノイドは変わった。この都市も変わるはずだ」

　通りがかりの子供が「アルツー！」と呼んで、手を振ってくる。

　アルツは微笑ほほえみながら、手を挙げてそれに応こたえた。

「だが、不安もある。変わってしまったために、都市防衛の要かなめだったゼノ・トランサーが使えない。もしも次にＸＥＮＯが発生したときは……」

「問題ない。三百年前の記録によると、Ω─ＸＥＮＯが倒されてから十年は、ＸＥＮＯの発生が認められなかった。それだけあれば、対抗策は用意できる」

　ゾットは表情こそ変えなかったが、その声には確かな自信が含まれていた。

「そうか。あなたがそう言うなら、安心だ」

「ああ。安心して、行ってこい」

「……行ってくる」

　アルツはゾットに背を向け、少し離れたところで待っていた仲間の元へ戻る。

　出迎えたナユキは、リステルに問いかける。

「あんたはいいの？　ゾットと別れの挨あい拶さつしなくて」

「挨拶？　どうして？」

　リステルは小首を傾かしげた。ナユキは虚を突かれたように言葉を詰まらせる。

「ど、どうしてって……いいからしてきなさい！　後悔してもしらないわよ!?」

　言うが早いか、リステルの腕をつかんで駆けていく。残されたアルツは、ふっと笑った。

「やはり、ナユキがいっしょにいるのは、いいな。毎日が刺激で溢あふれている」

　そしてアルツは、すべての始まりを見上げる。

　ゼストマーグ。この機体が二人を引き合わせ、この都市を救ったのだ。

「しかし、ミーネはどこに行ったのだろう？　そろそろ出発の予定だが……」

　アルツがつぶやいた、まさにそのとき。ぱたぱたと慌ただしい足音が近づいてきた。

「す、すいませーんっ。遅れましたぁ！」

「よかった。ちゃんと間に合ったな。……ん？　それは？」

　ミーネが手にしていたのは、一輪の花が植えられた容器。鉢植えと呼ばれるものだ。

「わたし、ここでのことを忘れたくなくて、それで……」

「思い出を形にしたかった、ということか」

「はい。この花は、ノア機関でリィザさんと育てていたものなんです。世話をする人がいなくなって、枯れちゃったと思ってたんですけど……。アルツさんの白銀のイデアのおかげで、息を吹き返したみたいです」

　そこに戻ってきたナユキとリステルも、ミーネの白い花に目を止める。

「いいアイディアだと思うわよ。もしも外の世界に花がなくても、この花があれば、また育てることはできるもの。夢は大きく、一面の花畑とかどう？」

「僕も賛成だね。花畑の中で兄さんと追いかけっこか……。すごく楽しそうだよ」

　うっとりとした瞳ひとみのリステルに、ナユキは苦笑を浮かべる。

「ロマンがわかるようになったのは、進歩だと思うけど……。実にリステルらしいわ……」

　そのとき、地鳴りのような音が近付いてきた。

　改修を終えたサウス・エデンだ。アルツたちの表情が引き締まる。

「……時間だ。行こうか」

　新たな世界への、旅立ちのときだ。



※　　※　　※



「なるほど。他の箇所と比べると、確かにここだけ削られている……」

　ゼストマーグのコクピット。アルツはモニターに映る白い障壁を前に、ごくりと喉のどを鳴らした。

　ホワイト・ホライゾンの実態は、局所的な猛吹雪ふぶきである。幾重にも積み重なった暴風の層は激烈な対流現象を起こし、極低温で凍り付いた物体を即座に引き裂く。ゆえに、その内部で存在を許されるものは、なに一つないのだ。

『作戦開始。アルツさん、白銀超新生を』

　通信モニターからのメリッサの指示に、アルツはうなずいた。

「俺おれたちは進む。そのためにもう一度、みんなの力と心を貸してくれ」

　ゼストマーグは今、サウス・エデン後部に新設されたデッキ上に立っている。

　艦と動力炉ジエネレーターを連動させ、障壁突破に必要な大量のエネルギーを生み出すためだ。機体の各所はケーブルで艦と接続されており、準備はすでに整っている。

　残すは、最後の仕上げのみ。アルツは座席脇の兵装切替シフトレバーを、その台座ごと前方に突き出した。

「いくぞ！　モード変更……白銀超新生!!」

　──新たな世界へ。その思いを胸に、四人の心が一つに重なる。

　ゼストマーグも光の柱に包まれ、各種武装と銀色の装甲をその身にまとう。

「白銀超新生、全シークエンスの完了を確認しました。数値安定。問題ありません」

　機体状況のチェックを終えたミーネに、アルツは指示を飛ばす。

「ホワイト・ホライゾン内部の状況確認を頼む」

「了解です。アクティブ・ソナー、照射します」

　頭部のセンサー・ユニットが展開し、光を瞬かせる。

「走査完了。計測結果、出ます。……吹雪の壁の全幅は、およそ三キロ。内部の平均熱量、０・15ケルビン。摂氏換算でマイナス２７３℃──ほぼ絶対零度ですね。ゼストマーグとサウス・エデンの全力射撃で、直径五十メートルのゲートを十秒ほど開けられそうです」

「つまり、突破に必要な速度は秒速三百メートル。ほぼ音速だね」

　リステルが冷静に分析した。それを受け、ミーネがうなずく。

「お願い、わたしの翼……！　アルツさんを、みんなを、外の世界へと連れていって!!」

「いい気合よ、ミーネ。……でも、その前に。まずはあたしの出番よ！」

　ゼストマーグが右腕のメサイア・カノンを構える。

　同時に、サウス・エデンの六門の主砲も起動。合計七つの砲塔が、狙ねらいを定める。

『Ｆ・Ｃ・Ｓ火器管制システム、ゼストマーグへ移譲完了。いつでもどうぞ』

　艦内状況のチェックを終えたメリッサが報告する。

　アルツは一呼吸を置いて、操そう縦じゆう桿かんの両トリガーを引き絞った。

『クリムゾン・オラトリオ・バスター!!』

　ナユキとアルツの声が重なる。

　七つの砲塔から放たれた白銀の槍やりが、世界の境界を貫き扉ゲートをこじ開けた。

　ゼストマーグは背中の翼から光をきらめかせ、サウス・エデンも無限軌道を回す。

　出力は、いずれも全力全開。莫ばく大だいな推力が、巨大な鉄の塊を音の速さにまで加速させていくが……。

　まるで旅立ちを拒むように、ゲートが刻一刻と縮小していく。

　それは、運命と生死を左右する十秒だった。

　そして最後のコンマ数秒。わずか一瞬が──届かない。

　新たな世界を目前に、ゼストマーグは絶対零度の吹雪ふぶきに包まれようとしていた。

　──無理なのか。引き延ばされた時間の中で、そんな思考が浮かぶ。

　だがアルツは、そんな極限状態の最中に、自分自身の恐れと弱気を振り払った。

（まだだ！　最後の最後まで、俺おれは──絶対にあきらめない！）

　荒れ狂う白に染まりつつあるモニターから、決して目を離さない。

　そのときだ。ふわり、と、優しく背中を押される感触がしたのは。

『さぁ、行ってらっしゃい！』

　声が聞こえたと思った次の瞬間、ゼストマーグは不可思議な力によって加速。からくも吹雪の壁を突破することに成功した。

「今の声は、まさか……」

　留る美みの──母さんの声。思わず背後を振り返ろうとするが、それはできなかった。

「やった！　やったわアルツ！　あたしたち突破したのよ！　世界の壁を!!」

　感極まったナユキが抱きついてきたのだった。

　しかしそれもわずかな間。すぐに我に返ると、アルツを突き飛ばし自分の席に戻った。

「……こほん。と、とにかく、すぐに周囲の状況をチェックして──って、ちょっとリステル、なにやってんのよ!?」

「君の行動を見ていたら、僕もしてみたくなったんだ」

　リステルがアルツの腕をつかみ、身体からだをすり寄せていたのだ。

「……不思議。こうして兄さんの体温を感じていると、心臓の鼓動が速くなる」

「あの、わた、わた……」

　ミーネはミーネで、大きな板状の防壁の陰に隠れ、顔をのぞかせては引っ込めるという動作を繰り返していた。アルツにはよくわからない行動だったが、その真意を知りたいと思う心の余裕は、まったくなかった。

「俺の心臓も、鼓動が速い。この世界に、旧人類プロト・カインドは生き残っているのか。いるとしたら、それはどんな人たちなのか。確かめたくてしかたがない」

　きらきらと輝きすら放ちそうな瞳ひとみで、アルツはモニターを見つめる。

　そこは相変わらずの、見渡す限り一面の雪景色。

　しかしアルツには確信にも似た予感があった。想像もつかないなにかが待っていると。

『艦にも損傷はなかったです。さて、アルツ。まずはどちらに向かうです？』

　フランの問いかけに、アルツは答える。

「行き先はどこでもいい──いや、どこまでだって行こう！　今はただ、前に進み続けていたいんだ！」

　操そう縦じゆう桿かんを倒すと、いてもたってもいられないとばかりに、機体は艦から飛び降りた。

　そしてアルツはペダルを踏み込む。

　動き出した機体のコクピットで、片隅に置かれた白い花が揺れた。



　ゼストマーグは新たな冬世界を走り始める。

　二本の板で、命の軌跡シユプールを雪に刻みつけて。





──To the next Winter World.










あとがき



　お久しぶりです。天あま埜の冬とう景けいです。

　さて早速ですが、恒例の次回予告は──ありません！

　実は、本作『白銀の救世機ゼストマーグ』のストーリーは、新人賞応募作『白銀新生ゼストマーグ』の内容を分割し、再構成したものになります。

　第１巻の刊行時点で今回までの流れが組み上がっていたので、次回予告もできた……ということですね。

　思えば応募作は、これでもかとばかりに物語の密度を高め、息も吐かせぬスピーディな展開で読ませる「痛快ロボットバトル活劇」でした。対して本作は、人間ドラマと舞台背景の深みでじっくり読ませる方向性へと、おもしろさの質をシフトさせています。

　乱暴な例えをするならば、劇場版アニメと１クールのＴＶシリーズアニメ、みたいなものでしょうか。応募作では長編一本で駆け抜けた物語を、こうして三冊のシリーズとしてじっくり描き直すことで、色々な発見や変化がありました。

　その最たるものは、サブヒロインたちです。

　応募作と比べると、リステルの暴走は拍車がかかり、ミーネは精神的に強く成長してくれました。彼女たちの変化は、作者としても嬉しい誤算でした。

　キャラクター小説という側面で考えれば、応募作からの方向性のシフトは正解だったのかなと思います。



　では、そろそろ謝辞を。

　担当の武たけ石いし様。今回も的確なアドバイス、本当に感謝しております。複雑な設定をいかにして見せるか、お力添えいただき、助かりました。これからもよろしくお願いします。

　イラストの黒くろ銀ぎん様。今回もすばらしいイラストに、しびれさせていただきました。まさか主人公の親世代までイラストになるとは……。作者として感無量です。ありがとうございました。

　そして、いつも自分を支えてくれる友人たち。特にＡリサ嬢には、公私に渡るサポートに最大級の感謝を。



　最後に、本作『白銀の救世機ゼストマーグ』の読者の皆様へ。

　ここまでお付き合いいただき、ありがとうございました。

　主人公・アルツたちの戦いや生き様──その情熱イデアが、あなたの心にわずかでも伝わったのであれば、これに勝る喜びはありません。

　またお目にかかれることを、心から願っております。



天あま埜の　冬とう景けい










　著者

　天埜冬景（あまの・とうけい）

　　第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。



　イラスト

　黒銀（くろぎん）

　　この巻で活躍する＊＊＊さんが思ったよりドＳで最高です。
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